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2 0 2 4 年度文化会会長挨拶

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
新しい環境に期待を抱きつつも、不安を感じて
いる人も多いのではないかと思います。実際、
新入生として覚える事も多く、友人が出来る
かどうか等、入学時の悩みというのは尽きな
いものです。
　さてここで、大学における部活動とは、学部
や学年の垣根を越えた繋がりを持つための
場としてかなり有用だと思います。先輩や同級
生にわからない事を教えてもらったり、悩みの
相談に乗ってもらうのもいいかもしれません。
　加えて、新生活として“新しい事”に挑戦する
良い機会だと思います。もし、部活動が貴方の

大学生活での楽しみの一つとなれたなら、
文化会としてこの上なく嬉しい限りです。
　本学にどのような部活動があるのか、手始
めにこの「激躍」での各部活動紹介を参考に
して頂けると幸いです。もしここで興味のある
団体があれば、新入生歓迎会などで話を聞きに
行ったり、団体のSNS等を通じて連絡を取って
みるといいかもしれません。
　勿論、部活動以外で趣味や経験を得る事も
素晴らしいと思います。是非様々な事に挑戦し、
自分が心から楽しいと思える事や、自分に自信
を持てる事柄を無理のない範囲で探してみて
ください。

2 3

2024 年度文化会会長　神田  真智子
か ん だ 　　ま ち こ

激躍によせて 12 団体一覧
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部　長
顧　問

鳥海　瑛悟
菱田　博俊

S
F
研
究
会

“自由”に創作、“ゆるっ”と休息 アットホームな家族のような団体
Message Message

音楽部は自由に自分の音楽を表現できる団体です。ライブでの演奏に向けて個人やバンドごとに練習を進め、
ライブ当日に部員の前で演奏します。楽器未経験から始める人も多いですがライブを重ねることで技術が向上
するだけでなく音楽に対する関心や探求心が芽生えます。その活動の中で好きなジャンルや曲、アーティストを
共有できる仲間を見つけるなど学年にとらわれずに音楽でつながることができます。

「小説・漫画・イラスト」を中心に各々が好きなジャンルで創作活動を行っています。部員同士で完成した本を
読みあい、意見交換を通してそれぞれの作品の質の向上に取り組んでいます。作った部誌はコミックマーケットで
頒布しています。また、普段の活動ではネタ集めやSFへの理解を深めたり、部員同士の交流としてボードゲームを
行っています。

音
楽
部

部　長
顧　問

鈴木  心琴
吉田  司雄

部活の連絡先：インスタグラム kogakuin_onbu
　　　　　　 公式ライン https://lin.ee/aONCYrI
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できます。大体9割くらいです。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

経験・知識で困ったときのサポートは？
基本的なことは何でも教えます！

負担する出費は？
2000円（1年はタダ）

受賞履歴・実績

学生生活に占める割合は？

部活に入ってよかったことは？
OBさんとの交流があるので、いろいろな話ができる。

学業：7　バイト：2　部活：1

途中から入部しても大丈夫？
全然大丈夫です！

やりがいは？
自分の作品が冊子になる。

令和元年日本SF大会おぼろげ絵画教室 
グランドチャンピオン（に選ばれた人がいます）

Q2

Q3

Q4

一番力を入れているイベント

● コミックマーケットにて部誌の頒布

活動曜日

● 月曜日～金曜日　不定期に活動

SCHEDULE

部活の連絡先：sf_kogakuin@yahoo.co.jp

4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎会 ・八王子祭

・新宿祭 ・冬コミケ
・忘年会

・夏コミケ
・夏合宿

・冬合宿 ・追い出しコンパ

 &Q    A
Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

はい、2割ほどは初心者からです。ライブを重ねることで技術を磨きます。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

経験・知識で困ったときのサポートは？

楽器などの個人機材と部費だけです。
負担する出費は？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
受賞履歴、実績

学生生活に占める割合は？

一生涯の友人と趣味ができたことです。
部活に入ってよかったことは？

もちろんです。そのような部員も多く在籍しています。
途中から入部しても大丈夫？

ライブでの演奏は何にも代えがたい達成感や高揚感があります。
やりがいは？

一番力を入れているイベント

● 学祭、ライブハウスでの演奏

活動曜日

● 不定期  月1程度のライブ活動

SCHEDULE
4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎ライブ ・録音会 ・ミニライブ

・卒業ライブ

・録音会 ・合宿
・ライブハウス
 での演奏

・ライブハウス
 での演奏

・八王子祭での
 演奏

・新宿祭での
 演奏

・録音会

講習会の実施や
学年にとらわれない交流が多いのでサポートは充実しています。

基本的に自由参加の部活ですの
で個人差が大きいと思います。私の場合は2、3割だと感じています。

4 5
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自
然
科
学
研
究
部

文化部だけど意外とフィールドワーク多め！ カメラに触れ、写真の面白さを学べる部活
Message Message
自然科学研究部(通称:自然研)では主に気象、生物、天文、鉱物の4つの分野を扱っています。
気象分野では雲の撮影や天気図の作成、生物分野ではホタル観測や昆虫の標本作成、天文分野では天体観測や
星の撮影、鉱物分野では鉱物の採取や観察等を行っています。
また、OBの方からのお誘いで野鳥観察や連星勉強会、水晶採掘等に参加する機会もあります。普段経験できない
ことを経験できるのも魅力の一つです！

写
真
部

部　長
顧　問

山田  太一
武藤  恭之
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ほぼ全員初心者です。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

経験・知識で困ったときのサポートは？
先輩やOBが教えてくれます。

負担する出費は？
交通費や合宿代（昨年度は5000円程度でした）

受賞履歴・実績

学生生活に占める割合は？

部活に入ってよかったことは？
自分が好きな分野以外の内容も学べる事です。

学業：4　バイト：2　部活：2　私生活：2

途中から入部しても大丈夫？
大歓迎です。

やりがいは？
とてもあります。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Q2

Q3

Q4

一番力を入れているイベント

● ホタル観測、夏合宿、天体観測

活動曜日

● 日曜日　主な活動日
● 土曜日　部会（月に一回程度）

SCHEDULE

部活の連絡先：s122073@g.kogakuin.jp

4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎会 ・春合宿
・ガサガサ

・ホタル観測 ・昆虫採集 ・夏合宿 ・八王子祭

・新宿祭
・OB会

・追い出しコンパ ・天体観測

部　長
顧　問

古田 康太朗
中島　智章

私たち写真部は撮影会を中心に活動を行っています。撮影会は月に1回ほど行っているので、ご都合の良いときに
気軽に参加できます。昨年は街や公園、動物園など様々な場所に行き、皆さんで思い思いの写真を撮ってもらい
ました。また、学祭では自分が撮影した写真を展示することもできます。部員には初心者の方も多いですが、
先輩が丁寧にアドバイスをくれるので安心して参加頂けます。写真に興味のある方は是非来てください！

 &Q    A
部活の連絡先 ： kogakuin.photo@gmail.com

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q7

Q8

新入部員はほとんどの方が初心者なので、どなたでも気軽に参加できます。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

先輩からのアドバイスや、カメラ講習会も行っています。
経験・知識で困ったときのサポートは？

負担する出費は？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
受賞履歴、実績

部活：1割
学生生活に占める割合は？

月一回程度の撮影会が主な活動なので、途中入部でも大丈夫です。
途中から入部しても大丈夫？

初心者の方がカメラに興味を持ってくれた時です。
やりがいは？

一番力を入れているイベント

● 撮影会

活動曜日

● 日曜日　撮影会（月1回程度）

SCHEDULE
4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎
 撮影会

・横浜撮影会

・鎌倉撮影会

・花火撮影会 ・ひまわり撮影会・動物園撮影会 ・八王子祭展示

・浅草撮影会 ・冬合宿・イルミネーション
 撮影会

・桜, 菜の花
 撮影会

・新宿祭展示
・紅葉撮影会

部費は初年度5000円、二年目以降は3000円
です。(昨年度)カメラ購入の場合、機種や状態により2万円～20万円
ほどかかりますが、部のカメラの貸し出しも行っています。

Q6
部活に入ってよかったことは？
様々な被写体にカメラを向けるきっかけが作れたこと、また
学部問わず多くの先輩、後輩との交流ができたことです。

6 7



自
然
科
学
研
究
部

文化部だけど意外とフィールドワーク多め！ カメラに触れ、写真の面白さを学べる部活
Message Message
自然科学研究部(通称:自然研)では主に気象、生物、天文、鉱物の4つの分野を扱っています。
気象分野では雲の撮影や天気図の作成、生物分野ではホタル観測や昆虫の標本作成、天文分野では天体観測や
星の撮影、鉱物分野では鉱物の採取や観察等を行っています。
また、OBの方からのお誘いで野鳥観察や連星勉強会、水晶採掘等に参加する機会もあります。普段経験できない
ことを経験できるのも魅力の一つです！

写
真
部

部　長
顧　問

山田  太一
武藤  恭之
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部
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 &Q    A

ほぼ全員初心者です。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

経験・知識で困ったときのサポートは？
先輩やOBが教えてくれます。

負担する出費は？
交通費や合宿代（昨年度は5000円程度でした）

受賞履歴・実績

学生生活に占める割合は？

部活に入ってよかったことは？
自分が好きな分野以外の内容も学べる事です。

学業：4　バイト：2　部活：2　私生活：2

途中から入部しても大丈夫？
大歓迎です。

やりがいは？
とてもあります。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Q2

Q3

Q4

一番力を入れているイベント

● ホタル観測、夏合宿、天体観測

活動曜日

● 日曜日　主な活動日
● 土曜日　部会（月に一回程度）

SCHEDULE

部活の連絡先：s122073@g.kogakuin.jp

4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎会 ・春合宿
・ガサガサ

・ホタル観測 ・昆虫採集 ・夏合宿 ・八王子祭

・新宿祭
・OB会

・追い出しコンパ ・天体観測

部　長
顧　問

古田 康太朗
中島　智章

私たち写真部は撮影会を中心に活動を行っています。撮影会は月に1回ほど行っているので、ご都合の良いときに
気軽に参加できます。昨年は街や公園、動物園など様々な場所に行き、皆さんで思い思いの写真を撮ってもらい
ました。また、学祭では自分が撮影した写真を展示することもできます。部員には初心者の方も多いですが、
先輩が丁寧にアドバイスをくれるので安心して参加頂けます。写真に興味のある方は是非来てください！

 &Q    A
部活の連絡先 ： kogakuin.photo@gmail.com

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q7

Q8

新入部員はほとんどの方が初心者なので、どなたでも気軽に参加できます。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

先輩からのアドバイスや、カメラ講習会も行っています。
経験・知識で困ったときのサポートは？

負担する出費は？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
受賞履歴、実績

部活：1割
学生生活に占める割合は？

月一回程度の撮影会が主な活動なので、途中入部でも大丈夫です。
途中から入部しても大丈夫？

初心者の方がカメラに興味を持ってくれた時です。
やりがいは？

一番力を入れているイベント

● 撮影会

活動曜日

● 日曜日　撮影会（月1回程度）

SCHEDULE
4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎
 撮影会

・横浜撮影会

・鎌倉撮影会

・花火撮影会 ・ひまわり撮影会・動物園撮影会 ・八王子祭展示

・浅草撮影会 ・冬合宿・イルミネーション
 撮影会

・桜, 菜の花
 撮影会

・新宿祭展示
・紅葉撮影会

部費は初年度5000円、二年目以降は3000円
です。(昨年度)カメラ購入の場合、機種や状態により2万円～20万円
ほどかかりますが、部のカメラの貸し出しも行っています。

Q6
部活に入ってよかったことは？
様々な被写体にカメラを向けるきっかけが作れたこと、また
学部問わず多くの先輩、後輩との交流ができたことです。

6 7



部　長
顧　問

片桐　桃果
野澤　　康

吹
奏
楽
部

みんな大歓迎！ 一緒に音楽楽しもう！ どこまでも伸びるレールから、広がる世界
Message Message
初心者からベテランまでさまざまな部員達が仲良く活動しています！一人一人の音の力で一つの音楽を作って
いくのは楽しいかけがえのない経験になること間違いなし！
経験者の方、少しでも音楽に興味がある方、是非遊びに来てください！
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 &Q    A
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

経験・知識で困ったときのサポートは？
経験豊富な先輩たちがサポートします。

毎年定期演奏会を行っています。

負担する出費は？

受賞履歴・実績

部活に入ってよかったことは？
年齢や学部学科にとらわれず、多くの人と話す機会が得られます。

途中から入部しても大丈夫？
大丈夫です。

やりがいは？
非常にあります！

Q2

Q3

Q4

一番力を入れているイベント

● サマーコンサート　● 定期演奏会

活動曜日

● 月・火・木曜日　定期練習

SCHEDULE

部活の連絡先：wws1022@ns.kogakuin.ac.jp
公 式 ラ イ ン：https://lin.ee/uUAdG2n

4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎会
・仮入部

・本入部 ・定期練習 ・定期練習 ・夏合宿 ・サマーコンサート
・八王子祭

・新宿祭 ・定期練習 ・定期練習 ・定期練習 ・定期演奏会

部　長
顧　問

進木  啓梧
高木  亮

鉄道研究部では、イベントでのNゲージなどの展示、鉄道を利用した遠征、鉄道知識の共有を行っています。
イベントでのNゲージ展示をメインの活動とし、来場していただいた方に鉄道に関心を持っていただくべく活動を
行っています。また、部誌「UTRJ」で部員が研究した内容を掲示し、発信しています。また、各部員の得意とする
鉄道分野が異なることからチャットで鉄道知識の交流が広く行われています。みなさんも我々と鉄道を通して
交流の場を広げませんか？

 &Q    A

部活の連絡先 ： wws1031@ns.kogakuin.ac.jp

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

初心者でも問題ありません。初心者の割合は4割程度です。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

得意な分野は個人個人違うので、詳しい部員が教えてくれます。
経験・知識で困ったときのサポートは？

部費は徴収していませんが、遠征での観光費などは個人負担です。
負担する出費は？

京王百貨店・上田こども夢フェスタへの出店
受賞履歴、実績

学業：3  バイト：1  部活：3  その他：3（前部長）
学生生活に占める割合は？

自分が初めての鉄道知識が入ってくること
部活に入ってよかったことは？

問題ありません。いつでも歓迎しています。
途中から入部しても大丈夫？

イベントを終了したときの達成感
やりがいは？

一番力を入れているイベント

活動曜日

● 日曜日
Nゲージ運転会、ジオラマ制作など

SCHEDULE
4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎会 ・上田こども
夢フェスタ

・部活内新歓企画 ・八王子祭

・新宿祭 ・部活内旅行

練習が必要ですが初心者でも可能です。
全部員の1~2割程度が初心者からのスタートです。

Q5
学生生活に占める割合は？
多くの部員が週二回程度活動に参加し、学業、アルバイト
と両立させています。

部費が半年5000円です。それ以外
に合宿などで別途集金する場合があります。

● 上田こども夢フェスタ ● 八王子祭 ● 新宿祭
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部　長
顧　問

片桐　桃果
野澤　　康

吹
奏
楽
部

みんな大歓迎！ 一緒に音楽楽しもう！ どこまでも伸びるレールから、広がる世界
Message Message
初心者からベテランまでさまざまな部員達が仲良く活動しています！一人一人の音の力で一つの音楽を作って
いくのは楽しいかけがえのない経験になること間違いなし！
経験者の方、少しでも音楽に興味がある方、是非遊びに来てください！
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 &Q    A
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

経験・知識で困ったときのサポートは？
経験豊富な先輩たちがサポートします。

毎年定期演奏会を行っています。

負担する出費は？

受賞履歴・実績

部活に入ってよかったことは？
年齢や学部学科にとらわれず、多くの人と話す機会が得られます。

途中から入部しても大丈夫？
大丈夫です。

やりがいは？
非常にあります！

Q2

Q3

Q4

一番力を入れているイベント

● サマーコンサート　● 定期演奏会

活動曜日

● 月・火・木曜日　定期練習

SCHEDULE

部活の連絡先：wws1022@ns.kogakuin.ac.jp
公 式 ラ イ ン：https://lin.ee/uUAdG2n

4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎会
・仮入部

・本入部 ・定期練習 ・定期練習 ・夏合宿 ・サマーコンサート
・八王子祭

・新宿祭 ・定期練習 ・定期練習 ・定期練習 ・定期演奏会

部　長
顧　問

進木  啓梧
高木  亮

鉄道研究部では、イベントでのNゲージなどの展示、鉄道を利用した遠征、鉄道知識の共有を行っています。
イベントでのNゲージ展示をメインの活動とし、来場していただいた方に鉄道に関心を持っていただくべく活動を
行っています。また、部誌「UTRJ」で部員が研究した内容を掲示し、発信しています。また、各部員の得意とする
鉄道分野が異なることからチャットで鉄道知識の交流が広く行われています。みなさんも我々と鉄道を通して
交流の場を広げませんか？

 &Q    A

部活の連絡先 ： wws1031@ns.kogakuin.ac.jp

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

初心者でも問題ありません。初心者の割合は4割程度です。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

得意な分野は個人個人違うので、詳しい部員が教えてくれます。
経験・知識で困ったときのサポートは？

部費は徴収していませんが、遠征での観光費などは個人負担です。
負担する出費は？

京王百貨店・上田こども夢フェスタへの出店
受賞履歴、実績

学業：3  バイト：1  部活：3  その他：3（前部長）
学生生活に占める割合は？

自分が初めての鉄道知識が入ってくること
部活に入ってよかったことは？

問題ありません。いつでも歓迎しています。
途中から入部しても大丈夫？

イベントを終了したときの達成感
やりがいは？

一番力を入れているイベント

活動曜日

● 日曜日
Nゲージ運転会、ジオラマ制作など

SCHEDULE
4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎会 ・上田こども
夢フェスタ

・部活内新歓企画 ・八王子祭

・新宿祭 ・部活内旅行

練習が必要ですが初心者でも可能です。
全部員の1~2割程度が初心者からのスタートです。

Q5
学生生活に占める割合は？
多くの部員が週二回程度活動に参加し、学業、アルバイト
と両立させています。

部費が半年5000円です。それ以外
に合宿などで別途集金する場合があります。

● 上田こども夢フェスタ ● 八王子祭 ● 新宿祭
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部　長
顧　問

日高  千尋
本田 徹

電
子
技
術
研
究
部

自分の興味を試せる部活 ゆるく楽しめる自由な部活
Message Message
電子技術研究部では主に、PA活動と電子工作を行っています。PA活動では、八王子祭のステージや委員会が
行う企画で、スピーカやマイク、アンプやミキサーなどの音響機材を扱い、設営からオペレートまで全て行います。
電子工作では、新宿祭に向けて自分の好きなものを制作します。ほとんどの人が初心者で先輩に教えてもらい
ながら習得するので、少しでも興味がある人は是非入部を！
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SCHEDULE

部活の連絡先：https://twitter.com/kogakuin_denken 

4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎会
・部活説明会

・新宿祭
電子工作展示

・クリスマス
パーティーPA

・追いコン

・プレ八王子祭
  PA

・七夕祭PA
・秋葉原巡り
（電子工作具購入）

・八王子祭
リハPA
・八王子祭PA

一番力を入れているイベント

活動曜日

● 特に決まった活動は行っていません。PAの依頼
がある時や電子工作制作を自主的に行うとき
などに活動をしています。また、定期的に部会を
開き活動報告をしています。

● 八王子祭を始めとする学内イベントのPA活動
● 新宿祭の展示を目標とした電子工作

Q1 Q5

Q6

Q7

Q8

 &Q    A

9割の人が初心者です。先輩方に教えてもらいながら活動します。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

経験・知識で困ったときのサポートは？
先輩が丁寧に教えます。

負担する出費は？
ほとんど部費から出すので、個人で負担する出費はありません。

受賞履歴・実績

学生生活に占める割合は？

部活に入ってよかったことは？
PAや電子工作の専門知識が身についたこと。

途中から入部しても大丈夫？
いつでも入部大歓迎です！

やりがいは？
自分の好きなことを徹底的にできること。

Q2

Q3

Q4
GUGEN2018に出場

4割。不定期な活動が多いです
が、学祭当日や準備期間は部員全員で力合わせて頑張ります！

部　長
顧　問

山内  翔太
藤井  絢子

ハイキング部は月１回程度の頻度で低山登山やハイキング、バーベキューなどのアウトドア活動を行っています。
夏にはキャンプをしたり、秋には町散策や紅葉狩りをしたりと、一年を通して様々なイベントが用意されています。
交通費などの費用は大学から頂く部費を利用することが多いため、お金もほとんどかかりません。基本的に自由
参加で、大半の部員が登山未経験ですので、少し身体を動かしたいと言う初心者の方でも入部お待ちしています！

部活の連絡先 ： j322346@g.kogakuin.jp

 &Q    A
Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

もちろんです。9割が初心者です。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

分からないことは何でも聞いてください。
経験・知識で困ったときのサポートは？

部費：交通費、キャンプ用品　出費：ザックや昼食代
負担する出費は？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
受賞履歴、実績

正直、1割に満たないと思います。
学生生活に占める割合は？

先輩、後輩関係なくコミュニケーションがとれる。
部活に入ってよかったことは？

もちろん問題ないです。そういった方は毎年いらっしゃいます。
途中から入部しても大丈夫？

登頂したときの達成感と景色
やりがいは？

一番力を入れているイベント

● 夏休みの活動（例年はキャンプ）

活動曜日

● 日曜日　月1回の活動

SCHEDULE
4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・勧誘活動

・散策(鎌倉など) ・ハイキング
 (紅葉狩り)

・新入生歓迎会
 (高尾山)

・ハイキング ・キャンプ ・ハイキング・低山登山

・追いコン

10 11



部　長
顧　問

日高  千尋
本田 徹

電
子
技
術
研
究
部

自分の興味を試せる部活 ゆるく楽しめる自由な部活
Message Message
電子技術研究部では主に、PA活動と電子工作を行っています。PA活動では、八王子祭のステージや委員会が
行う企画で、スピーカやマイク、アンプやミキサーなどの音響機材を扱い、設営からオペレートまで全て行います。
電子工作では、新宿祭に向けて自分の好きなものを制作します。ほとんどの人が初心者で先輩に教えてもらい
ながら習得するので、少しでも興味がある人は是非入部を！
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SCHEDULE

部活の連絡先：https://twitter.com/kogakuin_denken 

4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎会
・部活説明会

・新宿祭
電子工作展示

・クリスマス
パーティーPA

・追いコン

・プレ八王子祭
  PA

・七夕祭PA
・秋葉原巡り
（電子工作具購入）

・八王子祭
リハPA
・八王子祭PA

一番力を入れているイベント

活動曜日

● 特に決まった活動は行っていません。PAの依頼
がある時や電子工作制作を自主的に行うとき
などに活動をしています。また、定期的に部会を
開き活動報告をしています。

● 八王子祭を始めとする学内イベントのPA活動
● 新宿祭の展示を目標とした電子工作

Q1 Q5

Q6

Q7

Q8

 &Q    A

9割の人が初心者です。先輩方に教えてもらいながら活動します。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

経験・知識で困ったときのサポートは？
先輩が丁寧に教えます。

負担する出費は？
ほとんど部費から出すので、個人で負担する出費はありません。

受賞履歴・実績

学生生活に占める割合は？

部活に入ってよかったことは？
PAや電子工作の専門知識が身についたこと。

途中から入部しても大丈夫？
いつでも入部大歓迎です！

やりがいは？
自分の好きなことを徹底的にできること。

Q2

Q3

Q4
GUGEN2018に出場

4割。不定期な活動が多いです
が、学祭当日や準備期間は部員全員で力合わせて頑張ります！

部　長
顧　問

山内  翔太
藤井  絢子

ハイキング部は月１回程度の頻度で低山登山やハイキング、バーベキューなどのアウトドア活動を行っています。
夏にはキャンプをしたり、秋には町散策や紅葉狩りをしたりと、一年を通して様々なイベントが用意されています。
交通費などの費用は大学から頂く部費を利用することが多いため、お金もほとんどかかりません。基本的に自由
参加で、大半の部員が登山未経験ですので、少し身体を動かしたいと言う初心者の方でも入部お待ちしています！

部活の連絡先 ： j322346@g.kogakuin.jp

 &Q    A
Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

もちろんです。9割が初心者です。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

分からないことは何でも聞いてください。
経験・知識で困ったときのサポートは？

部費：交通費、キャンプ用品　出費：ザックや昼食代
負担する出費は？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
受賞履歴、実績

正直、1割に満たないと思います。
学生生活に占める割合は？

先輩、後輩関係なくコミュニケーションがとれる。
部活に入ってよかったことは？

もちろん問題ないです。そういった方は毎年いらっしゃいます。
途中から入部しても大丈夫？

登頂したときの達成感と景色
やりがいは？

一番力を入れているイベント

● 夏休みの活動（例年はキャンプ）

活動曜日

● 日曜日　月1回の活動

SCHEDULE
4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・勧誘活動

・散策(鎌倉など) ・ハイキング
 (紅葉狩り)

・新入生歓迎会
 (高尾山)

・ハイキング ・キャンプ ・ハイキング・低山登山

・追いコン
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美
術
意
匠
部

美術好きと自由に作品制作できる場所 サークルっぽい部活
Message Message
私たちは週に2回、八王子キャンパス3号館絵画室にて作品制作をメインの活動として行っています。制作した
作品は八王子祭・新宿祭をはじめ、外部のギャラリーを借りて展示をしています。制作形態はアクリル画や
水彩画、立体造形、切り絵、デジタルイラスト、インタラクティブアートなど多岐にわたります。
初心者から経験者まで切磋琢磨しながら楽しく活動してます。ぜひ一度、お話だけでも聞きに来てください！

マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ・
ソ
サ
エ
テ
ィ

部　長
顧　問

小田島 亜由
内山　憲一
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一番力を入れているイベント

● 八王子祭・新宿祭での展示

活動曜日

● 火・水曜日　作品制作（3号館絵画室）

SCHEDULE

部活の連絡先：bijutsuishobu@gmail.com

4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎会 ・外部ギャラリー
 にて展示会

・八王子祭,新宿祭
 に向けて作品制作
 を開始

・八王子祭にて
 展示

・新宿祭にて
 展示

・合宿 ・原宿デザインフェスタ
 ギャラリーにて展示会

Q1 Q5

Q6

Q7

Q8

 &Q    A

初心者も大歓迎です！ 割合的には1：3で初心者のほうが多いです。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

経験・知識で困ったときのサポートは？
作品制作時に部員同士で教え合うことが多いです。

負担する出費は？
基本的にはありません。画材代は自治会費から出ます。

学生生活に占める割合は？

部活に入ってよかったことは？

学業：4　部活：2　バイト：2　その他：2

途中から入部しても大丈夫？
大歓迎です！ メールやSNSのほうで気軽に連絡ください。

やりがいは？

Q2

Q3

受賞履歴・実績
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

自分の作品をいろんな人に見て
もらえる機会が増えた。お金のことを気にせず作品制作に打ち込める。

作品のクオリティが上がった時や、展示会で
たくさん感想をいただけた時はやりがいを感じます。

Q4

部　長
顧　問

滝澤  陽人
山口　要二

マジシャンズソサエティではマジックとジャグリングを主に行っています。トランプはもちろんコインマジックや
ヨーヨー、けん玉など何でも大歓迎です。基本は八王子の15号館で活動しており、好きな日程で無理なく集まり
練習を行っています。また、外部講師として実際に活躍されているプロマジシャンの方から直接ご指導をいただく
機会なども設けております。新しい一芸を身に着けること、きっと楽しいと思いますので興味が湧いた方は是非
お待ちしております。

 &Q    A

部活の連絡先 ： ws1016@ns.kogakuin.ac.jp

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

もちろんできます。9割近くが初心者で、大学から始めた人です。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

先輩はもちろん、外部講師の方の手厚いサポートがあります。
経験・知識で困ったときのサポートは？

基本的に部費から購入するので特にありません。
負担する出費は？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
受賞履歴、実績

学業：3　部活：2　バイト：2　遊び：3
学生生活に占める割合は？

横と縦のつながりができるところ。
部活に入ってよかったことは？

全く問題ありません。
途中から入部しても大丈夫？

見てくれる方からの「凄い！」という言葉。
やりがいは？

一番力を入れているイベント

● 八王子祭 ● 新宿祭 ● 学外ステージ発表会

活動曜日

SCHEDULE
4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・新入生歓迎会 ・学生天国 ・買い出し ・合宿・サロン発表会 ・八王子祭

・新宿祭 ・合宿・ステージ発表会

● 月～金曜日（17:30～21:00） 
　  ＊この時間で平日週2～3日、1・2年生の
　　 集まりやすい曜日に活動しています
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美術好きと自由に作品制作できる場所 サークルっぽい部活
Message Message
私たちは週に2回、八王子キャンパス3号館絵画室にて作品制作をメインの活動として行っています。制作した
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一番力を入れているイベント

● 八王子祭・新宿祭での展示
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● 火・水曜日　作品制作（3号館絵画室）
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 ギャラリーにて展示会

Q1 Q5

Q6

Q7

Q8

 &Q    A

初心者も大歓迎です！ 割合的には1：3で初心者のほうが多いです。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

経験・知識で困ったときのサポートは？
作品制作時に部員同士で教え合うことが多いです。
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基本的にはありません。画材代は自治会費から出ます。
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学業：4　部活：2　バイト：2　その他：2

途中から入部しても大丈夫？
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もらえる機会が増えた。お金のことを気にせず作品制作に打ち込める。
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たくさん感想をいただけた時はやりがいを感じます。
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ヨーヨー、けん玉など何でも大歓迎です。基本は八王子の15号館で活動しており、好きな日程で無理なく集まり
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先輩はもちろん、外部講師の方の手厚いサポートがあります。
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基本的に部費から購入するので特にありません。
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学業：3　部活：2　バイト：2　遊び：3
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横と縦のつながりができるところ。
部活に入ってよかったことは？

全く問題ありません。
途中から入部しても大丈夫？

見てくれる方からの「凄い！」という言葉。
やりがいは？
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● 八王子祭 ● 新宿祭 ● 学外ステージ発表会
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・新入生歓迎会 ・学生天国 ・買い出し ・合宿・サロン発表会 ・八王子祭

・新宿祭 ・合宿・ステージ発表会
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　  ＊この時間で平日週2～3日、1・2年生の
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部　長
顧　問

喜多 叶奈子
星 卓志

マ
ン
ガ
研
究
会

やりたいことをやり、描きたいものを描く！ 部活のオアシス！
Message Message

私たちマンドリンクラブは、主に春と秋に行われる２回の演奏会に向けて活動しています。日々の活動では基本
的に平日に数回と日曜日に練習日を設けています。部員のほとんどが未経験者なので、大学から音楽を始めて
みたいという方にピッタリです。春の演奏会では他大学との合同演奏会を行うため、他大学との交流も盛んです。
学内外問わず、友達がたくさんできます！なにか部活に入りたいと思っている方、ぜひお待ちしております。

自分たちが描いたマンガやイラストを実際に本にすることができる部活動です。様々な学部学科のメンバーで
構成されており、チームでの活動を趣味の絵を描くことにつなげて共同で創作を行っています。また、共同で
製作する仲間がいることでモチベーションも上がり継続力が付くことが良いところです。マンガやイラストに
興味のある方はぜひいらしてください。

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

部　長
顧　問

田島  雄貴
小麥  真也

SCHEDULE

部活の連絡先：X(旧Twitter)ID: @kmc_2012　Gmail address: kmcmandolin@gmail.com
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4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

一番力を入れているイベント

● 年二回の演奏会

活動曜日

・新入生歓迎会

・定期演奏会

・他大学との
 合同演奏会

・夏合宿

SCHEDULE

部活の連絡先：s222058@ns.kogakuin.ac.jp

4 April 5 May 6 June 7 July 8 August 9 September

10 October 11 November 12 December 1 January 2 February 3 March

・部員勧誘及び
 新入生歓迎会
・新入生向け部活紹介誌
 「こだまけん」の発行

・新八交流会
 「とんちんかん」
・部員紹介誌発行
 「すがいきん」の発行

・文化会総会 ・文化祭準備・夏コミ原稿〆切
・八王子祭

・新宿祭
・OB, OG会
・次期役員任命

・冬のコミック
 マーケット参加

・夏合宿
・夏のコミック
 マーケット参加

・新入生歓迎会
 準備

一番力を入れているイベント

活動曜日

● 水曜日　部会（進捗確認、週課題の発表）

● 年に2度開催されているコミックマーケット
  への部誌作成

 &Q    A

Q2

Q5

Q7

Q8

１からお教えします。
経験・知識で困ったときのサポートは？

Q1
初心者でも大丈夫です。部員の８割は初心者です。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

学業：4　部活：1　バイト：1　私生活：4
学生生活に占める割合は？

途中から入部しても大丈夫？

Q6 部活に入ってよかったことは？

曲を完成させたときの一体感です。
やりがいは？Q4

受賞履歴、実績
第66回定期演奏会、工学院大学・東京家政大学・昭和
女子大学・専修大学 ジョイントコンサート

Q3 負担する出費は？ 個々の出費は、弦代などです。
おおよそ3000円ほど（パートによって異なる）

楽譜が読めるようになり
ました。また、他大学の知り合いを作ることができました。

大丈夫ですが、参加時期
次第では、演奏会に参加できないかもしれないです。

 &Q    A

Q2

Q4

Q5

Q7

Q8

八王子部室内にある資料用の本などの貸し出しも行っています。
経験・知識で困ったときのサポートは？

年2回コミックマーケットへの出展
受賞履歴、実績

学業：5　部活：1　バイト：4
学生生活に占める割合は？

今からでも大丈夫です！ Twitter:@mk_kogakuin  DMまで！
途中から入部しても大丈夫？

Q6
絵を描くときに相談できる仲間が出来たことですね！
部活に入ってよかったことは？

描いた絵が本になっているとこです！
やりがいは？

Q1
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？
大丈夫です！マンガを描いたことがなかった先輩もたくさんいます！
半分くらいの人は初心者から入部しています！

Q3 負担する出費は？ デジタルで描くかアナログで描くかにもより
ますが物品の貸し出しもできますのでそこまでかからないかと思います。

● 日曜日　　 全体練習
● 水・木曜日　パート練習、個人練習
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・新入生向け部活紹介誌
 「こだまけん」の発行

・新八交流会
 「とんちんかん」
・部員紹介誌発行
 「すがいきん」の発行

・文化会総会 ・文化祭準備・夏コミ原稿〆切
・八王子祭

・新宿祭
・OB, OG会
・次期役員任命

・冬のコミック
 マーケット参加

・夏合宿
・夏のコミック
 マーケット参加

・新入生歓迎会
 準備

一番力を入れているイベント

活動曜日

● 水曜日　部会（進捗確認、週課題の発表）

● 年に2度開催されているコミックマーケット
  への部誌作成

 &Q    A

Q2

Q5

Q7

Q8

１からお教えします。
経験・知識で困ったときのサポートは？

Q1
初心者でも大丈夫です。部員の８割は初心者です。
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？

学業：4　部活：1　バイト：1　私生活：4
学生生活に占める割合は？

途中から入部しても大丈夫？

Q6 部活に入ってよかったことは？

曲を完成させたときの一体感です。
やりがいは？Q4

受賞履歴、実績
第66回定期演奏会、工学院大学・東京家政大学・昭和
女子大学・専修大学 ジョイントコンサート

Q3 負担する出費は？ 個々の出費は、弦代などです。
おおよそ3000円ほど（パートによって異なる）

楽譜が読めるようになり
ました。また、他大学の知り合いを作ることができました。

大丈夫ですが、参加時期
次第では、演奏会に参加できないかもしれないです。

 &Q    A

Q2

Q4

Q5

Q7

Q8

八王子部室内にある資料用の本などの貸し出しも行っています。
経験・知識で困ったときのサポートは？

年2回コミックマーケットへの出展
受賞履歴、実績

学業：5　部活：1　バイト：4
学生生活に占める割合は？

今からでも大丈夫です！ Twitter:@mk_kogakuin  DMまで！
途中から入部しても大丈夫？

Q6
絵を描くときに相談できる仲間が出来たことですね！
部活に入ってよかったことは？

描いた絵が本になっているとこです！
やりがいは？

Q1
初心者でもできますか？ また、初心者の割合は？
大丈夫です！マンガを描いたことがなかった先輩もたくさんいます！
半分くらいの人は初心者から入部しています！

Q3 負担する出費は？ デジタルで描くかアナログで描くかにもより
ますが物品の貸し出しもできますのでそこまでかからないかと思います。

● 日曜日　　 全体練習
● 水・木曜日　パート練習、個人練習
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25 24

(

平
成
26
年
6
月
改
正)

第
一
章 

総 

則 

　第
一
条〔
規 

定
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
会
則
に
基
づ
き
本
会
則
を
規
定
す

る
。　第

二
条〔
名 

称
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
文
化
会
と
称
す
る
。

　第
三
条〔
設 

置
〕

本
会
は
本
部
お
よ
び
支
部
を
設
置
す
る
。

一
、
本
会
は
本
部
を
新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
二
四
番
一
号
工
学
院
大

学
内
文
化
会
室
に
置
く
。

二
、
本
会
は
支
部
を
都
下
八
王
子
市
中
野
町
二
六
六
五―

一
工
学
院

大
学
八
王
子
校
舎
内
文
化
会
室
に
置
く
。

　第
四
条〔
目
的
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
生
と
し
て
真
理
の
探
究
の
心
を
も
っ
て
文
化
会

活
動
を
活
発
に
し
、ひ
い
て
は
、会
の
文
化
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　第
五
条〔
活 

動
〕

本
会
は
第
四
条
に
規
定
さ
れ
た
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
活

動
を
行
う
。

第
二
章 

組 

織 

　第
六
条〔
構 

成
〕

本
会
は
本
会
が
統
括
す
る
団
体
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　第
七
条〔
会
員
〕

本
会
は
本
会
が
統
括
す
る
団
体
の
構
成
員
を
も
っ
て
本
会
員
と
す

る
。構
成
員
は
本
学
学
生
お
よ
び
大
院
生
と
す
る
。

　第
八
条〔
委
員
〕

本
会
委
員
と
は
本
会
が
統
轄
す
る
各
部
部
長
を
い
う
。

　第
九
条〔
役
員

一
、（
本
部
役
員
）

本
会
は
会
長
・
副
会
長
・
渉
外
・
会
計
・
広
報
・
庶
務
・
書
記
の
本

部
役
員
を
置
く
。

工
学
院
大
学
同
好
会
規
約

　第
一
条〔
規
定
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
文
化
会
則
に
基
づ
き
本
会
則
を
規
定
す
る
。

　第
二
条〔
登
録
〕

本
会
に
加
盟
す
る
同
好
会
は
登
録
に
あ
た
り
下
記
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
、部
員
数
が
学
部
生
十
名
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
、部
長
、会
計
が
い
る
こ
と

三
、
役
員
会
会
議
に
於
い
て
代
表
者
に
よ
る
同
好
会
の
活
動
方
針

を
説
明
し
、三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
得
る
こ
と
。

　第
三
条〔
昇
格
〕

同
好
会
か
ら
部
へ
の
昇
格
は
、
原
則
と
し
て
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
こ
と
を
必
要
と
し
、
自
治
委
員
会
に
於
い
て
こ
れ
を
決
定

す
る
。

一
、文
化
会
で
の
活
動
年
数
が
二
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
、顧
問
が
い
る
こ
と

三
、部
員
数
が
第
一
登
録
で
十
名
以
上
で
あ
り
、各
学
年(

一
〜
三

年)

三
名
以
上
在
籍
し
て
い
る
こ
と
。

四
、部
長
、会
計
、お
よ
び
支
部
長
が
い
る
こ
と

五
、
役
員
会
会
議
お
よ
び
自
治
委
員
会
に
於
い
て
代
表
者
に
よ
る

同
好
会
の
活
動
方
針
を
説
明
し
、
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
得
る

こ
と
。原
則
と
し
て
上
記
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
文
化
会
お
よ
び
自
治
委
員
会
の
審
議
に
よ
り
、
上
記
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
な
く
と
も
特
別
に
部
へ
の
昇
格
を
認

め
る
こ
と
が
あ
る
。

二
、（
支
部
役
員
）

本
会
は
支
部
会
長
・
支
部
副
会
長
・
支
部
渉
外
・
支
部
会
計
・
支
部

広
報
・
支
部
庶
務
・
支
部
書
記
の
支
部
役
員
を
置
く
。

三
、（
他
）

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
第
一
一
条
に
よ
る
役
員
会
で
決
定
す
る
。

四
、（
兼
任
）

役
員
は
各
部
の
委
員
と
重
複
し
て
は
な
ら
な
い
。

　第
一
〇
条〔
役
員
任
免
〕

一
、（
告
知
）

本
会
は
役
員
の
選
出
に
当
た
り
、
そ
の
内
容
を
事
前
に
全
会
員
に
知

ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、（
選
出
）
　
　

役
員
の
選
出
は
本
会
員
中
よ
り
立
候
補
お
よ
び
推
薦
立
候
補
し
た
者

を
対
象
に
次
年
度
委
員
お
よ
び
議
長
を
除
く
本
部
役
員
三
名
が
無
記

名
投
票
の
多
数
決
に
よ
り
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

但
し
、次
年
度
委
員
不
在
の
時
は
当
年
度
委
員
が
こ
れ
を
行
う
。

三
、（
任
期
）

役
員
の
任
期
は
一
ヵ
年
と
し
、原
則
と
し
て
、二
月
一
日
よ
り
始
ま
り

一
月
二
十
一
日
に
終
わ
る
も
の
と
す
る
。

四
、（
解
任
）

役
員
に
対
す
る
解
任
の
請
求
は
委
員
総
数
の
三
分
の
一
以
上
の
連
署

を
も
っ
て
会
長
に
提
出
す
る
。こ
れ
に
よ
り
会
長
は
一
〇
日
以
内
に

役
員
会
議
を
開
き
決
議
を
行
う
。そ
の
結
果
三
分
の
二
以
上
の
同
意

が
あ
っ
た
場
合
役
員
は
そ
の
任
を
辞
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
、（
辞
任
）

役
員
の
辞
任
は
、
こ
れ
を
役
員
会
に
提
出
し
三
分
の
二
以
上
の
同
意

も
っ
て
辞
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、（
補
欠
）

解
任
ま
た
は
辞
任
に
よ
り
役
員
の
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
本
会
員
中

よ
り
立
候
補
お
よ
び
推
薦
立
候
補
し
た
者
を
対
象
に
役
員
会
が
多
数

決
に
よ
り
後
任
を
決
定
す
る
。

第
三
章 

機 

関 

　第
一
一
条〔
役
員
会
〕

本
役
員
会
は
第
八
条
お
よ
び
第
九
条
第
一
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
者

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
る
。

　第
一
二
条〔
総 

会
〕

本
総
会
は
第
七
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
全
会
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

本
会
の
最
高
協
議
機
関
で
あ
る
。

　第
一
三
条〔
本
部
役
員
会
〕

本
部
役
員
会
は
第
九
条
第
一
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
本
部
役
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
最
高
執
行
機
関
で
あ
る
。

　第
一
四
条〔
支
部
役
員
会
〕

支
部
役
員
会
は
第
九
条
第
二
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
支
部
役
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
次
席
執
行
機
関
で
あ
る
。但
し
、支
部
役
員
会

は
本
会
の
活
動
を
八
王
子
に
て
円
滑
に
行
う
た
め
に
あ
る
。

　第
一
五
条〔
情
報
局
〕

本
局
は
本
会
活
動
に
必
要
な
情
報
の
収
集
お
よ
び
報
道
を
行
い
、
第

四
条
に
掲
げ
る
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
。

一
、（
構
成
）

本
局
は
第
九
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
本
部
役
員
の
内
、
広
報
を
局
長

と
し
、
そ
の
他
第
一
五
条
第
二
項
に
定
め
ら
れ
た
局
員
を
も
っ
て
構

成
さ
れ
る
。

二
、（
局
員
お
よ
び
そ
の
任
免
）

本
局
員
は
原
則
と
し
て
本
会
が
統
轄
す
る
各
部
に
一
名
ず
つ
置
か

れ
、そ
の
任
免
は
各
部
が
こ
れ
を
行
い
、局
長
の
承
認
を
も
っ
て
決

定
さ
れ
る
。但
し
本
局
員
は
第
九
条
に
よ
る
本
部
役
員
で
は
な
い
。

第
四
章 

会 

議

　第
一
六
条〔
役
員
会
議
〕

一
、
本
会
議
は
本
会
会
長
が
召
集
し
全
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
出

席
を
も
っ
て
成
立
す
る
。但
し
、委
任
状
は
全
出
席
数
の
四
分
の
一
以

内
で
認
め
る
。

二
、本
会
の
議
決
権
は
各
団
体
一
名
お
よ
び
本
部
の
三
名
が
有
す
る
。

三
、
本
会
議
の
議
決
は
出
席
議
決
権
数
の
三
分
の
二
を
も
っ
て
行
わ

れ
る
。

四
、本
会
議
は
毎
月
一
回
開
く
こ
と
を
原
則
と
す
る
。但
し
必
要
に
応

じ
て
会
長
が
こ
れ
を
召
集
で
き
る
。

五
、
本
会
議
に
は
本
会
各
部
の
委
員
も
し
く
は
そ
の
代
理
人
が
必
ず

出
席
す
る
。但
し
代
理
人
出
席
の
場
合
は
事
前
に
会
長
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。本
会
議
の
議
長
は
原
則
と
し
て
副
会
長
が

行
う
。本
会
議
は
第
一
七
条
に
基
づ
く
総
会
会
議
に
お
い
て
協
議
さ

れ
た
事
項
を
全
て
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
一
七
条〔
総
会
会
議
〕

一
、
本
会
議
は
本
会
会
長
が
召
集
し
、
全
会
員
の
三
分
の
二
以
上
を

も
っ
て
成
立
す
る
。

二
、本
会
議
は
毎
年
一
回
前
期
に
開
く
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

　第
一
八
条〔
本
部
役
員
会
会
議
〕

　本
会
議
は
本
会
会
長
に
よ
っ
て
適
宜
召
集
さ
れ
三
分
の
二
以
上
の

出
席
を
も
っ
て
成
立
す
る
。

　第
一
九
条〔
予
算
会
議
〕

本
会
議
は
各
部
の
委
員
他
一
名（
会
計
）お
よ
び
本
部
役
員
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
。

　第
二
〇
条〔
委
任
状
〕

第
四
章
に
定
め
ら
れ
た
各
会
議
に
お
け
る
委
任
状
は
そ
れ
ぞ
れ
の
議

決
に
従
う
も
の
と
し
、議
決
権
を
有
し
な
い
。

　第
二
一
条〔
連
絡
会
〕

各
部
へ
の
連
絡
の
た
め
、
本
部
お
よ
び
支
部
に
て
連
絡
会
を
週
一
回

以
上
行
な
う
も
の
と
す
る
。

一
、（
本
部
連
絡
会
）

各
部
部
長
は
文
化
会
本
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
な
わ
れ
る
本
部
連
絡

会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、（
支
部
連
絡
会
）

各
部
支
部
長
は
文
化
会
支
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
な
わ
れ
る
支
部
連

絡
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、（
代
理
）

本
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
定
め
る
連
絡
会
に
万
一
参
加
で
き
な

い
場
合
に
限
り
代
理
を
認
め
る
。但
し
、第
九
条
第
一
項
お
よ
び
第
二

項
が
定
め
る
本
会
本
部
役
員
お
よ
び
支
部
役
員
は
代
理
の
対
象
と
し
て

認
め
な
い
。

第
五
章 

予 

算 

　第
二
二
条〔
予
算
お
よ
び
予
算
案
〕

本
会
の
予
算
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
予
算
お
よ
び
そ
の
他
を

も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。な
お
、
本
会
各
部
の
部
長
は
、
そ
の
年
度
の

予
算
案
を
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。な
お
、
方
針
の
提
出
の
な
い
部
は
、
次
年
度
の
活
動
を
行
わ
な
い

も
の
と
し
、予
算
の
受
理
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

　第
二
三
条〔
会 

議
〕

本
会
議
は
予
算
配
分
に
当
り
、
第
一
九
条
に
定
め
る
ご
と
き
予
算
会

議
を
開
く
。そ
の
時
期
は
役
員
会
で
決
定
す
る
。

　第
二
四
条〔
配 

分
〕

予
算
は
本
部
お
よ
び
各
部
の
見
積
り
予
算
並
び
に
前
年
度
の
活
動
状

態
基
と
し
て
、
予
算
会
議
に
お
い
て
本
部
お
よ
び
各
部
へ
の
配
分
金

額
を
審
議
し
決
定
す
る
。

第
六
章 

会
計 

　第
二
五
条〔
年 

度
〕

本
会
の
会
計
年
度
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
会
計
年
度
に
準
じ
る
。

　第
二
六
条〔
本
部
支
出
〕

本
会
の
本
部
費
の
支
出
は
会
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

但
し
特
例
の
支
出
を
要
す
る
時
は
役
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　第
二
七
条〔
会
計
報
告
〕

本
部
は
各
部
に
対
し
年
一
度
以
上
の
会
計
報
告
を
行
わ
せ
る
。な
お
、

年
度
末
に
は
前
年
度
の
全
て
の
予
算
の
使
途
、
使
用
金
額
を
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、総
括
の
提
出
の
な
い
部
は
、前
年
度
の
活
動
を
行
わ
な
か
っ
た

も
の
と
し
、決
算
の
受
理
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
七
章 

団 

体

　第
二
八
条〔
加
盟
団
体
の
義
務
〕

本
会
加
盟
の
団
体
は
第
四
条
に
掲
げ
る
目
的
に
則
っ
た
活
動
を
行

い
、下
記
条
件
を
満
た
す
義
務
が
あ
る
。

一
、一
定
の
明
確
な
目
的
を
も
つ
こ
と
。

二
、目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
団
体
組
織
を
有
す
る
こ
と
。

　第
二
九
条〔
自 

治
〕

本
会
各
部
の
自
治
は
各
部
で
行
い
、部
長
、会
計
、支
部
長
は
必
ず
一

人
ず
つ
置
く
こ
と
と
す
る
。但
し
、部
長
お
よ
び
支
部
長
に
つ
い
て
は

下
記
の
条
件
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

一
、（
部
長
）

部
長
は
、工
学
院
大
学
に
在
籍
し
、原
則
と
し
て
新
宿
に
通
う
三
年
生

と
す
る
。

二
、（
支
部
長
）

支
部
長
は
、工
学
院
大
学
に
在
籍
し
、八
王
子
に
通
う
一
、二
年
生

と
す
る
。な
お
、
兼
部
し
た
も
の
が
二
つ
以
上
の
部
長
を
兼
ね
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　第
三
〇
条〔
報 

告
〕

本
会
各
部
の
部
長
は
そ
の
年
度
の
活
動
方
針
お
よ
び
行
事
予
定
を
文

化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
三
一
条〔
特
別
行
事
〕

各
部
の
部
長
は
特
別
の
行
事
を
企
画
し
た
時
は
原
則
と
し
て
そ

の
一
五
日
前
に
企
画
内
容
を
本
会
会
長
に
申
し
出
、
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
三
二
条〔
活
動
報
告
〕

各
部
部
長
は
本
部
に
活
動
経
過
報
告
を
年
一
度
以
上
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。ま
た
年
度
末
に
は
前
年
度
の
活
動
全
般
の
報
告
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
総
括
と
し
、
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　第
三
三
条〔
休 

部
〕

休
部
は
下
記
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
た
時
成
立
す
る
も
の

と
す
る
。

一
、文
化
会
に
休
部
届
け
を
提
出
し
、文
化
会
が
受
理
し
た
時
。

二
、文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
方
針
を
提
出
し
な
か
っ
た
時
。

三
、一
年
か
ら
三
年
の
部
員
数
が
零
と
な
っ
た
時
。

四
、文
化
会
が
そ
の
活
動
を
、部
と
し
て
存
続
さ
せ
る
に
不
適
当
と
判

断
し
た
時
。休
部
は
原
則
と
し
て
一
年
間
と
し
、顧
問
の
希
望
に
よ
り

最
長
三
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
出
来
る
。期
限
が
過
ぎ
て
も
部
と

し
て
復
帰
し
な
い
と
き
は
、
廃
部
と
す
る
。部
と
し
て
復
帰
す
る
に

は
、下
記
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
、文
化
会
に
次
年
度
の
方
針
を
期
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

二
、顧
問
が
い
る
こ
と
。

三
、部
員
数
が
第
一
登
録
で
一
〇
名
以
上
い
る
こ
と
。

四
、部
長
、会
計
、お
よ
び
支
部
長
が
い
る
こ
と
。た
だ
し
、文
化
会
の

審
査
に
よ
り
、
上
記
の
条
件
を
満
た
さ
な
く
と
も
特
別
に
部
へ
の
復

帰
を
認
め
る
と
き
が
あ
る
。休
部
を
す
る
部
は
前
年
度
の
総
括
、決
算

を
提
出
し
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
部
室
の
返
還
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。な
お
、
期
日
以
降
部
室
に
放
置
し
て
あ
る
も
の
は
、

文
化
会
に
所
有
権
を
譲
渡
し
た
も
の
と
し
、
文
化
会
が
そ
の
処
分
を

行
う
も
の
と
す
る
。

　第
三
四
条〔
廃 

部
〕

廃
部
は
下
記
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
た
時
成
立
す
る
も
の
と

す
る
。

一
、
文
化
会
に
廃
部
届
け
を
提
出
し
、
文
化
会
が
そ
れ
を
受
理
し
た

時
。

二
、休
部
状
態
が
期
日
以
上
と
な
っ
た
時
。

三
、文
化
会
が
そ
の
活
動
が
、部
と
し
て
存
続
さ
せ
る
に
不
適
当
で
あ

る
と
判
断
し
た
時
。廃
部
を
す
る
時
は
、
前
年
度
の
総
括
、決
算
を

提
出
し
、
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
部
室
の
返
還
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。な
お
、
期
日
以
降
に
部
室
に
放
置
し
て
あ
る
も
の

は
、文
化
会
に
所
有
権
を
譲
渡
し
た
も
の
と
し
、文
化
会
が
そ
の
処
分

を
行
う
も
の
と
す
る
。

な
お
、一
度
廃
部
を
行
っ
た
部
は
、以
後
同
一
の
名
前
で
文
化
会
に
登

録
を
行
っ
て
も
同
好
会
扱
い
と
な
り
、
部
へ
の
昇
格
は
同
好
会
の
項

に
準
じ
る
。

第
八
章 

附 

則 

　第
三
五
条〔
罰 

則
〕

加
盟
団
体
各
部
ま
た
は
会
員
が
本
会
則
に
違
反
し
た
場
合
、
も
し
く

は
本
会
の
名
誉
を
著
し
く
毀
損
し
た
場
合
は
役
員
会
が
こ
れ
を
除
名

ま
た
は
懲
戒
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
括
、方
針
、決
算
、お
よ
び
予
算
案
に
つ
い
て
は
下
記
の
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
。

期
日
ま
で
に
総
括
を
提
出
し
な
い
部
は
、
前
年
度
の
活
動
を
行
わ
な

か
っ
た
も
の
と
し
、
前
年
度
の
予
算
を
全
額
文
化
会
に
返
還
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。前
年
度
の
予
算
の
返
還
を
行
っ
た
後
、方
針
を
提
出

す
る
ま
で
部
室
の
使
用
お
よ
び
器
材
の
使
用
を
禁
止
す
る
。

な
お
、次
年
度
の
予
算
を
返
還
に
割
り
当
て
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

期
日
ま
で
に
方
針
を
提
出
し
な
い
部
は
、
次
年
度
の
活
動
を
休
止
す

る
も
の
と
し
、次
年
渡
は
休
部
と
し
て
、扱
う
も
の
と
す
る
。

期
日
ま
で
に
決
算
を
提
出
し
な
い
部
は
、
前
年
度
の
予
算
を
使
用
し

な
か
っ
た
も
の
と
し
、前
年
度
の
予
算
を
全
額
、文
化
会
に
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

期
日
ま
で
に
予
算
案
を
提
出
し
な
い
部
は
、
次
年
度
は
文
化
会
か
ら

の
予
算
を
必
要
と
し
な
い
も
の
と
し
、
予
算
を
配
布
し
な
い
も
の
と

す
る
。

ま
た
、参
加
団
体
会
議
、予
算
会
議
、連
絡
会
に
欠
席
が
あ
る
場
合
は
、

予
算
の
削
減
等
を
行
う
。

　第
三
六
条〔
会
則
改
正
〕

本
会
則
の
改
正
は
役
員
会
議
、総
会
会
議
で
行
う
。会
則
の
改
正
は
文

化
会
に
所
属
す
る
者
が
、文
化
会
に
改
正
草
案
を
提
出
し
、上
記
の
場

で
審
議
、
承
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。会
則
の
改
正
に
は
文
化
会
会

長
、
副
会
長（
予
算
に
関
す
る
こ
と
の
場
合
会
計
も
含
む
。）、
各
部
の

代
表
者
の
三
分
の
二
の
出
席
を
必
要
と
し
、
承
認
に
は
全
議
決
権
の

三
分
の
二
の
賛
成
が
必
要
で
あ
る
。議
決
権
は
各
部
の
代
表
者
が
有

す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
文
化
会
会
長
、
副
会
長（
予
算
に
関
す
る
こ
と
は
会
計
も
含

む
。）は
合
議
に
よ
り
、拒
否
権
を
行
使
し
、そ
の
承
認
を
否
決
す
る
こ

と
が
で
き
る
。拒
否
権
を
行
使
し
た
草
案
に
つ
い
て
は
、文
化
会
が
改

正
草
案
を
提
出
し
、再
度
審
議
す
る
も
の
と
す
る
。

　第
三
七
条〔
同
好
会
規
約
〕

同
好
会
は
各
部
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
る
。ま
た
、同
好
会
規
約
は
本

会
則
に
基
づ
き
別
に
定
め
る
。
　
　
　

　第
四
条〔
廃
部
〕

以
下
の
様
な
場
合
、
そ
の
同
好
会
は
自
治
委
員
会
、
役
員
会
議
を

も
っ
て
廃
部
、除
名
、懲
戒
を
言
い
渡
さ
れ
る
。

一
、
文
化
会
に
廃
部
届
け
を
提
出
し
、
文
化
会
が
そ
れ
を
受
理
し

た
時
。

二
、一
年
か
ら
三
年
の
部
員
数
が
零
と
な
っ
た
時
。

三
、
文
化
会
が
そ
の
活
動
を
、
同
好
会
と
し
て
存
続
さ
せ
る
に
不

適
当
と
判
断
し
た
時
。

　第
五
条〔
連
絡
会
〕

各
部
、
同
好
会
へ
の
連
絡
の
た
め
、
本
部
お
よ
び
支
部
に
て
連
絡

会
を
週
一
回
以
上
行
う
も
の
と
す
る
。

一
、(

本
部
連
絡
会)

同
好
会
部
長
は
文
化
会
本
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
わ
れ
る
本
部

連
絡
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、(

支
部
連
絡
会)

同
好
会
支
部
長
は
文
化
会
支
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
わ
れ
る
支

部
連
絡
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、(

代
理)

本
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
定
め
る
連
絡
会
に
万
一
参
加
で

き
な
い
場
合
に
限
り
代
理
を
認
め
る
。
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平
成
26
年
6
月
改
正)

第
一
章 

総 

則 

　第
一
条〔
規 

定
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
会
則
に
基
づ
き
本
会
則
を
規
定
す

る
。　第

二
条〔
名 

称
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
文
化
会
と
称
す
る
。

　第
三
条〔
設 

置
〕

本
会
は
本
部
お
よ
び
支
部
を
設
置
す
る
。

一
、
本
会
は
本
部
を
新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
二
四
番
一
号
工
学
院
大

学
内
文
化
会
室
に
置
く
。

二
、
本
会
は
支
部
を
都
下
八
王
子
市
中
野
町
二
六
六
五―

一
工
学
院

大
学
八
王
子
校
舎
内
文
化
会
室
に
置
く
。

　第
四
条〔
目
的
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
生
と
し
て
真
理
の
探
究
の
心
を
も
っ
て
文
化
会

活
動
を
活
発
に
し
、ひ
い
て
は
、会
の
文
化
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　第
五
条〔
活 

動
〕

本
会
は
第
四
条
に
規
定
さ
れ
た
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
活

動
を
行
う
。

第
二
章 

組 

織 

　第
六
条〔
構 

成
〕

本
会
は
本
会
が
統
括
す
る
団
体
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　第
七
条〔
会
員
〕

本
会
は
本
会
が
統
括
す
る
団
体
の
構
成
員
を
も
っ
て
本
会
員
と
す

る
。構
成
員
は
本
学
学
生
お
よ
び
大
院
生
と
す
る
。

　第
八
条〔
委
員
〕

本
会
委
員
と
は
本
会
が
統
轄
す
る
各
部
部
長
を
い
う
。

　第
九
条〔
役
員

一
、（
本
部
役
員
）

本
会
は
会
長
・
副
会
長
・
渉
外
・
会
計
・
広
報
・
庶
務
・
書
記
の
本

部
役
員
を
置
く
。

工
学
院
大
学
同
好
会
規
約

　第
一
条〔
規
定
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
文
化
会
則
に
基
づ
き
本
会
則
を
規
定
す
る
。

　第
二
条〔
登
録
〕

本
会
に
加
盟
す
る
同
好
会
は
登
録
に
あ
た
り
下
記
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
、部
員
数
が
学
部
生
十
名
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
、部
長
、会
計
が
い
る
こ
と

三
、
役
員
会
会
議
に
於
い
て
代
表
者
に
よ
る
同
好
会
の
活
動
方
針

を
説
明
し
、三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
得
る
こ
と
。

　第
三
条〔
昇
格
〕

同
好
会
か
ら
部
へ
の
昇
格
は
、
原
則
と
し
て
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
こ
と
を
必
要
と
し
、
自
治
委
員
会
に
於
い
て
こ
れ
を
決
定

す
る
。

一
、文
化
会
で
の
活
動
年
数
が
二
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
、顧
問
が
い
る
こ
と

三
、部
員
数
が
第
一
登
録
で
十
名
以
上
で
あ
り
、各
学
年(

一
〜
三

年)
三
名
以
上
在
籍
し
て
い
る
こ
と
。

四
、部
長
、会
計
、お
よ
び
支
部
長
が
い
る
こ
と

五
、
役
員
会
会
議
お
よ
び
自
治
委
員
会
に
於
い
て
代
表
者
に
よ
る

同
好
会
の
活
動
方
針
を
説
明
し
、
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
得
る

こ
と
。原
則
と
し
て
上
記
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
文
化
会
お
よ
び
自
治
委
員
会
の
審
議
に
よ
り
、
上
記
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
な
く
と
も
特
別
に
部
へ
の
昇
格
を
認

め
る
こ
と
が
あ
る
。

二
、（
支
部
役
員
）

本
会
は
支
部
会
長
・
支
部
副
会
長
・
支
部
渉
外
・
支
部
会
計
・
支
部

広
報
・
支
部
庶
務
・
支
部
書
記
の
支
部
役
員
を
置
く
。

三
、（
他
）

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
第
一
一
条
に
よ
る
役
員
会
で
決
定
す
る
。

四
、（
兼
任
）

役
員
は
各
部
の
委
員
と
重
複
し
て
は
な
ら
な
い
。

　第
一
〇
条〔
役
員
任
免
〕

一
、（
告
知
）

本
会
は
役
員
の
選
出
に
当
た
り
、
そ
の
内
容
を
事
前
に
全
会
員
に
知

ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、（
選
出
）
　
　

役
員
の
選
出
は
本
会
員
中
よ
り
立
候
補
お
よ
び
推
薦
立
候
補
し
た
者

を
対
象
に
次
年
度
委
員
お
よ
び
議
長
を
除
く
本
部
役
員
三
名
が
無
記

名
投
票
の
多
数
決
に
よ
り
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

但
し
、次
年
度
委
員
不
在
の
時
は
当
年
度
委
員
が
こ
れ
を
行
う
。

三
、（
任
期
）

役
員
の
任
期
は
一
ヵ
年
と
し
、原
則
と
し
て
、二
月
一
日
よ
り
始
ま
り

一
月
二
十
一
日
に
終
わ
る
も
の
と
す
る
。

四
、（
解
任
）

役
員
に
対
す
る
解
任
の
請
求
は
委
員
総
数
の
三
分
の
一
以
上
の
連
署

を
も
っ
て
会
長
に
提
出
す
る
。こ
れ
に
よ
り
会
長
は
一
〇
日
以
内
に

役
員
会
議
を
開
き
決
議
を
行
う
。そ
の
結
果
三
分
の
二
以
上
の
同
意

が
あ
っ
た
場
合
役
員
は
そ
の
任
を
辞
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
、（
辞
任
）

役
員
の
辞
任
は
、
こ
れ
を
役
員
会
に
提
出
し
三
分
の
二
以
上
の
同
意

も
っ
て
辞
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、（
補
欠
）

解
任
ま
た
は
辞
任
に
よ
り
役
員
の
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
本
会
員
中

よ
り
立
候
補
お
よ
び
推
薦
立
候
補
し
た
者
を
対
象
に
役
員
会
が
多
数

決
に
よ
り
後
任
を
決
定
す
る
。

第
三
章 

機 

関 

　第
一
一
条〔
役
員
会
〕

本
役
員
会
は
第
八
条
お
よ
び
第
九
条
第
一
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
者

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
る
。

　第
一
二
条〔
総 

会
〕

本
総
会
は
第
七
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
全
会
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

本
会
の
最
高
協
議
機
関
で
あ
る
。

　第
一
三
条〔
本
部
役
員
会
〕

本
部
役
員
会
は
第
九
条
第
一
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
本
部
役
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
最
高
執
行
機
関
で
あ
る
。

　第
一
四
条〔
支
部
役
員
会
〕

支
部
役
員
会
は
第
九
条
第
二
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
支
部
役
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
次
席
執
行
機
関
で
あ
る
。但
し
、支
部
役
員
会

は
本
会
の
活
動
を
八
王
子
に
て
円
滑
に
行
う
た
め
に
あ
る
。

　第
一
五
条〔
情
報
局
〕

本
局
は
本
会
活
動
に
必
要
な
情
報
の
収
集
お
よ
び
報
道
を
行
い
、
第

四
条
に
掲
げ
る
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
。

一
、（
構
成
）

本
局
は
第
九
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
本
部
役
員
の
内
、
広
報
を
局
長

と
し
、
そ
の
他
第
一
五
条
第
二
項
に
定
め
ら
れ
た
局
員
を
も
っ
て
構

成
さ
れ
る
。

二
、（
局
員
お
よ
び
そ
の
任
免
）

本
局
員
は
原
則
と
し
て
本
会
が
統
轄
す
る
各
部
に
一
名
ず
つ
置
か

れ
、そ
の
任
免
は
各
部
が
こ
れ
を
行
い
、局
長
の
承
認
を
も
っ
て
決

定
さ
れ
る
。但
し
本
局
員
は
第
九
条
に
よ
る
本
部
役
員
で
は
な
い
。

第
四
章 

会 

議

　第
一
六
条〔
役
員
会
議
〕

一
、
本
会
議
は
本
会
会
長
が
召
集
し
全
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
出

席
を
も
っ
て
成
立
す
る
。但
し
、委
任
状
は
全
出
席
数
の
四
分
の
一
以

内
で
認
め
る
。

二
、本
会
の
議
決
権
は
各
団
体
一
名
お
よ
び
本
部
の
三
名
が
有
す
る
。

三
、
本
会
議
の
議
決
は
出
席
議
決
権
数
の
三
分
の
二
を
も
っ
て
行
わ

れ
る
。

四
、本
会
議
は
毎
月
一
回
開
く
こ
と
を
原
則
と
す
る
。但
し
必
要
に
応

じ
て
会
長
が
こ
れ
を
召
集
で
き
る
。

五
、
本
会
議
に
は
本
会
各
部
の
委
員
も
し
く
は
そ
の
代
理
人
が
必
ず

出
席
す
る
。但
し
代
理
人
出
席
の
場
合
は
事
前
に
会
長
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。本
会
議
の
議
長
は
原
則
と
し
て
副
会
長
が

行
う
。本
会
議
は
第
一
七
条
に
基
づ
く
総
会
会
議
に
お
い
て
協
議
さ

れ
た
事
項
を
全
て
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
一
七
条〔
総
会
会
議
〕

一
、
本
会
議
は
本
会
会
長
が
召
集
し
、
全
会
員
の
三
分
の
二
以
上
を

も
っ
て
成
立
す
る
。

二
、本
会
議
は
毎
年
一
回
前
期
に
開
く
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

　第
一
八
条〔
本
部
役
員
会
会
議
〕

　本
会
議
は
本
会
会
長
に
よ
っ
て
適
宜
召
集
さ
れ
三
分
の
二
以
上
の

出
席
を
も
っ
て
成
立
す
る
。

　第
一
九
条〔
予
算
会
議
〕

本
会
議
は
各
部
の
委
員
他
一
名（
会
計
）お
よ
び
本
部
役
員
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
。

　第
二
〇
条〔
委
任
状
〕

第
四
章
に
定
め
ら
れ
た
各
会
議
に
お
け
る
委
任
状
は
そ
れ
ぞ
れ
の
議

決
に
従
う
も
の
と
し
、議
決
権
を
有
し
な
い
。

　第
二
一
条〔
連
絡
会
〕

各
部
へ
の
連
絡
の
た
め
、
本
部
お
よ
び
支
部
に
て
連
絡
会
を
週
一
回

以
上
行
な
う
も
の
と
す
る
。

一
、（
本
部
連
絡
会
）

各
部
部
長
は
文
化
会
本
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
な
わ
れ
る
本
部
連
絡

会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、（
支
部
連
絡
会
）

各
部
支
部
長
は
文
化
会
支
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
な
わ
れ
る
支
部
連

絡
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、（
代
理
）

本
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
定
め
る
連
絡
会
に
万
一
参
加
で
き
な

い
場
合
に
限
り
代
理
を
認
め
る
。但
し
、第
九
条
第
一
項
お
よ
び
第
二

項
が
定
め
る
本
会
本
部
役
員
お
よ
び
支
部
役
員
は
代
理
の
対
象
と
し
て

認
め
な
い
。

第
五
章 

予 

算 

　第
二
二
条〔
予
算
お
よ
び
予
算
案
〕

本
会
の
予
算
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
予
算
お
よ
び
そ
の
他
を

も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。な
お
、
本
会
各
部
の
部
長
は
、
そ
の
年
度
の

予
算
案
を
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。な
お
、
方
針
の
提
出
の
な
い
部
は
、
次
年
度
の
活
動
を
行
わ
な
い

も
の
と
し
、予
算
の
受
理
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

　第
二
三
条〔
会 

議
〕

本
会
議
は
予
算
配
分
に
当
り
、
第
一
九
条
に
定
め
る
ご
と
き
予
算
会

議
を
開
く
。そ
の
時
期
は
役
員
会
で
決
定
す
る
。

　第
二
四
条〔
配 

分
〕

予
算
は
本
部
お
よ
び
各
部
の
見
積
り
予
算
並
び
に
前
年
度
の
活
動
状

態
基
と
し
て
、
予
算
会
議
に
お
い
て
本
部
お
よ
び
各
部
へ
の
配
分
金

額
を
審
議
し
決
定
す
る
。

第
六
章 

会
計 

　第
二
五
条〔
年 

度
〕

本
会
の
会
計
年
度
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
会
計
年
度
に
準
じ
る
。

　第
二
六
条〔
本
部
支
出
〕

本
会
の
本
部
費
の
支
出
は
会
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

但
し
特
例
の
支
出
を
要
す
る
時
は
役
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　第
二
七
条〔
会
計
報
告
〕

本
部
は
各
部
に
対
し
年
一
度
以
上
の
会
計
報
告
を
行
わ
せ
る
。な
お
、

年
度
末
に
は
前
年
度
の
全
て
の
予
算
の
使
途
、
使
用
金
額
を
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、総
括
の
提
出
の
な
い
部
は
、前
年
度
の
活
動
を
行
わ
な
か
っ
た

も
の
と
し
、決
算
の
受
理
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
七
章 

団 

体

　第
二
八
条〔
加
盟
団
体
の
義
務
〕

本
会
加
盟
の
団
体
は
第
四
条
に
掲
げ
る
目
的
に
則
っ
た
活
動
を
行

い
、下
記
条
件
を
満
た
す
義
務
が
あ
る
。

一
、一
定
の
明
確
な
目
的
を
も
つ
こ
と
。

二
、目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
団
体
組
織
を
有
す
る
こ
と
。

　第
二
九
条〔
自 

治
〕

本
会
各
部
の
自
治
は
各
部
で
行
い
、部
長
、会
計
、支
部
長
は
必
ず
一

人
ず
つ
置
く
こ
と
と
す
る
。但
し
、部
長
お
よ
び
支
部
長
に
つ
い
て
は

下
記
の
条
件
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

一
、（
部
長
）

部
長
は
、工
学
院
大
学
に
在
籍
し
、原
則
と
し
て
新
宿
に
通
う
三
年
生

と
す
る
。

二
、（
支
部
長
）

支
部
長
は
、工
学
院
大
学
に
在
籍
し
、八
王
子
に
通
う
一
、二
年
生

と
す
る
。な
お
、
兼
部
し
た
も
の
が
二
つ
以
上
の
部
長
を
兼
ね
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　第
三
〇
条〔
報 

告
〕

本
会
各
部
の
部
長
は
そ
の
年
度
の
活
動
方
針
お
よ
び
行
事
予
定
を
文

化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
三
一
条〔
特
別
行
事
〕

各
部
の
部
長
は
特
別
の
行
事
を
企
画
し
た
時
は
原
則
と
し
て
そ

の
一
五
日
前
に
企
画
内
容
を
本
会
会
長
に
申
し
出
、
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
三
二
条〔
活
動
報
告
〕

各
部
部
長
は
本
部
に
活
動
経
過
報
告
を
年
一
度
以
上
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。ま
た
年
度
末
に
は
前
年
度
の
活
動
全
般
の
報
告
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
総
括
と
し
、
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　第
三
三
条〔
休 

部
〕

休
部
は
下
記
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
た
時
成
立
す
る
も
の

と
す
る
。

一
、文
化
会
に
休
部
届
け
を
提
出
し
、文
化
会
が
受
理
し
た
時
。

二
、文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
方
針
を
提
出
し
な
か
っ
た
時
。

三
、一
年
か
ら
三
年
の
部
員
数
が
零
と
な
っ
た
時
。

四
、文
化
会
が
そ
の
活
動
を
、部
と
し
て
存
続
さ
せ
る
に
不
適
当
と
判

断
し
た
時
。休
部
は
原
則
と
し
て
一
年
間
と
し
、顧
問
の
希
望
に
よ
り

最
長
三
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
出
来
る
。期
限
が
過
ぎ
て
も
部
と

し
て
復
帰
し
な
い
と
き
は
、
廃
部
と
す
る
。部
と
し
て
復
帰
す
る
に

は
、下
記
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
、文
化
会
に
次
年
度
の
方
針
を
期
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

二
、顧
問
が
い
る
こ
と
。

三
、部
員
数
が
第
一
登
録
で
一
〇
名
以
上
い
る
こ
と
。

四
、部
長
、会
計
、お
よ
び
支
部
長
が
い
る
こ
と
。た
だ
し
、文
化
会
の

審
査
に
よ
り
、
上
記
の
条
件
を
満
た
さ
な
く
と
も
特
別
に
部
へ
の
復

帰
を
認
め
る
と
き
が
あ
る
。休
部
を
す
る
部
は
前
年
度
の
総
括
、決
算

を
提
出
し
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
部
室
の
返
還
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。な
お
、
期
日
以
降
部
室
に
放
置
し
て
あ
る
も
の
は
、

文
化
会
に
所
有
権
を
譲
渡
し
た
も
の
と
し
、
文
化
会
が
そ
の
処
分
を

行
う
も
の
と
す
る
。

　第
三
四
条〔
廃 

部
〕

廃
部
は
下
記
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
た
時
成
立
す
る
も
の
と

す
る
。

一
、
文
化
会
に
廃
部
届
け
を
提
出
し
、
文
化
会
が
そ
れ
を
受
理
し
た

時
。

二
、休
部
状
態
が
期
日
以
上
と
な
っ
た
時
。

三
、文
化
会
が
そ
の
活
動
が
、部
と
し
て
存
続
さ
せ
る
に
不
適
当
で
あ

る
と
判
断
し
た
時
。廃
部
を
す
る
時
は
、
前
年
度
の
総
括
、決
算
を

提
出
し
、
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
部
室
の
返
還
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。な
お
、
期
日
以
降
に
部
室
に
放
置
し
て
あ
る
も
の

は
、文
化
会
に
所
有
権
を
譲
渡
し
た
も
の
と
し
、文
化
会
が
そ
の
処
分

を
行
う
も
の
と
す
る
。

な
お
、一
度
廃
部
を
行
っ
た
部
は
、以
後
同
一
の
名
前
で
文
化
会
に
登

録
を
行
っ
て
も
同
好
会
扱
い
と
な
り
、
部
へ
の
昇
格
は
同
好
会
の
項

に
準
じ
る
。

第
八
章 

附 

則 

　第
三
五
条〔
罰 

則
〕

加
盟
団
体
各
部
ま
た
は
会
員
が
本
会
則
に
違
反
し
た
場
合
、
も
し
く

は
本
会
の
名
誉
を
著
し
く
毀
損
し
た
場
合
は
役
員
会
が
こ
れ
を
除
名

ま
た
は
懲
戒
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
括
、方
針
、決
算
、お
よ
び
予
算
案
に
つ
い
て
は
下
記
の
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
。

期
日
ま
で
に
総
括
を
提
出
し
な
い
部
は
、
前
年
度
の
活
動
を
行
わ
な

か
っ
た
も
の
と
し
、
前
年
度
の
予
算
を
全
額
文
化
会
に
返
還
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。前
年
度
の
予
算
の
返
還
を
行
っ
た
後
、方
針
を
提
出

す
る
ま
で
部
室
の
使
用
お
よ
び
器
材
の
使
用
を
禁
止
す
る
。

な
お
、次
年
度
の
予
算
を
返
還
に
割
り
当
て
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

期
日
ま
で
に
方
針
を
提
出
し
な
い
部
は
、
次
年
度
の
活
動
を
休
止
す

る
も
の
と
し
、次
年
渡
は
休
部
と
し
て
、扱
う
も
の
と
す
る
。

期
日
ま
で
に
決
算
を
提
出
し
な
い
部
は
、
前
年
度
の
予
算
を
使
用
し

な
か
っ
た
も
の
と
し
、前
年
度
の
予
算
を
全
額
、文
化
会
に
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

期
日
ま
で
に
予
算
案
を
提
出
し
な
い
部
は
、
次
年
度
は
文
化
会
か
ら

の
予
算
を
必
要
と
し
な
い
も
の
と
し
、
予
算
を
配
布
し
な
い
も
の
と

す
る
。

ま
た
、参
加
団
体
会
議
、予
算
会
議
、連
絡
会
に
欠
席
が
あ
る
場
合
は
、

予
算
の
削
減
等
を
行
う
。

　第
三
六
条〔
会
則
改
正
〕

本
会
則
の
改
正
は
役
員
会
議
、総
会
会
議
で
行
う
。会
則
の
改
正
は
文

化
会
に
所
属
す
る
者
が
、文
化
会
に
改
正
草
案
を
提
出
し
、上
記
の
場

で
審
議
、
承
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。会
則
の
改
正
に
は
文
化
会
会

長
、
副
会
長（
予
算
に
関
す
る
こ
と
の
場
合
会
計
も
含
む
。）、
各
部
の

代
表
者
の
三
分
の
二
の
出
席
を
必
要
と
し
、
承
認
に
は
全
議
決
権
の

三
分
の
二
の
賛
成
が
必
要
で
あ
る
。議
決
権
は
各
部
の
代
表
者
が
有

す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
文
化
会
会
長
、
副
会
長（
予
算
に
関
す
る
こ
と
は
会
計
も
含

む
。）は
合
議
に
よ
り
、拒
否
権
を
行
使
し
、そ
の
承
認
を
否
決
す
る
こ

と
が
で
き
る
。拒
否
権
を
行
使
し
た
草
案
に
つ
い
て
は
、文
化
会
が
改

正
草
案
を
提
出
し
、再
度
審
議
す
る
も
の
と
す
る
。

　第
三
七
条〔
同
好
会
規
約
〕

同
好
会
は
各
部
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
る
。ま
た
、同
好
会
規
約
は
本

会
則
に
基
づ
き
別
に
定
め
る
。
　
　
　

　第
四
条〔
廃
部
〕

以
下
の
様
な
場
合
、
そ
の
同
好
会
は
自
治
委
員
会
、
役
員
会
議
を

も
っ
て
廃
部
、除
名
、懲
戒
を
言
い
渡
さ
れ
る
。

一
、
文
化
会
に
廃
部
届
け
を
提
出
し
、
文
化
会
が
そ
れ
を
受
理
し

た
時
。

二
、一
年
か
ら
三
年
の
部
員
数
が
零
と
な
っ
た
時
。

三
、
文
化
会
が
そ
の
活
動
を
、
同
好
会
と
し
て
存
続
さ
せ
る
に
不

適
当
と
判
断
し
た
時
。

　第
五
条〔
連
絡
会
〕

各
部
、
同
好
会
へ
の
連
絡
の
た
め
、
本
部
お
よ
び
支
部
に
て
連
絡

会
を
週
一
回
以
上
行
う
も
の
と
す
る
。

一
、(

本
部
連
絡
会)

同
好
会
部
長
は
文
化
会
本
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
わ
れ
る
本
部

連
絡
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、(

支
部
連
絡
会)

同
好
会
支
部
長
は
文
化
会
支
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
わ
れ
る
支

部
連
絡
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、(

代
理)

本
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
定
め
る
連
絡
会
に
万
一
参
加
で

き
な
い
場
合
に
限
り
代
理
を
認
め
る
。
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第
一
章 

総 

則 

　第
一
条〔
規 

定
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
会
則
に
基
づ
き
本
会
則
を
規
定
す

る
。　第

二
条〔
名 

称
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
文
化
会
と
称
す
る
。

　第
三
条〔
設 

置
〕

本
会
は
本
部
お
よ
び
支
部
を
設
置
す
る
。

一
、
本
会
は
本
部
を
新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
二
四
番
一
号
工
学
院
大

学
内
文
化
会
室
に
置
く
。

二
、
本
会
は
支
部
を
都
下
八
王
子
市
中
野
町
二
六
六
五―

一
工
学
院

大
学
八
王
子
校
舎
内
文
化
会
室
に
置
く
。

　第
四
条〔
目
的
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
生
と
し
て
真
理
の
探
究
の
心
を
も
っ
て
文
化
会

活
動
を
活
発
に
し
、ひ
い
て
は
、会
の
文
化
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　第
五
条〔
活 

動
〕

本
会
は
第
四
条
に
規
定
さ
れ
た
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
活

動
を
行
う
。

第
二
章 

組 

織 

　第
六
条〔
構 

成
〕

本
会
は
本
会
が
統
括
す
る
団
体
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　第
七
条〔
会
員
〕

本
会
は
本
会
が
統
括
す
る
団
体
の
構
成
員
を
も
っ
て
本
会
員
と
す

る
。構
成
員
は
本
学
学
生
お
よ
び
大
院
生
と
す
る
。

　第
八
条〔
委
員
〕

本
会
委
員
と
は
本
会
が
統
轄
す
る
各
部
部
長
を
い
う
。

　第
九
条〔
役
員

一
、（
本
部
役
員
）

本
会
は
会
長
・
副
会
長
・
渉
外
・
会
計
・
広
報
・
庶
務
・
書
記
の
本

部
役
員
を
置
く
。

二
、（
支
部
役
員
）

本
会
は
支
部
会
長
・
支
部
副
会
長
・
支
部
渉
外
・
支
部
会
計
・
支
部

広
報
・
支
部
庶
務
・
支
部
書
記
の
支
部
役
員
を
置
く
。

三
、（
他
）

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
第
一
一
条
に
よ
る
役
員
会
で
決
定
す
る
。

四
、（
兼
任
）

役
員
は
各
部
の
委
員
と
重
複
し
て
は
な
ら
な
い
。

　第
一
〇
条〔
役
員
任
免
〕

一
、（
告
知
）

本
会
は
役
員
の
選
出
に
当
た
り
、
そ
の
内
容
を
事
前
に
全
会
員
に
知

ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、（
選
出
）
　
　

役
員
の
選
出
は
本
会
員
中
よ
り
立
候
補
お
よ
び
推
薦
立
候
補
し
た
者

を
対
象
に
次
年
度
委
員
お
よ
び
議
長
を
除
く
本
部
役
員
三
名
が
無
記

名
投
票
の
多
数
決
に
よ
り
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

但
し
、次
年
度
委
員
不
在
の
時
は
当
年
度
委
員
が
こ
れ
を
行
う
。

三
、（
任
期
）

役
員
の
任
期
は
一
ヵ
年
と
し
、原
則
と
し
て
、二
月
一
日
よ
り
始
ま
り

一
月
二
十
一
日
に
終
わ
る
も
の
と
す
る
。

四
、（
解
任
）

役
員
に
対
す
る
解
任
の
請
求
は
委
員
総
数
の
三
分
の
一
以
上
の
連
署

を
も
っ
て
会
長
に
提
出
す
る
。こ
れ
に
よ
り
会
長
は
一
〇
日
以
内
に

役
員
会
議
を
開
き
決
議
を
行
う
。そ
の
結
果
三
分
の
二
以
上
の
同
意

が
あ
っ
た
場
合
役
員
は
そ
の
任
を
辞
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
、（
辞
任
）

役
員
の
辞
任
は
、
こ
れ
を
役
員
会
に
提
出
し
三
分
の
二
以
上
の
同
意

も
っ
て
辞
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、（
補
欠
）

解
任
ま
た
は
辞
任
に
よ
り
役
員
の
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
本
会
員
中

よ
り
立
候
補
お
よ
び
推
薦
立
候
補
し
た
者
を
対
象
に
役
員
会
が
多
数

決
に
よ
り
後
任
を
決
定
す
る
。

第
三
章 

機 

関 

　第
一
一
条〔
役
員
会
〕

本
役
員
会
は
第
八
条
お
よ
び
第
九
条
第
一
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
者

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
る
。

　第
一
二
条〔
総 

会
〕

本
総
会
は
第
七
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
全
会
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

本
会
の
最
高
協
議
機
関
で
あ
る
。

　第
一
三
条〔
本
部
役
員
会
〕

本
部
役
員
会
は
第
九
条
第
一
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
本
部
役
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
最
高
執
行
機
関
で
あ
る
。

　第
一
四
条〔
支
部
役
員
会
〕

支
部
役
員
会
は
第
九
条
第
二
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
支
部
役
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
次
席
執
行
機
関
で
あ
る
。但
し
、支
部
役
員
会

は
本
会
の
活
動
を
八
王
子
に
て
円
滑
に
行
う
た
め
に
あ
る
。

　第
一
五
条〔
情
報
局
〕

本
局
は
本
会
活
動
に
必
要
な
情
報
の
収
集
お
よ
び
報
道
を
行
い
、
第

四
条
に
掲
げ
る
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
。

一
、（
構
成
）

本
局
は
第
九
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
本
部
役
員
の
内
、
広
報
を
局
長

と
し
、
そ
の
他
第
一
五
条
第
二
項
に
定
め
ら
れ
た
局
員
を
も
っ
て
構

成
さ
れ
る
。

二
、（
局
員
お
よ
び
そ
の
任
免
）

本
局
員
は
原
則
と
し
て
本
会
が
統
轄
す
る
各
部
に
一
名
ず
つ
置
か

れ
、そ
の
任
免
は
各
部
が
こ
れ
を
行
い
、局
長
の
承
認
を
も
っ
て
決

定
さ
れ
る
。但
し
本
局
員
は
第
九
条
に
よ
る
本
部
役
員
で
は
な
い
。

第
四
章 

会 

議

　第
一
六
条〔
役
員
会
議
〕

一
、
本
会
議
は
本
会
会
長
が
召
集
し
全
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
出

席
を
も
っ
て
成
立
す
る
。但
し
、委
任
状
は
全
出
席
数
の
四
分
の
一
以

内
で
認
め
る
。

二
、本
会
の
議
決
権
は
各
団
体
一
名
お
よ
び
本
部
の
三
名
が
有
す
る
。

三
、
本
会
議
の
議
決
は
出
席
議
決
権
数
の
三
分
の
二
を
も
っ
て
行
わ

れ
る
。

四
、本
会
議
は
毎
月
一
回
開
く
こ
と
を
原
則
と
す
る
。但
し
必
要
に
応

じ
て
会
長
が
こ
れ
を
召
集
で
き
る
。

五
、
本
会
議
に
は
本
会
各
部
の
委
員
も
し
く
は
そ
の
代
理
人
が
必
ず

出
席
す
る
。但
し
代
理
人
出
席
の
場
合
は
事
前
に
会
長
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。本
会
議
の
議
長
は
原
則
と
し
て
副
会
長
が

行
う
。本
会
議
は
第
一
七
条
に
基
づ
く
総
会
会
議
に
お
い
て
協
議
さ

れ
た
事
項
を
全
て
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
一
七
条〔
総
会
会
議
〕

一
、
本
会
議
は
本
会
会
長
が
召
集
し
、
全
会
員
の
三
分
の
二
以
上
を

も
っ
て
成
立
す
る
。

二
、本
会
議
は
毎
年
一
回
前
期
に
開
く
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

　第
一
八
条〔
本
部
役
員
会
会
議
〕

　本
会
議
は
本
会
会
長
に
よ
っ
て
適
宜
召
集
さ
れ
三
分
の
二
以
上
の

出
席
を
も
っ
て
成
立
す
る
。

　第
一
九
条〔
予
算
会
議
〕

本
会
議
は
各
部
の
委
員
他
一
名（
会
計
）お
よ
び
本
部
役
員
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
。

　第
二
〇
条〔
委
任
状
〕

第
四
章
に
定
め
ら
れ
た
各
会
議
に
お
け
る
委
任
状
は
そ
れ
ぞ
れ
の
議

決
に
従
う
も
の
と
し
、議
決
権
を
有
し
な
い
。

　第
二
一
条〔
連
絡
会
〕

各
部
へ
の
連
絡
の
た
め
、
本
部
お
よ
び
支
部
に
て
連
絡
会
を
週
一
回

以
上
行
な
う
も
の
と
す
る
。

一
、（
本
部
連
絡
会
）

各
部
部
長
は
文
化
会
本
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
な
わ
れ
る
本
部
連
絡

会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、（
支
部
連
絡
会
）

各
部
支
部
長
は
文
化
会
支
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
な
わ
れ
る
支
部
連

絡
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、（
代
理
）

本
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
定
め
る
連
絡
会
に
万
一
参
加
で
き
な

い
場
合
に
限
り
代
理
を
認
め
る
。但
し
、第
九
条
第
一
項
お
よ
び
第
二

項
が
定
め
る
本
会
本
部
役
員
お
よ
び
支
部
役
員
は
代
理
の
対
象
と
し
て

認
め
な
い
。

第
五
章 

予 

算 

　第
二
二
条〔
予
算
お
よ
び
予
算
案
〕

本
会
の
予
算
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
予
算
お
よ
び
そ
の
他
を

も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。な
お
、
本
会
各
部
の
部
長
は
、
そ
の
年
度
の

予
算
案
を
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。な
お
、
方
針
の
提
出
の
な
い
部
は
、
次
年
度
の
活
動
を
行
わ
な
い

も
の
と
し
、予
算
の
受
理
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

　第
二
三
条〔
会 

議
〕

本
会
議
は
予
算
配
分
に
当
り
、
第
一
九
条
に
定
め
る
ご
と
き
予
算
会

議
を
開
く
。そ
の
時
期
は
役
員
会
で
決
定
す
る
。

　第
二
四
条〔
配 

分
〕

予
算
は
本
部
お
よ
び
各
部
の
見
積
り
予
算
並
び
に
前
年
度
の
活
動
状

態
基
と
し
て
、
予
算
会
議
に
お
い
て
本
部
お
よ
び
各
部
へ
の
配
分
金

額
を
審
議
し
決
定
す
る
。

第
六
章 

会
計 

　第
二
五
条〔
年 

度
〕

本
会
の
会
計
年
度
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
会
計
年
度
に
準
じ
る
。

　第
二
六
条〔
本
部
支
出
〕

本
会
の
本
部
費
の
支
出
は
会
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

但
し
特
例
の
支
出
を
要
す
る
時
は
役
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　第
二
七
条〔
会
計
報
告
〕

本
部
は
各
部
に
対
し
年
一
度
以
上
の
会
計
報
告
を
行
わ
せ
る
。な
お
、

年
度
末
に
は
前
年
度
の
全
て
の
予
算
の
使
途
、
使
用
金
額
を
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、総
括
の
提
出
の
な
い
部
は
、前
年
度
の
活
動
を
行
わ
な
か
っ
た

も
の
と
し
、決
算
の
受
理
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
七
章 

団 

体

　第
二
八
条〔
加
盟
団
体
の
義
務
〕

本
会
加
盟
の
団
体
は
第
四
条
に
掲
げ
る
目
的
に
則
っ
た
活
動
を
行

い
、下
記
条
件
を
満
た
す
義
務
が
あ
る
。

一
、一
定
の
明
確
な
目
的
を
も
つ
こ
と
。

二
、目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
団
体
組
織
を
有
す
る
こ
と
。

　第
二
九
条〔
自 

治
〕

本
会
各
部
の
自
治
は
各
部
で
行
い
、部
長
、会
計
、支
部
長
は
必
ず
一

人
ず
つ
置
く
こ
と
と
す
る
。但
し
、部
長
お
よ
び
支
部
長
に
つ
い
て
は

下
記
の
条
件
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

一
、（
部
長
）

部
長
は
、工
学
院
大
学
に
在
籍
し
、原
則
と
し
て
新
宿
に
通
う
三
年
生

と
す
る
。

二
、（
支
部
長
）

支
部
長
は
、工
学
院
大
学
に
在
籍
し
、八
王
子
に
通
う
一
、二
年
生

と
す
る
。な
お
、
兼
部
し
た
も
の
が
二
つ
以
上
の
部
長
を
兼
ね
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　第
三
〇
条〔
報 

告
〕

本
会
各
部
の
部
長
は
そ
の
年
度
の
活
動
方
針
お
よ
び
行
事
予
定
を
文

化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
三
一
条〔
特
別
行
事
〕

各
部
の
部
長
は
特
別
の
行
事
を
企
画
し
た
時
は
原
則
と
し
て
そ

の
一
五
日
前
に
企
画
内
容
を
本
会
会
長
に
申
し
出
、
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
三
二
条〔
活
動
報
告
〕

各
部
部
長
は
本
部
に
活
動
経
過
報
告
を
年
一
度
以
上
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。ま
た
年
度
末
に
は
前
年
度
の
活
動
全
般
の
報
告
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
総
括
と
し
、
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　第
三
三
条〔
休 

部
〕

休
部
は
下
記
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
た
時
成
立
す
る
も
の

と
す
る
。

一
、文
化
会
に
休
部
届
け
を
提
出
し
、文
化
会
が
受
理
し
た
時
。

二
、文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
方
針
を
提
出
し
な
か
っ
た
時
。

三
、一
年
か
ら
三
年
の
部
員
数
が
零
と
な
っ
た
時
。

四
、文
化
会
が
そ
の
活
動
を
、部
と
し
て
存
続
さ
せ
る
に
不
適
当
と
判

断
し
た
時
。休
部
は
原
則
と
し
て
一
年
間
と
し
、顧
問
の
希
望
に
よ
り

最
長
三
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
出
来
る
。期
限
が
過
ぎ
て
も
部
と

し
て
復
帰
し
な
い
と
き
は
、
廃
部
と
す
る
。部
と
し
て
復
帰
す
る
に

は
、下
記
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
、文
化
会
に
次
年
度
の
方
針
を
期
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

二
、顧
問
が
い
る
こ
と
。

三
、部
員
数
が
第
一
登
録
で
一
〇
名
以
上
い
る
こ
と
。

四
、部
長
、会
計
、お
よ
び
支
部
長
が
い
る
こ
と
。た
だ
し
、文
化
会
の

審
査
に
よ
り
、
上
記
の
条
件
を
満
た
さ
な
く
と
も
特
別
に
部
へ
の
復

帰
を
認
め
る
と
き
が
あ
る
。休
部
を
す
る
部
は
前
年
度
の
総
括
、決
算

を
提
出
し
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
部
室
の
返
還
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。な
お
、
期
日
以
降
部
室
に
放
置
し
て
あ
る
も
の
は
、

文
化
会
に
所
有
権
を
譲
渡
し
た
も
の
と
し
、
文
化
会
が
そ
の
処
分
を

行
う
も
の
と
す
る
。

　第
三
四
条〔
廃 

部
〕

廃
部
は
下
記
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
た
時
成
立
す
る
も
の
と

す
る
。

一
、
文
化
会
に
廃
部
届
け
を
提
出
し
、
文
化
会
が
そ
れ
を
受
理
し
た

時
。

二
、休
部
状
態
が
期
日
以
上
と
な
っ
た
時
。

三
、文
化
会
が
そ
の
活
動
が
、部
と
し
て
存
続
さ
せ
る
に
不
適
当
で
あ

る
と
判
断
し
た
時
。廃
部
を
す
る
時
は
、
前
年
度
の
総
括
、決
算
を

提
出
し
、
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
部
室
の
返
還
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。な
お
、
期
日
以
降
に
部
室
に
放
置
し
て
あ
る
も
の

は
、文
化
会
に
所
有
権
を
譲
渡
し
た
も
の
と
し
、文
化
会
が
そ
の
処
分

を
行
う
も
の
と
す
る
。

な
お
、一
度
廃
部
を
行
っ
た
部
は
、以
後
同
一
の
名
前
で
文
化
会
に
登

録
を
行
っ
て
も
同
好
会
扱
い
と
な
り
、
部
へ
の
昇
格
は
同
好
会
の
項

に
準
じ
る
。

第
八
章 

附 

則 

　第
三
五
条〔
罰 

則
〕

加
盟
団
体
各
部
ま
た
は
会
員
が
本
会
則
に
違
反
し
た
場
合
、
も
し
く

は
本
会
の
名
誉
を
著
し
く
毀
損
し
た
場
合
は
役
員
会
が
こ
れ
を
除
名

ま
た
は
懲
戒
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
括
、方
針
、決
算
、お
よ
び
予
算
案
に
つ
い
て
は
下
記
の
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
。

期
日
ま
で
に
総
括
を
提
出
し
な
い
部
は
、
前
年
度
の
活
動
を
行
わ
な

か
っ
た
も
の
と
し
、
前
年
度
の
予
算
を
全
額
文
化
会
に
返
還
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。前
年
度
の
予
算
の
返
還
を
行
っ
た
後
、方
針
を
提
出

す
る
ま
で
部
室
の
使
用
お
よ
び
器
材
の
使
用
を
禁
止
す
る
。

な
お
、次
年
度
の
予
算
を
返
還
に
割
り
当
て
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

期
日
ま
で
に
方
針
を
提
出
し
な
い
部
は
、
次
年
度
の
活
動
を
休
止
す

る
も
の
と
し
、次
年
渡
は
休
部
と
し
て
、扱
う
も
の
と
す
る
。

期
日
ま
で
に
決
算
を
提
出
し
な
い
部
は
、
前
年
度
の
予
算
を
使
用
し

な
か
っ
た
も
の
と
し
、前
年
度
の
予
算
を
全
額
、文
化
会
に
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

期
日
ま
で
に
予
算
案
を
提
出
し
な
い
部
は
、
次
年
度
は
文
化
会
か
ら

の
予
算
を
必
要
と
し
な
い
も
の
と
し
、
予
算
を
配
布
し
な
い
も
の
と

す
る
。

ま
た
、参
加
団
体
会
議
、予
算
会
議
、連
絡
会
に
欠
席
が
あ
る
場
合
は
、

予
算
の
削
減
等
を
行
う
。

　第
三
六
条〔
会
則
改
正
〕

本
会
則
の
改
正
は
役
員
会
議
、総
会
会
議
で
行
う
。会
則
の
改
正
は
文

化
会
に
所
属
す
る
者
が
、文
化
会
に
改
正
草
案
を
提
出
し
、上
記
の
場

で
審
議
、
承
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。会
則
の
改
正
に
は
文
化
会
会

長
、
副
会
長（
予
算
に
関
す
る
こ
と
の
場
合
会
計
も
含
む
。）、
各
部
の

代
表
者
の
三
分
の
二
の
出
席
を
必
要
と
し
、
承
認
に
は
全
議
決
権
の

三
分
の
二
の
賛
成
が
必
要
で
あ
る
。議
決
権
は
各
部
の
代
表
者
が
有

す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
文
化
会
会
長
、
副
会
長（
予
算
に
関
す
る
こ
と
は
会
計
も
含

む
。）は
合
議
に
よ
り
、拒
否
権
を
行
使
し
、そ
の
承
認
を
否
決
す
る
こ

と
が
で
き
る
。拒
否
権
を
行
使
し
た
草
案
に
つ
い
て
は
、文
化
会
が
改

正
草
案
を
提
出
し
、再
度
審
議
す
る
も
の
と
す
る
。

　第
三
七
条〔
同
好
会
規
約
〕

同
好
会
は
各
部
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
る
。ま
た
、同
好
会
規
約
は
本

会
則
に
基
づ
き
別
に
定
め
る
。
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第
一
章 
総 
則 

　第
一
条〔
規 
定
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
会
則
に
基
づ
き
本
会
則
を
規
定
す

る
。　第

二
条〔
名 

称
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
文
化
会
と
称
す
る
。

　第
三
条〔
設 

置
〕

本
会
は
本
部
お
よ
び
支
部
を
設
置
す
る
。

一
、
本
会
は
本
部
を
新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
二
四
番
一
号
工
学
院
大

学
内
文
化
会
室
に
置
く
。

二
、
本
会
は
支
部
を
都
下
八
王
子
市
中
野
町
二
六
六
五―
一
工
学
院

大
学
八
王
子
校
舎
内
文
化
会
室
に
置
く
。

　第
四
条〔
目
的
〕

本
会
は
工
学
院
大
学
生
と
し
て
真
理
の
探
究
の
心
を
も
っ
て
文
化
会

活
動
を
活
発
に
し
、ひ
い
て
は
、会
の
文
化
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　第
五
条〔
活 

動
〕

本
会
は
第
四
条
に
規
定
さ
れ
た
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
活

動
を
行
う
。

第
二
章 

組 

織 

　第
六
条〔
構 

成
〕

本
会
は
本
会
が
統
括
す
る
団
体
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　第
七
条〔
会
員
〕

本
会
は
本
会
が
統
括
す
る
団
体
の
構
成
員
を
も
っ
て
本
会
員
と
す

る
。構
成
員
は
本
学
学
生
お
よ
び
大
院
生
と
す
る
。

　第
八
条〔
委
員
〕

本
会
委
員
と
は
本
会
が
統
轄
す
る
各
部
部
長
を
い
う
。

　第
九
条〔
役
員

一
、（
本
部
役
員
）

本
会
は
会
長
・
副
会
長
・
渉
外
・
会
計
・
広
報
・
庶
務
・
書
記
の
本

部
役
員
を
置
く
。

二
、（
支
部
役
員
）

本
会
は
支
部
会
長
・
支
部
副
会
長
・
支
部
渉
外
・
支
部
会
計
・
支
部

広
報
・
支
部
庶
務
・
支
部
書
記
の
支
部
役
員
を
置
く
。

三
、（
他
）

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
第
一
一
条
に
よ
る
役
員
会
で
決
定
す
る
。

四
、（
兼
任
）

役
員
は
各
部
の
委
員
と
重
複
し
て
は
な
ら
な
い
。

　第
一
〇
条〔
役
員
任
免
〕

一
、（
告
知
）

本
会
は
役
員
の
選
出
に
当
た
り
、
そ
の
内
容
を
事
前
に
全
会
員
に
知

ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、（
選
出
）
　
　

役
員
の
選
出
は
本
会
員
中
よ
り
立
候
補
お
よ
び
推
薦
立
候
補
し
た
者

を
対
象
に
次
年
度
委
員
お
よ
び
議
長
を
除
く
本
部
役
員
三
名
が
無
記

名
投
票
の
多
数
決
に
よ
り
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

但
し
、次
年
度
委
員
不
在
の
時
は
当
年
度
委
員
が
こ
れ
を
行
う
。

三
、（
任
期
）

役
員
の
任
期
は
一
ヵ
年
と
し
、原
則
と
し
て
、二
月
一
日
よ
り
始
ま
り

一
月
二
十
一
日
に
終
わ
る
も
の
と
す
る
。

四
、（
解
任
）

役
員
に
対
す
る
解
任
の
請
求
は
委
員
総
数
の
三
分
の
一
以
上
の
連
署

を
も
っ
て
会
長
に
提
出
す
る
。こ
れ
に
よ
り
会
長
は
一
〇
日
以
内
に

役
員
会
議
を
開
き
決
議
を
行
う
。そ
の
結
果
三
分
の
二
以
上
の
同
意

が
あ
っ
た
場
合
役
員
は
そ
の
任
を
辞
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
、（
辞
任
）

役
員
の
辞
任
は
、
こ
れ
を
役
員
会
に
提
出
し
三
分
の
二
以
上
の
同
意

も
っ
て
辞
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、（
補
欠
）

解
任
ま
た
は
辞
任
に
よ
り
役
員
の
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
本
会
員
中

よ
り
立
候
補
お
よ
び
推
薦
立
候
補
し
た
者
を
対
象
に
役
員
会
が
多
数

決
に
よ
り
後
任
を
決
定
す
る
。

第
三
章 

機 

関 

　第
一
一
条〔
役
員
会
〕

本
役
員
会
は
第
八
条
お
よ
び
第
九
条
第
一
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
者

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
る
。

　第
一
二
条〔
総 

会
〕

本
総
会
は
第
七
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
全
会
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

本
会
の
最
高
協
議
機
関
で
あ
る
。

　第
一
三
条〔
本
部
役
員
会
〕

本
部
役
員
会
は
第
九
条
第
一
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
本
部
役
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
最
高
執
行
機
関
で
あ
る
。

　第
一
四
条〔
支
部
役
員
会
〕

支
部
役
員
会
は
第
九
条
第
二
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
支
部
役
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
本
会
の
次
席
執
行
機
関
で
あ
る
。但
し
、支
部
役
員
会

は
本
会
の
活
動
を
八
王
子
に
て
円
滑
に
行
う
た
め
に
あ
る
。

　第
一
五
条〔
情
報
局
〕

本
局
は
本
会
活
動
に
必
要
な
情
報
の
収
集
お
よ
び
報
道
を
行
い
、
第

四
条
に
掲
げ
る
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
。

一
、（
構
成
）

本
局
は
第
九
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
本
部
役
員
の
内
、
広
報
を
局
長

と
し
、
そ
の
他
第
一
五
条
第
二
項
に
定
め
ら
れ
た
局
員
を
も
っ
て
構

成
さ
れ
る
。

二
、（
局
員
お
よ
び
そ
の
任
免
）

本
局
員
は
原
則
と
し
て
本
会
が
統
轄
す
る
各
部
に
一
名
ず
つ
置
か

れ
、そ
の
任
免
は
各
部
が
こ
れ
を
行
い
、局
長
の
承
認
を
も
っ
て
決

定
さ
れ
る
。但
し
本
局
員
は
第
九
条
に
よ
る
本
部
役
員
で
は
な
い
。

第
四
章 

会 

議

　第
一
六
条〔
役
員
会
議
〕

一
、
本
会
議
は
本
会
会
長
が
召
集
し
全
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
出

席
を
も
っ
て
成
立
す
る
。但
し
、委
任
状
は
全
出
席
数
の
四
分
の
一
以

内
で
認
め
る
。

二
、本
会
の
議
決
権
は
各
団
体
一
名
お
よ
び
本
部
の
三
名
が
有
す
る
。

三
、
本
会
議
の
議
決
は
出
席
議
決
権
数
の
三
分
の
二
を
も
っ
て
行
わ

れ
る
。

四
、本
会
議
は
毎
月
一
回
開
く
こ
と
を
原
則
と
す
る
。但
し
必
要
に
応

じ
て
会
長
が
こ
れ
を
召
集
で
き
る
。

五
、
本
会
議
に
は
本
会
各
部
の
委
員
も
し
く
は
そ
の
代
理
人
が
必
ず

出
席
す
る
。但
し
代
理
人
出
席
の
場
合
は
事
前
に
会
長
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。本
会
議
の
議
長
は
原
則
と
し
て
副
会
長
が

行
う
。本
会
議
は
第
一
七
条
に
基
づ
く
総
会
会
議
に
お
い
て
協
議
さ

れ
た
事
項
を
全
て
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
一
七
条〔
総
会
会
議
〕

一
、
本
会
議
は
本
会
会
長
が
召
集
し
、
全
会
員
の
三
分
の
二
以
上
を

も
っ
て
成
立
す
る
。

二
、本
会
議
は
毎
年
一
回
前
期
に
開
く
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

　第
一
八
条〔
本
部
役
員
会
会
議
〕

　本
会
議
は
本
会
会
長
に
よ
っ
て
適
宜
召
集
さ
れ
三
分
の
二
以
上
の

出
席
を
も
っ
て
成
立
す
る
。

　第
一
九
条〔
予
算
会
議
〕

本
会
議
は
各
部
の
委
員
他
一
名（
会
計
）お
よ
び
本
部
役
員
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
。

　第
二
〇
条〔
委
任
状
〕

第
四
章
に
定
め
ら
れ
た
各
会
議
に
お
け
る
委
任
状
は
そ
れ
ぞ
れ
の
議

決
に
従
う
も
の
と
し
、議
決
権
を
有
し
な
い
。

　第
二
一
条〔
連
絡
会
〕

各
部
へ
の
連
絡
の
た
め
、
本
部
お
よ
び
支
部
に
て
連
絡
会
を
週
一
回

以
上
行
な
う
も
の
と
す
る
。

一
、（
本
部
連
絡
会
）

各
部
部
長
は
文
化
会
本
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
な
わ
れ
る
本
部
連
絡

会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、（
支
部
連
絡
会
）

各
部
支
部
長
は
文
化
会
支
部
の
定
め
る
曜
日
に
行
な
わ
れ
る
支
部
連

絡
会
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、（
代
理
）

本
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
定
め
る
連
絡
会
に
万
一
参
加
で
き
な

い
場
合
に
限
り
代
理
を
認
め
る
。但
し
、第
九
条
第
一
項
お
よ
び
第
二

項
が
定
め
る
本
会
本
部
役
員
お
よ
び
支
部
役
員
は
代
理
の
対
象
と
し
て

認
め
な
い
。

第
五
章 

予 

算 

　第
二
二
条〔
予
算
お
よ
び
予
算
案
〕

本
会
の
予
算
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
予
算
お
よ
び
そ
の
他
を

も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。な
お
、
本
会
各
部
の
部
長
は
、
そ
の
年
度
の

予
算
案
を
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。な
お
、
方
針
の
提
出
の
な
い
部
は
、
次
年
度
の
活
動
を
行
わ
な
い

も
の
と
し
、予
算
の
受
理
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

　第
二
三
条〔
会 

議
〕

本
会
議
は
予
算
配
分
に
当
り
、
第
一
九
条
に
定
め
る
ご
と
き
予
算
会

議
を
開
く
。そ
の
時
期
は
役
員
会
で
決
定
す
る
。

　第
二
四
条〔
配 

分
〕

予
算
は
本
部
お
よ
び
各
部
の
見
積
り
予
算
並
び
に
前
年
度
の
活
動
状

態
基
と
し
て
、
予
算
会
議
に
お
い
て
本
部
お
よ
び
各
部
へ
の
配
分
金

額
を
審
議
し
決
定
す
る
。

第
六
章 

会
計 

　第
二
五
条〔
年 

度
〕

本
会
の
会
計
年
度
は
工
学
院
大
学
学
生
自
治
会
会
計
年
度
に
準
じ
る
。

　第
二
六
条〔
本
部
支
出
〕

本
会
の
本
部
費
の
支
出
は
会
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

但
し
特
例
の
支
出
を
要
す
る
時
は
役
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　第
二
七
条〔
会
計
報
告
〕

本
部
は
各
部
に
対
し
年
一
度
以
上
の
会
計
報
告
を
行
わ
せ
る
。な
お
、

年
度
末
に
は
前
年
度
の
全
て
の
予
算
の
使
途
、
使
用
金
額
を
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、総
括
の
提
出
の
な
い
部
は
、前
年
度
の
活
動
を
行
わ
な
か
っ
た

も
の
と
し
、決
算
の
受
理
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
七
章 

団 

体

　第
二
八
条〔
加
盟
団
体
の
義
務
〕

本
会
加
盟
の
団
体
は
第
四
条
に
掲
げ
る
目
的
に
則
っ
た
活
動
を
行

い
、下
記
条
件
を
満
た
す
義
務
が
あ
る
。

一
、一
定
の
明
確
な
目
的
を
も
つ
こ
と
。

二
、目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
団
体
組
織
を
有
す
る
こ
と
。

　第
二
九
条〔
自 

治
〕

本
会
各
部
の
自
治
は
各
部
で
行
い
、部
長
、会
計
、支
部
長
は
必
ず
一

人
ず
つ
置
く
こ
と
と
す
る
。但
し
、部
長
お
よ
び
支
部
長
に
つ
い
て
は

下
記
の
条
件
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

一
、（
部
長
）

部
長
は
、工
学
院
大
学
に
在
籍
し
、原
則
と
し
て
新
宿
に
通
う
三
年
生

と
す
る
。

二
、（
支
部
長
）

支
部
長
は
、工
学
院
大
学
に
在
籍
し
、八
王
子
に
通
う
一
、二
年
生

と
す
る
。な
お
、
兼
部
し
た
も
の
が
二
つ
以
上
の
部
長
を
兼
ね
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　第
三
〇
条〔
報 

告
〕

本
会
各
部
の
部
長
は
そ
の
年
度
の
活
動
方
針
お
よ
び
行
事
予
定
を
文

化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
三
一
条〔
特
別
行
事
〕

各
部
の
部
長
は
特
別
の
行
事
を
企
画
し
た
時
は
原
則
と
し
て
そ

の
一
五
日
前
に
企
画
内
容
を
本
会
会
長
に
申
し
出
、
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　第
三
二
条〔
活
動
報
告
〕

各
部
部
長
は
本
部
に
活
動
経
過
報
告
を
年
一
度
以
上
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。ま
た
年
度
末
に
は
前
年
度
の
活
動
全
般
の
報
告
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
総
括
と
し
、
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　第
三
三
条〔
休 

部
〕

休
部
は
下
記
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
た
時
成
立
す
る
も
の

と
す
る
。

一
、文
化
会
に
休
部
届
け
を
提
出
し
、文
化
会
が
受
理
し
た
時
。

二
、文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
方
針
を
提
出
し
な
か
っ
た
時
。

三
、一
年
か
ら
三
年
の
部
員
数
が
零
と
な
っ
た
時
。

四
、文
化
会
が
そ
の
活
動
を
、部
と
し
て
存
続
さ
せ
る
に
不
適
当
と
判

断
し
た
時
。休
部
は
原
則
と
し
て
一
年
間
と
し
、顧
問
の
希
望
に
よ
り

最
長
三
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
出
来
る
。期
限
が
過
ぎ
て
も
部
と

し
て
復
帰
し
な
い
と
き
は
、
廃
部
と
す
る
。部
と
し
て
復
帰
す
る
に

は
、下
記
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
、文
化
会
に
次
年
度
の
方
針
を
期
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

二
、顧
問
が
い
る
こ
と
。

三
、部
員
数
が
第
一
登
録
で
一
〇
名
以
上
い
る
こ
と
。

四
、部
長
、会
計
、お
よ
び
支
部
長
が
い
る
こ
と
。た
だ
し
、文
化
会
の

審
査
に
よ
り
、
上
記
の
条
件
を
満
た
さ
な
く
と
も
特
別
に
部
へ
の
復

帰
を
認
め
る
と
き
が
あ
る
。休
部
を
す
る
部
は
前
年
度
の
総
括
、決
算

を
提
出
し
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
部
室
の
返
還
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。な
お
、
期
日
以
降
部
室
に
放
置
し
て
あ
る
も
の
は
、

文
化
会
に
所
有
権
を
譲
渡
し
た
も
の
と
し
、
文
化
会
が
そ
の
処
分
を

行
う
も
の
と
す
る
。

　第
三
四
条〔
廃 

部
〕

廃
部
は
下
記
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
た
時
成
立
す
る
も
の
と

す
る
。

一
、
文
化
会
に
廃
部
届
け
を
提
出
し
、
文
化
会
が
そ
れ
を
受
理
し
た

時
。

二
、休
部
状
態
が
期
日
以
上
と
な
っ
た
時
。

三
、文
化
会
が
そ
の
活
動
が
、部
と
し
て
存
続
さ
せ
る
に
不
適
当
で
あ

る
と
判
断
し
た
時
。廃
部
を
す
る
時
は
、
前
年
度
の
総
括
、決
算
を

提
出
し
、
文
化
会
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
部
室
の
返
還
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。な
お
、
期
日
以
降
に
部
室
に
放
置
し
て
あ
る
も
の

は
、文
化
会
に
所
有
権
を
譲
渡
し
た
も
の
と
し
、文
化
会
が
そ
の
処
分

を
行
う
も
の
と
す
る
。

な
お
、一
度
廃
部
を
行
っ
た
部
は
、以
後
同
一
の
名
前
で
文
化
会
に
登

録
を
行
っ
て
も
同
好
会
扱
い
と
な
り
、
部
へ
の
昇
格
は
同
好
会
の
項

に
準
じ
る
。

第
八
章 

附 

則 

　第
三
五
条〔
罰 

則
〕

加
盟
団
体
各
部
ま
た
は
会
員
が
本
会
則
に
違
反
し
た
場
合
、
も
し
く

は
本
会
の
名
誉
を
著
し
く
毀
損
し
た
場
合
は
役
員
会
が
こ
れ
を
除
名

ま
た
は
懲
戒
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
括
、方
針
、決
算
、お
よ
び
予
算
案
に
つ
い
て
は
下
記
の
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
。

期
日
ま
で
に
総
括
を
提
出
し
な
い
部
は
、
前
年
度
の
活
動
を
行
わ
な

か
っ
た
も
の
と
し
、
前
年
度
の
予
算
を
全
額
文
化
会
に
返
還
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。前
年
度
の
予
算
の
返
還
を
行
っ
た
後
、方
針
を
提
出

す
る
ま
で
部
室
の
使
用
お
よ
び
器
材
の
使
用
を
禁
止
す
る
。

な
お
、次
年
度
の
予
算
を
返
還
に
割
り
当
て
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

期
日
ま
で
に
方
針
を
提
出
し
な
い
部
は
、
次
年
度
の
活
動
を
休
止
す

る
も
の
と
し
、次
年
渡
は
休
部
と
し
て
、扱
う
も
の
と
す
る
。

期
日
ま
で
に
決
算
を
提
出
し
な
い
部
は
、
前
年
度
の
予
算
を
使
用
し

な
か
っ
た
も
の
と
し
、前
年
度
の
予
算
を
全
額
、文
化
会
に
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

期
日
ま
で
に
予
算
案
を
提
出
し
な
い
部
は
、
次
年
度
は
文
化
会
か
ら

の
予
算
を
必
要
と
し
な
い
も
の
と
し
、
予
算
を
配
布
し
な
い
も
の
と

す
る
。

ま
た
、参
加
団
体
会
議
、予
算
会
議
、連
絡
会
に
欠
席
が
あ
る
場
合
は
、

予
算
の
削
減
等
を
行
う
。

　第
三
六
条〔
会
則
改
正
〕

本
会
則
の
改
正
は
役
員
会
議
、総
会
会
議
で
行
う
。会
則
の
改
正
は
文

化
会
に
所
属
す
る
者
が
、文
化
会
に
改
正
草
案
を
提
出
し
、上
記
の
場

で
審
議
、
承
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。会
則
の
改
正
に
は
文
化
会
会

長
、
副
会
長（
予
算
に
関
す
る
こ
と
の
場
合
会
計
も
含
む
。）、
各
部
の

代
表
者
の
三
分
の
二
の
出
席
を
必
要
と
し
、
承
認
に
は
全
議
決
権
の

三
分
の
二
の
賛
成
が
必
要
で
あ
る
。議
決
権
は
各
部
の
代
表
者
が
有

す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
文
化
会
会
長
、
副
会
長（
予
算
に
関
す
る
こ
と
は
会
計
も
含

む
。）は
合
議
に
よ
り
、拒
否
権
を
行
使
し
、そ
の
承
認
を
否
決
す
る
こ

と
が
で
き
る
。拒
否
権
を
行
使
し
た
草
案
に
つ
い
て
は
、文
化
会
が
改

正
草
案
を
提
出
し
、再
度
審
議
す
る
も
の
と
す
る
。

　第
三
七
条〔
同
好
会
規
約
〕

同
好
会
は
各
部
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
る
。ま
た
、同
好
会
規
約
は
本

会
則
に
基
づ
き
別
に
定
め
る
。
　
　
　

2
0
2
4
年
度 

文
化
会
会
則

2
0
2
4
年
度 

文
化
会
会
則
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 神田 真智子

1
存
在
意
義 

　工
学
院
大
学
文
化
会
は
、

工
学
院
大
学
の
文
化
会
所

属
の
部
員
全
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
団
体
で
あ
り
、

役
員
は
文
化
会
所
属
の
部

活
動
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

本
会
は
文
化
会
に
所
属
す

る
部
活
動
が
、
よ
り
円
滑

な
活
動
を
行
う
事
が
出
来

る
よ
う
補
佐
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

文
化
会
は
学
生
団
体
の
一

機
関
と
し
て
の
役
割
も
担

い
、
他
の
委
員
会
や
大
学

当
局
と
も
協
力
し
て
活
動

を
行
う
。
様
々
な
団
体
間

の
橋
渡
し
的
役
割
を
担
い
、

工
学
院
大
学
の
部
活
動
の

更
な
る
躍
進
に
尽
力
す
る
。

4
活
動
内
容

連
絡
会
議

　
連
絡
会
議
は
文
化
会
に
所
属
す
る
部
活
動

へ
の
連
絡
を
担
う
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
文

化
会
の
部
活
動
相
互
の
活
動
を
認
識
す
る
た

め
の
場
で
あ
る
。

　
対
面
だ
け
で
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し

つ
つ
、
連
絡
会
議
は
本
部
・
支
部
と
も
に
不

定
期
で
開
催
し
、
必
要
な
時
に
必
要
な
だ
け

取
り
行
う
。
ま
た
、
不
参
加
の
文
化
会
役
員

に
も
情
報
の
共
有
を
必
ず
し
て
い
く
よ
う
に

す
る
。

 

文
化
会
総
会

　
文
化
会
総
会
は
文
化
会
の
最
高
協
議
機
関

で
あ
り
、
本
年
度
予
算
や
方
針
の
承
認
を
得

る
場
で
あ
る
。
同
時
に
前
年
度
の
総
括
、
決

算
報
告
の
承
認
を
得
る
場
で
あ
る
。

　
例
年
の
出
席
率
の
少
な
さ
を
改
善
す
る
た

め
、今
年
度
も
日
程
の
伝
達
を
迅
速
に
行
う
。

ま
た
、
委
任
状
の
回
収
が
円
滑
に
行
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
各
部
活
の
文
化
会
役
員

に
こ
ま
め
に
連
絡
を
取
り
回
収
率
を
上
げ
て

い
く
。
各
部
活
の
文
化
会
役
員
に
委
任
状
回

収
の
責
任
を
持
た
せ
、
円
滑
に
回
収
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
。

  文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
新
宿
祭

に
お
い
て
そ
の
活
性
化
の
た
め
に
文
化
会

が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。 

一
昨
年
、

昨
年
は
新
宿
祭
を
実
施
す
る
事
が
出
来
た
。

そ
の
た
め
、
引
き
継
ぎ
を
着
実
に
し
、
昨

年
度
ま
で
の
反
省
を
生
か
せ
る
よ
う
に
す

る
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
声
優
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
今
年
度
も
引
き
継
ぎ
、
警
備

を
強
化
さ
せ
、
観
客
の
安
全
性
を
保
ち
つ

つ
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

努
め
る
。 

新
宿
祭
は
本
部
の
役
員
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
す
る
が
、
来
年
度
の
た
め
に

支
部
の
役
員
に
も
仕
事
を
割
り
振
り
、
打

ち
合
わ
せ
や
情
報
共
有
を
よ
り
濃
く
行
う
。

 

野
菜
バ
ー
ゲ
ン

　
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
は
八
王
子
祭
で
支
部
役

員
を
中
心
と
し
て
行
う
。
こ
の
企
画
は
、

日
常
接
す
る
機
会
の
少
な
い
地
元
住
民
の

方
々
に
本
学
へ
の
親
み
を
持
っ
て
も
ら
う

事
と
、
学
生
の
皆
様
に
文
化
会
と
い
う
団

体
を
認
知
し
て
貰
う
事
を
目
的
と
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
や
台
風
の
影
響
で
八

王
子
祭
が
中
止
に
な
っ
て
い
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、
一
昨
年
と
昨
年
度
は
野
菜
バ
ー

ゲ
ン
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
時
の

反
省
等
を
活
か
し
、
足
を
運
ん
で
下
さ
る

方
々
に
よ
り
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

激
躍
の
作
成

　
激
躍
は
各
部
活
動
や
同
好
会
の
情
報
を

ま
と
め
た
会
誌
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
化
会 

O
B
や
本
学
の
学
長
、
学
生
支
援
課
の
方
、

各
部
の
代
表
か
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
作

成
す
る
。
激
躍
は
新
入
生
に
配
布
さ
れ
る

封
筒
に
同
封
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
入
生

に
文
化
会
と
い
う
組
織
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
近
道
で
あ
る
。

　
以
上
を 

2
0
2
4
年
度
工
学
院
大
学
文

化
会
の
方
針
と
す
る
。

2
方
針

　
工
学
院
大
学
文
化
会
の
活
動
は
年
間
を
通

じ
て
文
化
会
員
の
文
化
創
造
活
動
を
高
め
、

自
治
委
員
会
の
役
員
と
し
て
の
責
務
を
果
た

す
た
め
に
行
う
。
ま
た
、
部
活
動
間
の
連
携

を
よ
り
強
め
、
活
動
に
お
い
て
発
生
す
る
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
事
が
出
来
る
よ
う
に

努
め
る
。
平
時
の
活
動
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

八
王
子
祭
・
新
宿
祭
の
成
功
に
も
寄
与
す
る
。

3
役
員
会

　
役
員
会
は
本
部
役
員
と
各
部
長
で
構
成
さ

れ
る
文
化
会
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
り
、
文

化
会
の
問
題
点
を
指
摘
及
び
大
学
側
へ
の
要

望
を
討
議
す
る
場
で
あ
る
。

　
基
本
は
役
員
の
み
の
参
加
と
し
、
部
長
陣

に
は
学
期
ご
と
に
数
回
参
加
し
て
頂
く
。
部

長
陣
を
集
め
る
日
程
を
集
中
さ
せ
る
こ
と

で
、
参
加
率
を
上
げ
、
一
つ
一
つ
の
会
議
を

濃
い
内
容
の
も
の
に
し
て
い
く
よ
う
に
心
掛

け
る
。

2
0
2
4
年
度 

24
年
度
文
化
会
活
動
方
針

2
0
2
4
年
度 

24
年
度
文
化
会
活
動
方
針
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れ
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。

2
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度 
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年
度
文
化
会
活
動
方
針
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工学院大学文化会

会長  小林 将己

1
存
在
意
義

　工
学
院
大
学
文
化
会
は
、

工
学
院
大
学
の
文
化
会
所

属
の
部
員
全
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
団
体
で
あ
り
、

文
化
会
役
員
は
文
化
会
所

属
の
部
活
動
か
ら
選
挙
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
本

会
は
文
化
会
に
所
属
す
る

部
活
動
の
円
滑
な
活
動
の

た
め
に
存
在
し
て
い
る
。

文
化
会
は
学
生
団
体
の
一

機
関
と
し
て
の
役
割
も

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

文
化
会
の
活
動
は
他
の
委

員
会
や
大
学
当
局
と
も
協

力
し
て
活
動
を
行
い
、
工

学
院
大
学
の
部
活
動
を
よ

り
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

4
活
動
内
容

連
絡
会
議

　
連
絡
会
議
は
文
化
会
に
所
属
す
る
部
活

動
へ
の
連
絡
を
担
う
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

文
化
会
の
部
活
動
相
互
の
活
動
を
認
識
す

る
た
め
の
場
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
同
様
、
す
べ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
開
催
期
間

は
本
部
・
支
部
と
も
に
不
定
期
開
催
と
し

た
が
、
必
要
な
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

 

文
化
会
総
会

　
文
化
会
総
会
は
文
化
会
の
最
高
協
議
機

関
で
あ
り
、
本
年
度
予
算
、
方
針
の
承
認

を
得
る
場
で
あ
る
。
同
時
に
前
年
度
の
総

括
、
決
算
報
告
の
承
認
を
得
る
場
で
あ
る
。

今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
例
年
の
出

席
率
の
少
な
さ
を
改
善
す
る
た
め
、
日
程

の
伝
達
を
迅
速
に
行
い
、
委
任
状
の
回
収

は
、
個
別
に
各
部
活
へ
連
絡
を
取
り
、

google form

で
行
う
こ
と
で
回
収
率
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
第
１

回
開
催
で
は
委
任
状
を
回
収
で
き
ず
別
日

に
延
期
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
次
年
度
は

予
定
通
り
の
日
程
で
開
催
す
る
た
め
に
、

文
化
会
総
会
の
重
要
性
を
所
属
団
体
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
新
宿
祭

に
お
い
て
そ
の
活
性
化
の
た
め
行
う
文
化

会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

ス
テ
ー
ジ
企
画
で
は
客
席
が
ほ
ぼ
埋
ま
り
、

参
加
者
の
８
割
以
上
が
学
外
か
ら
の
参
加

者
で
新
宿
祭
の
集
客
に
大
き
く
貢
献
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
新
宿
祭
は
本
部
の
役
員
が
中
心
と
な
っ

て
活
動
す
る
が
、
来
年
度
の
た
め
に
も
支

部
の
役
員
に
も
仕
事
を
割
り
振
り
、
打
ち

合
わ
せ
や
情
報
共
有
を
よ
り
濃
く
行
っ
た
。

 

野
菜
バ
ー
ゲ
ン 

　
こ
の
企
画
は
日
常
ほ
と
ん
ど
接
す
る
機

会
の
な
い
地
元
住
民
の
方
々
に
本
学
へ
親

し
ん
で
い
た
だ
く
事
と
学
生
の
皆
様
に
文

化
会
と
い
う
団
体
を
認
識
し
て
貰
う
事
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
と
同
程
度
の
青
果
物

を
仕
入
れ
販
売
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
が

多
く
２
日
目
の
午
前
中
に
は
完
売
し
、
問

題
な
く
企
画
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
次
年
度
以
降
も
円
滑
に
行
え
る
よ
う

引
継
ぎ
資
料
を
作
成
し
た
。

激
躍
の
作
成

　
激
躍
は
各
部
活
動
や
同
好
会
の
情
報
を

ま
と
め
た
会
誌
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
化
会

O
B
や
本
学
の
学
長
、
学
生
支
援
課
の
方
、

各
部
の
代
表
か
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
作

成
す
る
。
激
躍
は
新
入
生
に
配
布
さ
れ
る

封
筒
に
同
封
さ
れ
る
こ
と
か
ら
新
入
生
に

文
化
会
と
い
う
組
織
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
近
道
で
あ
る
。

　
来
年
度
も
引
き
続
き
激
躍
の
製
作
を
行

い
、
文
化
会
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

な
冊
子
の
製
作
を
目
指
し
た
。

　
以
上
を 

2
0
2
3
年
度
工
学
院
大
学
文

化
会
の
総
括
と
す
る
。

2
総
括

　
年
間
を
通
じ
て
文
化
会
員
の
文
化
創
造

活
動
を
高
め
、
自
治
委
員
会
の
役
員
と
し

て
の
責
務
を
果
た
す
た
め
に
活
動
を
行
っ

た
。
ま
た
、
常
に
先
を
見
据
え
て
行
動
す

る
こ
と
で
よ
り
円
滑
に
活
動
出
来
る
よ
う

に
心
掛
け
た
。

前
年
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
八
王
子

　
祭
で
は
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
の
模
擬
店
を
出

店
、
新
宿
祭
で
は
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
ス

テ
ー
ジ
企
画
を
開
催
し
成
功
に
寄
与
し
た
。

3
役
員
会

　
役
員
会
は
本
部
役
員
と
各
部
長
で
構
成

さ
れ
る
文
化
会
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
り
、

文
化
会
の
問
題
点
を
指
摘
及
び
大
学
側
へ

の
要
望
を
討
議
す
る
場
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
同
に
個
別
に
連
絡
を

取
り
合
う
形
で
連
絡
の
強
化
に
成
功
し
た

た
め
引
き
続
き
同
様
の
方
法
で
行
っ
た
。

2
0
2
4
年
度 

23
年
度
文
化
会
総
括

2
0
2
4
年
度 

23
年
度
文
化
会
総
括
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今
ま
で
自
治
会
傘
下
の
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た
映
画
研
究
会・

音
楽
部
・
写
真
部
・
天
文
部（
現
在
の
自
然
科
学
研
究

部
）の
4
サ
ー
ク
ル
に
よ
り
、文
科
系
連
絡
機
構
設
立
。

社
交
舞
踏
研
究
部
加
入
。

無
線
技
術
研
究
部
加
入
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ・美
術
意
匠
部
加
入
。

28
年
以
来
、現
在
の
文
化
会
の
前
身
と
し
て
組
織
を
構

成
し
て
き
た
。

今
ま
で
の
機
関
を「
工
学
院
大
学
Ⅰ
部
文
化
会
」と
命

名
す
る
。だ
が
、会
全
体
と
し
て
の
企
画
は
な
か
っ
た
。

詩
吟
部
入
会
。

電
子
技
術
研
究
部
。マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
入
会
。

工
学
院
大
学
校
舎
が
新
宿
と
八
王
子
に
分
け
ら
れ
、本

部
及
び
各
部
活
動
に
大
き
な
問
題
と
な
る
。こ
の
距
離

的
問
題
は
、現
在
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

海
外
工
業
技
術
移
住
研
究
部
入
会
。文
化
会
講
習
会
、

ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
フ
ェス
テ
イ
バ
ル
等
の
前
年
度
に
引
き
続
く

全
体
活
動
が
行
わ
れ
る
。

文
化
会「
萌
芽
」創
刊
。

新
た
に
E
･
S
･
S
が
入
会
。ま
た
、八
王
子
に
於
て

全
サ
ー
ク
ル
が
部
室
を
得
る
。「
文
化
会
の
集
い
」リ
ー

ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
等
が
行
わ
れ
る
。

前
年
度
と
同
様
の
活
動
が
持
た
れ
る
。だ
が
、本
部
と

各
部
と
の
連
帯
体
制
が
薄
れ
始
め
る
。

映
画
研
究
会
が
部
員
不
足
の
た
め
脱
会
。ま
た
、本
部

の
弱
体
傾
向
が
現
れ
て
き
た
が
、文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル（
長
谷
川
き
よ
し
、モ
ッ
プ
ス
を
招
く
）、リ
ー
ダ
ー
ス
キ

ヤ
ン
プ
を
半
ば
成
功
に
終
わ
ら
せ
た
。

落
語
研
究
会
入
会
。文
化
会
全
体
に
新
た
な
雰
囲
気
が

生
ま
れ
る
。だ
が
、こ
の
年
に
は
工
学
院
大
学
学
費
闘
争

に
よ
る
学
内
ス
ト
で
活
動
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
。し
か

し
、第
一
回
文
化
会
懇
談
会（
学
長
を
始
め
、各
部
顧
間
、

厚
生
補
導
部
の
方
々
が
参
加
）を
始
め
、会
則
改
正（
情

報
局
の
設
置
）、文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
ビ
リ
ー
バ
ン
バ

ン
を
招
く
）を
行
い
、今
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
会
誌

「
萌
芽
」を
改
め
、「
激
躍
」創
刊
号
の
発
行
に
至
る
。

映
画
研
究
会
、映
画
鑑
賞
研
究
会
が
衰
退
。

「
ラ
ン
プ
」発
行
。新
宿
校
舎
の
二
階
の
食
堂
前
に
、常
設

展
示
室
を
設
け
る
。E
･
S
･
S
が
清
泉
女
子
大
主

催
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
。

吹
奏
楽
部
入
会
。文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
山
本
コ
ー

タ
ロ
ー
と
少
年
探
偵
団
、ザ･

ラ
ニ
ア
ル
ズ
、バ
ズ
、や
ま
が

た
す
み
こ
を
招
く
。

大
学
移
転
問
題
に
対
す
る
署
名
運
動
が
行
わ
れ
る
。

学
生
意
識
調
査
結
果
を「
激
躍
」に
掲
載
す
る
。文
化

会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
五
輪
真
弓
を
招
く
。

文
化
会
会
則
が
改
正
さ
れ
る
。学
生
の
学
祭
に
対
す
る

意
識･

興
味
の
薄
さ
が
表
面
化
す
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
高
木
麻
早
、丘
蒸
気
、グ
ー

フ
ィ
ー
を
招
く
。

文
化
会
の
在
り
方
、激
躍
の
在
り
方
を
強
烈
に
打
ち
出
す
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
山
崎
ハ
コ
、丘
蒸
気
、寺
子
屋
、

柳
谷
小
三
治
を
招
く
。

電
子
技
術
研
究
部
が
全
日
本
生
録
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
。

会
員
の
文
化
会
に
意
識
が
深
ま
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
西
都
葉
子
、佐
藤
奈
々
子
を

招
く
。

K
P
F
R
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
谷
山
浩
子
、寒
暖
計
、吉
幾
三

を
招
く
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
テ
レ
ビ
番
組（
ザ･

ベ
ス
ト
テ
ン
）に
ピ
ン

ク
レ
デ
ィ
ー
の
バッ
ク
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
出
演
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ア
ル
フ
ィ
ー
、越
見
晴
、新
保

牧
代
、シ
テ
ィ
ク
ラ
フ
ト
を
招
く
。

写
真
部
が
30
周
年
を
迎
え
る
。

文
化
会
と
各
部
と
の
協
力
体
制
が
不
十
分
に
な
る
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
石
川
ひ
と
み
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

寺
田
薫
、葛
城
ユ
キ
を
招
く
。

自
然
研
究
部
が
30
周
年
を
迎
え
る
。

K
M
S
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
野
沢
那
智
を
招
く
。

八
王
子
部
室
棟
着
工
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
谷
山
浩
子
を
招
く
。

「
激
躍
」が
10
号
を
迎
え
る
。

八
王
子
に
部
室
棟
完
成
。

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
須
藤
薫
を
招
く
。

文
化
会
設
立
30
周
年
を
迎
え
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
麗
美
、T
A
R
A
K
O
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
森
尾
由
美
を
招
く
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
石
川
優
子
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
キ
ラ
ラ
＆
ウ
ラ
ラ
を
招
く
。

マ
ン
ガ
研
究
同
好
会
が
入
会
。

新
宿
文
体
室
が
文
化
会
室
と
し
て
独
立
。

学
生
部
主
催
の
懇
談
会
が
、こ
の
年
初
め
て
合
宿
形
式

で
富
士
吉
田
セ
ミ
ナ
ー
校
舎
で
行
わ
れ
る
。

新
宿
校
舎
再
開
発
計
画
で
、部
室
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

落
語
研
究
会
が
、第
二
回
白
鶴
杯
関
東
大
学
対
抗
落
語

選
手
権
に
て
、優
秀
賞
校
に
選
ば
れ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
飯
島
真
理
を
招
く
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
文
化
会
を
脱
会
。

マ
ン
ガ
研
究
同
好
会
が
部
に
昇
格
。

学
園
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
斎
藤
さ
お
り
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
渡
瀬
麻
記（
現
リ
ン
ド
バ
ー

グ
）を
招
く
。

新
宿
校
舎
新
大
学
棟
が
着
工
さ
れ
る
。

文
化
会
会
則
が
一
部
改
正
さ
れ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
森
川
美
穂
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
川
奈
雅
子
を
招
く
。

新
宿
校
舎
大
学
棟
完
成
。文
化
会
本
部
は
、大
学
棟
八
階

０
８
６
８
室
へ
引
越
し
を
す
る
。

部
室
が
こ
の
時
点
で
全
て
消
滅
。新
宿
校
合
で
の
活
動

が
不
可
能
に
な
る
部
活
が
出
て
く
る
。新
宿
校
舎
で
は

学
園
祭
に
お
け
る
展
示・発
表
が
活
動
の
主
体
に
な
る
。

講
演
会
に
高
見
恭
子
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
島
崎
路
子
を
招
く
。

講
演
会
に
古
舘
伊
知
郎
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
咲
浜
小
百
合
合
を
招
く
。

試
合
研
究
会
が
文
化
会
に
入
会
。計
18
サ
ー
ク
ル
。

自
然
科
学
研
究
部
が
40
周
年
記
念
誌
を
発
行
す
る
。

講
演
会
に
安
部
譲
二
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
吉
田
真
理
子
を
招
く
。

「
激
躍
」が
20
号
を
迎
え
る

新
宿
校
舎
中
層
棟
、エ
ス
テ
ッ
ク
情
報
ビ
ル
完
成
。文
化

会
本
部
は
、中
層
棟
地
下
2
階
B
2
8
6
室
へ
引
っ
越

し
す
る
。結
局
部
室
の
復
活
は
な
ら
ず
。音
楽
系
部
活

の
練
習
室
、ロ
ッ
カ
ー
が
設
置
さ
れ
る
。部
活
用
ロ
ッ
カ
ー

お
よ
び
ノ
ー
ト
設
置
が
地
下
二
階
に
移
転
。文
化
会
会

則
が
一
部
改
正
さ
れ
る
。

講
演
会
に
松
尾
貴
史
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
花
島
優
子
を
招
く
。

文
化
会
が
創
立
40
周
年
を
迎
え
る
。

講
演
会
の
代
わ
り
に
ボ
ン
バ
ー
マ
ン
大
会
を
開
催
す
る
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
細
川
ふ
み
え
を
招
く
。

ノ
ー
ト
置
き
場
が
中
層
棟
二
階
へ
移
転
。文
化
会
フ
ェス

テ
ィ
バ
ル
に
三
浦
理
恵
子
を
招
く
。

S
F
研
究
会
が
文
化
会
に
入
会
。計
19
サ
ー
ク
ル
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
雛
形
あ
き
こ
と
ブ
ー
マ
ー
を

招
く
。

S
F
研
究
会
の
活
動
が
活
発
化
。

八
王
子
の
部
室
棟
に
拡
充
を
望
む
が
、実
現
が
困
難
。

各
部
の
活
動
場
所
に
も
徐
々
に
支
障
が
出
て
切
れ
織

り
、早
急
な
部
室
問
題
の
解
決
が
望
ま
れ
る
。

文
化
会
フェス
テ
ィ
バ
ル
に
早
坂
好
恵
と
猿
岩
石
を
招
く
。

文
化
会
初
の
女
性
会
長
が
立
ち
、今
ま
で
に
な
い
飛
躍

的
な
活
動
を
し
て
文
化
会
全
体
を
盛
り
上
げ
る
。

S
F
研
究
会
は
正
式
な
部
と
な
り
他
団
体
と
の
向
暑

の
結
果
部
室
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
遠
藤
久
美
子
と
爆
笑
問
題

を
招
く
。

電
子
演
算
部
加
入
。

会
則
改
正
や
文
化
会
総
会
の
内
容
の
見
直
し
な
ど
改

革
が
進
む
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
、仲
間
由
紀

恵
、M
A
N
Z
A
I-

C
を
招
く
。

落
語
研
究
部
が
休
部
と
な
る
。文
化
会
会
則
を
一
部
改

正
し
、文
化
会
総
会
を
常
任
委
員
会
会
長
と
会
計
監

査
委
員
会
会
長
が
立
会
い
の
下
で
行
う
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ジ
ョ
ー
ダ
ン
ズ
、ス
マ
イ
リ
ー

キ
ク
チ
、テ
ツ
＆
ト
モ
の
お
笑
い
3
組
を
招
く
。

E
D
C
が
文
化
会
の
部
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。計
16

サ
ー
ク
ル
と
な
っ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、森
弘
子
、底
ぬ
け

A
I
R･

L
I
N
E
、T
o
k
y
o 

B
i
n
g
o 

D
y
n
a
m
i
t
e 

J
a
p
a
n
を
招
く
。

体
育
会
も
含
め
、部
室
不
足
の
問
題
が
浮
上
す
る
。文
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化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
テ
ツ
＆
ト
モ
、マ
ギ
ー
審
司
、

江
頭
２
：
５０
と
副
総
裁
、中
国
雑
技
団
を
招
く
。

U
4
が
部
に
昇
格
す
る
。こ
れ
に
よ
り
所
属
団
体
が

17
と
な
っ
た
。

役
員
の
数
が
少
な
く
苦
し
い
運
営
と
な
る
が
無
事
に

乗
り
切
っ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
例
年
よ
り
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
よ
う
だ
。中
国
雑
技
団
、あ
ば
れ
ヌ
ン
チ
ャ
ク
、パ
ペ
ッ

ト
マ
ペッ
ト
、い
つ
も
こ
こ
か
ら
を
招
く
。

健
康
増
進
法
施
行
に
伴
い
、新
宿
校
舎
が
全
面
禁
煙

と
な
り
地
下
1
階
に
喫
煙
室
が
設
け
ら
れ
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ク
ラ
ウ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
、あ
ば
れ

ヌ
ン
チ
ャ
ク
、鉄
拳
、マ
ギ
ー
審
司
を
招
く
。

工
学
院
大
犬
目
校
舎
が
で
き
る
。（
た
だ
し
、工
学
院

高
校
建
て
替
え
の
た
め
高
校
の
仮
校
舎
と
し
て
使
用
）

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、江

戸
む
ら
さ
き
、エ
レ
キ
コ
ミ
ッ
ク
を
招
く
。

E
D
C
及
び
無
線
技
術
研
究
部
が
休
部
に
な
る
。

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
さ
く
ら
ん
ぼ
ブ
ー
ビ
ー
、ア
ン

ジ
ャッ
シ
ュ
、ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
、中
国
雑
技
団
を
招
く
。

八
王
子
間
パ
ス
内
に
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
完
成
。

同
セ
ン
タ
ー
4
階
に
文
化
会
支
部
室
を
移
設
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
永
井
祐
一
郎（
ア
ク
セ
ル
ホ
ッ

パ
ー
）、ト
ー
タ
ル
テ
ン
ボ
ス
、博
多
華
丸
・
大
吉
、中
国

雑
技
団
を
招
く
。

U
4
廃
部
と
な
る
。

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
4
階
の
文
化
会
室
移
設
に

伴
い
、文
化
会
誌
部
の
活
動
が
活
発
化
す
る
。

「
新
宿
・八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」に
よ
り

両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
行
き
来
が
便
利
に
な
り
、各
部
の
活

動
が
よ
り
一
層
活
発
に
な
る
。文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
芋
洗
坂
係
長
、ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
、バ
カ
リ
ズ
ム
、球

舞
を
招
く
。

同
好
会
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た「
鉄
道
研
究
会
」が
文
化

会
の「
鉄
道
研
究
部
」へ
昇
格
す
る
。こ
れ
に
よ
り
所
属

団
体
数
が
15
と
な
る
。

好
評
に
応
え「
U
S
B
バ
ー
ゲ
ン
」の
開
催
期
間
を
二

日
間
に
増
や
し
た
。

昼
連
に
て
、毎
週
各
団
体
の
代
表
者
に
先
週
の
活
動
内

容
、お
よ
び
今
週
の
活
動
予
定
に
つ
い
て
発
表
を
し
て

も
ら
う
こ
と
で
文
化
会
と
各
部
の
連
携
を
高
め
た
。さ

ら
に
そ
の
内
容
を
学
生
課
に
報
告
す
る
こ
と
で
各
部
、

文
化
会
、学
校
の一
体
感
向
上
に
努
め
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
夙
川
ア
ト
ム
、ア
ン
ト
キ
の
猪

木
、中
国
雑
技
団
、キ
ン
グ
オ
ブ
コ
メ
デ
ィ
を
招
く
。

新
宿
祭
期
間
中
、例
年
好
評
に
つ
き
行
っ
て
い
る
格
安

販
売
を
今
年
は「
U
S
B
メ
モ
リ
、P
C
ア
ク
セ
サ
リ
、

ス
ピ
ー
カ
ー
、H
D
D
」等
の
品
物
に
し
て
2
日
間
行
い

好
評
を
得
た
。ま
た
、文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
今

年
は
ゲ
ス
ト
と
と
し
て
U
事
工
事
、ゆ
っ
た
り
感
、カ
ナ

リ
ヤ
、デ
ビ
ッ
ト・ラ
ム
ゼ
イ
を
招
き
開
催
し
た
。

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
入
学

式
の
縮
小
や
文
化
活
動
の
定
年
が
懸
念
さ
れ
た
が
、本

部
を
は
じ
め
各
部
と
も
今
度
の
後
半
に
は
従
来
の
活

動
体
制
を
取
り
戻
し
た
。ま
た
、恒
例
と
な
っ
て
い
る

新
宿
祭
期
間
中
の
文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、縄
レ

ン
ジ
ャ
ー
、サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
、ジ
ャ
ン
グ
ル
ボ
ー
ボ
ー
、

永
野
の
有
名
タ
レ
ン
ト
の
出
演
、文
化
会
所
属
サ
ー
ク

ル
の
協
力
、参
加
に
よ
り
盛
況
と
な
っ
た
。ま
た
、新
宿

祭
で
は「
U
S
B
メ
モ
リ
」等
の
販
売
、八
王
子
で
は

「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」が
例
年
同
様
実
施
さ
れ
、好
評
を

得
る
事
が
出
来
た
。

八
王
子
祭
で「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」を
行
え
な
か
っ
た
為
、

新
宿
祭
で
の「
メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
」を
外
付
け
H
D
D

や
外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
最
近
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、よ

り
一
層
豪
華
な
品
揃
え
に
し
て
三
日
間
行
っ
た
。文
化

会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

M
A
S
T
E
R
、K
A
M
I
Y
A
M
A
、張
師
、声
優

の
門
脇
舞
似
、大
橋
歩
夕
を
招
く
。

文
化
会
、体
育
会
両
委
員
会
の
同
好
会
規
則
を
す
り

合
わ
せ
、工
学
院
大
学
で
の
同
好
会
設
立
ま
で
の
流
れ

を
明
文
化
す
る
こ
と
で
工
学
院
の
課
外
活
動
の
活
発

化
の
た
め
の
土
壌
づ
く
り
を
行
う
。

２
０
２
０
年
東
京
に
て
第32

回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
が
決
定
し
、景
気
の
好
転
が
見
込
め
る
と
と
も
に
文

化
会
内
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
活
動
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
の
場
が
持
た
れ
た
。

例
年
通
り
八
王
子
祭
・
新
宿
祭
で
の「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」

「
メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
」は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
、文

化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
明
坂
聡
美
、岩
田
光
央
、金

田
朋
子
、岡
本
ナ
ミ
を
招
待
し
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

開
催
し
た
。

演
劇
同
好
会
が
設
立
さ
れ
た
。

激
躍
の
編
集
を
外
部
の
委
託
か
ら
役
員
で
行
う
よ
う

に
変
更
さ
れ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
し

て
蒼
井
翔
太
、飯
田
里
穂
、原
田
ひ
と
み
、田
中
真
奈

美
を
招
く
。メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
で
は
外
付
け
H
D
D

や
U
S
B
メ
モ
リ
を
販
売
し
た
。 

激
躍
の
編
集
を
役
員
で
行
い
、修
正
を
外
部
に
委
任
し
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
し

て
緑
川
光
、坂
口
大
助
、岸
尾
だ
い
す
け
、井
上
富
美

子
を
招
く
。

文
化
部
の
P
R
動
画
を
新
聞
会
協
力
の
も
と
作
成

し
た
。

激
躍
の
編
集
を
外
部
委
託
に
戻
し
た
。両
表
紙
化
、レ

イ
ア
ウ
ト
の
大
き
な
刷
新
な
ど
を
し
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
井
上
麻
里
奈
、藤
田
咲
、

M
C
と
し
て
カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル
を
招
き
声
優
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
。

引
き
続
き
激
躍
の
編
集
を
外
部
に
戻
し
た
。支
部
に

も
激
躍
の
担
当
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
作
業
の
効
率

化
を
図
っ
た
。去
年
の
デ
ザ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
さ
ら
に
良

い
も
の
に
変
更
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、声
優
の
上
坂
す
み
れ
さ

ん
、東
山
奈
央
さ
ん
、M
C
に
は
芸
人
の
カ
ン
フ
ー
ガ
ー

ル
さ
ん
を
招
き
文
化
会
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し

た
。5
0
0
人
の
枠
に
も
か
か
わ
ら
ず
、応
募
者
は

1
0
0
0
人
以
上
が
殺
到
し
大
変
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

激
躍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
大
人
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
し
て

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
八
王
子
支
部
の
激
躍
担
当
と

今
年
度
は
た
く
さ
ん
話
し
合
い
を
行
い
、ま
た
色
々
な

人
々
の
意
見
を
参
考
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
度
の
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
新
宿
祭
実
行

委
員
会
と
協
力
し
て
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
2
回
行
い

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

激
躍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
昨
年
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
、

よ
り
シ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
と
ま
し
た
。

ま
た
、八
王
子
支
部
の
激
躍
担
当
と
の
連
携
し
様
々
な

方
の
意
見
の
元
作
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
梶
裕
貴
さ
ん
、M
C
に

は
浦
和
希
さ
ん
を
招
き
開
催
し
ま
し
た
。直
前
の
対

応
な
ど
か
な
り
忙
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
新
宿

祭
実
行
委
員
会
と
協
力
し
、大
い
に
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

過
去
4
年
間
の
激
躍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
黄
と
青
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
年
か
ら
黒
と
白
を
ベ
ー
ス

と
し
、よ
り
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
ま

し
た
。ま
た
、文
化
会
メ
ン
バ
ー
に
も
デ
ザ
イ
ン
の
候
補

を
い
く
つ
か
提
示
し
、最
も
ウ
ケ
が
良
か
っ
た
物
を
選

定
し
ま
し
た
。今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。来
年
度
こ
そ
は
今
ま
で
通
り
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

激
躍
の
表
紙
は
、昨
年
度
同
様
、黒
と
白
を
ベ
ー
ス
に

し
、工
学
院
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
と
黄
色
を
差
し
色
に
取

り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

今
年
は
2
年
ぶ
り
に
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
い
う
初
め
て

の
試
み
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、大
い
に
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
73
回
新
宿
祭
の
テ
ー
マ
が「
和
」と
い
う
こ
と
で
、過
去

2
年
間
と
は
一
転
し
て
和
風
テ
イ
ス
ト
な
デ
ザ
イ
ン
に

仕
上
げ
ま
し
た
。

対
面
で
の
新
宿
祭
は
3
年
ぶ
り
で
か
つ
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ

る
人
数
制
限
が
設
け
ら
れ
、慌
た
だ
し
い
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、無
事
盛
況
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
激
躍
の
表
紙
は
、曲
線
と
直
線
を
不
規
則
に
並

べ
、イ
ン
パ
ク
ト
と
躍
動
感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し

た
。ま
た
、新
宿
際
で
は
木
村
良
平
さ
ん
、村
瀬
歩
さ
ん
、

M
C
と
し
て
カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル
の
お
二
人
を
招
き
、声
優

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。文
化
会
役
員
、学
園

祭
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、過
去
に
例

を
見
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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今
ま
で
自
治
会
傘
下
の
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た
映
画
研
究
会・

音
楽
部
・
写
真
部
・
天
文
部（
現
在
の
自
然
科
学
研
究

部
）の
4
サ
ー
ク
ル
に
よ
り
、文
科
系
連
絡
機
構
設
立
。

社
交
舞
踏
研
究
部
加
入
。

無
線
技
術
研
究
部
加
入
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ・美
術
意
匠
部
加
入
。

28
年
以
来
、現
在
の
文
化
会
の
前
身
と
し
て
組
織
を
構

成
し
て
き
た
。

今
ま
で
の
機
関
を「
工
学
院
大
学
Ⅰ
部
文
化
会
」と
命

名
す
る
。だ
が
、会
全
体
と
し
て
の
企
画
は
な
か
っ
た
。

詩
吟
部
入
会
。

電
子
技
術
研
究
部
。マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
入
会
。

工
学
院
大
学
校
舎
が
新
宿
と
八
王
子
に
分
け
ら
れ
、本

部
及
び
各
部
活
動
に
大
き
な
問
題
と
な
る
。こ
の
距
離

的
問
題
は
、現
在
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

海
外
工
業
技
術
移
住
研
究
部
入
会
。文
化
会
講
習
会
、

ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
フ
ェス
テ
イ
バ
ル
等
の
前
年
度
に
引
き
続
く

全
体
活
動
が
行
わ
れ
る
。

文
化
会「
萌
芽
」創
刊
。

新
た
に
E
･
S
･
S
が
入
会
。ま
た
、八
王
子
に
於
て

全
サ
ー
ク
ル
が
部
室
を
得
る
。「
文
化
会
の
集
い
」リ
ー

ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
等
が
行
わ
れ
る
。

前
年
度
と
同
様
の
活
動
が
持
た
れ
る
。だ
が
、本
部
と

各
部
と
の
連
帯
体
制
が
薄
れ
始
め
る
。

映
画
研
究
会
が
部
員
不
足
の
た
め
脱
会
。ま
た
、本
部

の
弱
体
傾
向
が
現
れ
て
き
た
が
、文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル（
長
谷
川
き
よ
し
、モ
ッ
プ
ス
を
招
く
）、リ
ー
ダ
ー
ス
キ

ヤ
ン
プ
を
半
ば
成
功
に
終
わ
ら
せ
た
。

落
語
研
究
会
入
会
。文
化
会
全
体
に
新
た
な
雰
囲
気
が

生
ま
れ
る
。だ
が
、こ
の
年
に
は
工
学
院
大
学
学
費
闘
争

に
よ
る
学
内
ス
ト
で
活
動
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
。し
か

し
、第
一
回
文
化
会
懇
談
会（
学
長
を
始
め
、各
部
顧
間
、

厚
生
補
導
部
の
方
々
が
参
加
）を
始
め
、会
則
改
正（
情

報
局
の
設
置
）、文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
ビ
リ
ー
バ
ン
バ

ン
を
招
く
）を
行
い
、今
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
会
誌

「
萌
芽
」を
改
め
、「
激
躍
」創
刊
号
の
発
行
に
至
る
。

映
画
研
究
会
、映
画
鑑
賞
研
究
会
が
衰
退
。

「
ラ
ン
プ
」発
行
。新
宿
校
舎
の
二
階
の
食
堂
前
に
、常
設

展
示
室
を
設
け
る
。E
･
S
･
S
が
清
泉
女
子
大
主

催
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
。

吹
奏
楽
部
入
会
。文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
山
本
コ
ー

タ
ロ
ー
と
少
年
探
偵
団
、ザ･

ラ
ニ
ア
ル
ズ
、バ
ズ
、や
ま
が

た
す
み
こ
を
招
く
。

大
学
移
転
問
題
に
対
す
る
署
名
運
動
が
行
わ
れ
る
。

学
生
意
識
調
査
結
果
を「
激
躍
」に
掲
載
す
る
。文
化

会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
五
輪
真
弓
を
招
く
。

文
化
会
会
則
が
改
正
さ
れ
る
。学
生
の
学
祭
に
対
す
る

意
識･

興
味
の
薄
さ
が
表
面
化
す
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
高
木
麻
早
、丘
蒸
気
、グ
ー

フ
ィ
ー
を
招
く
。

文
化
会
の
在
り
方
、激
躍
の
在
り
方
を
強
烈
に
打
ち
出
す
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
山
崎
ハ
コ
、丘
蒸
気
、寺
子
屋
、

柳
谷
小
三
治
を
招
く
。

電
子
技
術
研
究
部
が
全
日
本
生
録
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
。

会
員
の
文
化
会
に
意
識
が
深
ま
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
西
都
葉
子
、佐
藤
奈
々
子
を

招
く
。

K
P
F
R
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
谷
山
浩
子
、寒
暖
計
、吉
幾
三

を
招
く
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
テ
レ
ビ
番
組（
ザ･

ベ
ス
ト
テ
ン
）に
ピ
ン

ク
レ
デ
ィ
ー
の
バッ
ク
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
出
演
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ア
ル
フ
ィ
ー
、越
見
晴
、新
保

牧
代
、シ
テ
ィ
ク
ラ
フ
ト
を
招
く
。

写
真
部
が
30
周
年
を
迎
え
る
。

文
化
会
と
各
部
と
の
協
力
体
制
が
不
十
分
に
な
る
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
石
川
ひ
と
み
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

寺
田
薫
、葛
城
ユ
キ
を
招
く
。

自
然
研
究
部
が
30
周
年
を
迎
え
る
。

K
M
S
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
野
沢
那
智
を
招
く
。

八
王
子
部
室
棟
着
工
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
谷
山
浩
子
を
招
く
。

「
激
躍
」が
10
号
を
迎
え
る
。

八
王
子
に
部
室
棟
完
成
。

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
須
藤
薫
を
招
く
。

文
化
会
設
立
30
周
年
を
迎
え
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
麗
美
、T
A
R
A
K
O
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
森
尾
由
美
を
招
く
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
石
川
優
子
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
キ
ラ
ラ
＆
ウ
ラ
ラ
を
招
く
。

マ
ン
ガ
研
究
同
好
会
が
入
会
。

新
宿
文
体
室
が
文
化
会
室
と
し
て
独
立
。

学
生
部
主
催
の
懇
談
会
が
、こ
の
年
初
め
て
合
宿
形
式

で
富
士
吉
田
セ
ミ
ナ
ー
校
舎
で
行
わ
れ
る
。

新
宿
校
舎
再
開
発
計
画
で
、部
室
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

落
語
研
究
会
が
、第
二
回
白
鶴
杯
関
東
大
学
対
抗
落
語

選
手
権
に
て
、優
秀
賞
校
に
選
ば
れ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
飯
島
真
理
を
招
く
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
文
化
会
を
脱
会
。

マ
ン
ガ
研
究
同
好
会
が
部
に
昇
格
。

学
園
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
斎
藤
さ
お
り
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
渡
瀬
麻
記（
現
リ
ン
ド
バ
ー

グ
）を
招
く
。

新
宿
校
舎
新
大
学
棟
が
着
工
さ
れ
る
。

文
化
会
会
則
が
一
部
改
正
さ
れ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
森
川
美
穂
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
川
奈
雅
子
を
招
く
。

新
宿
校
舎
大
学
棟
完
成
。文
化
会
本
部
は
、大
学
棟
八
階

０
８
６
８
室
へ
引
越
し
を
す
る
。

部
室
が
こ
の
時
点
で
全
て
消
滅
。新
宿
校
合
で
の
活
動

が
不
可
能
に
な
る
部
活
が
出
て
く
る
。新
宿
校
舎
で
は

学
園
祭
に
お
け
る
展
示・発
表
が
活
動
の
主
体
に
な
る
。

講
演
会
に
高
見
恭
子
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
島
崎
路
子
を
招
く
。

講
演
会
に
古
舘
伊
知
郎
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
咲
浜
小
百
合
合
を
招
く
。

試
合
研
究
会
が
文
化
会
に
入
会
。計
18
サ
ー
ク
ル
。

自
然
科
学
研
究
部
が
40
周
年
記
念
誌
を
発
行
す
る
。

講
演
会
に
安
部
譲
二
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
吉
田
真
理
子
を
招
く
。

「
激
躍
」が
20
号
を
迎
え
る

新
宿
校
舎
中
層
棟
、エ
ス
テ
ッ
ク
情
報
ビ
ル
完
成
。文
化

会
本
部
は
、中
層
棟
地
下
2
階
B
2
8
6
室
へ
引
っ
越

し
す
る
。結
局
部
室
の
復
活
は
な
ら
ず
。音
楽
系
部
活

の
練
習
室
、ロ
ッ
カ
ー
が
設
置
さ
れ
る
。部
活
用
ロ
ッ
カ
ー

お
よ
び
ノ
ー
ト
設
置
が
地
下
二
階
に
移
転
。文
化
会
会

則
が
一
部
改
正
さ
れ
る
。

講
演
会
に
松
尾
貴
史
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
花
島
優
子
を
招
く
。

文
化
会
が
創
立
40
周
年
を
迎
え
る
。

講
演
会
の
代
わ
り
に
ボ
ン
バ
ー
マ
ン
大
会
を
開
催
す
る
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
細
川
ふ
み
え
を
招
く
。

ノ
ー
ト
置
き
場
が
中
層
棟
二
階
へ
移
転
。文
化
会
フ
ェス

テ
ィ
バ
ル
に
三
浦
理
恵
子
を
招
く
。

S
F
研
究
会
が
文
化
会
に
入
会
。計
19
サ
ー
ク
ル
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
雛
形
あ
き
こ
と
ブ
ー
マ
ー
を

招
く
。

S
F
研
究
会
の
活
動
が
活
発
化
。

八
王
子
の
部
室
棟
に
拡
充
を
望
む
が
、実
現
が
困
難
。

各
部
の
活
動
場
所
に
も
徐
々
に
支
障
が
出
て
切
れ
織

り
、早
急
な
部
室
問
題
の
解
決
が
望
ま
れ
る
。

文
化
会
フェス
テ
ィ
バ
ル
に
早
坂
好
恵
と
猿
岩
石
を
招
く
。

文
化
会
初
の
女
性
会
長
が
立
ち
、今
ま
で
に
な
い
飛
躍

的
な
活
動
を
し
て
文
化
会
全
体
を
盛
り
上
げ
る
。

S
F
研
究
会
は
正
式
な
部
と
な
り
他
団
体
と
の
向
暑

の
結
果
部
室
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
遠
藤
久
美
子
と
爆
笑
問
題

を
招
く
。

電
子
演
算
部
加
入
。

会
則
改
正
や
文
化
会
総
会
の
内
容
の
見
直
し
な
ど
改

革
が
進
む
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
、仲
間
由
紀

恵
、M
A
N
Z
A
I-

C
を
招
く
。

落
語
研
究
部
が
休
部
と
な
る
。文
化
会
会
則
を
一
部
改

正
し
、文
化
会
総
会
を
常
任
委
員
会
会
長
と
会
計
監

査
委
員
会
会
長
が
立
会
い
の
下
で
行
う
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ジ
ョ
ー
ダ
ン
ズ
、ス
マ
イ
リ
ー

キ
ク
チ
、テ
ツ
＆
ト
モ
の
お
笑
い
3
組
を
招
く
。

E
D
C
が
文
化
会
の
部
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。計
16

サ
ー
ク
ル
と
な
っ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、森
弘
子
、底
ぬ
け

A
I
R･

L
I
N
E
、T
o
k
y
o 

B
i
n
g
o 

D
y
n
a
m
i
t
e 

J
a
p
a
n
を
招
く
。

体
育
会
も
含
め
、部
室
不
足
の
問
題
が
浮
上
す
る
。文
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化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
テ
ツ
＆
ト
モ
、マ
ギ
ー
審
司
、

江
頭
２
：
５０
と
副
総
裁
、中
国
雑
技
団
を
招
く
。

U
4
が
部
に
昇
格
す
る
。こ
れ
に
よ
り
所
属
団
体
が

17
と
な
っ
た
。

役
員
の
数
が
少
な
く
苦
し
い
運
営
と
な
る
が
無
事
に

乗
り
切
っ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
例
年
よ
り
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
よ
う
だ
。中
国
雑
技
団
、あ
ば
れ
ヌ
ン
チ
ャ
ク
、パ
ペ
ッ

ト
マ
ペッ
ト
、い
つ
も
こ
こ
か
ら
を
招
く
。

健
康
増
進
法
施
行
に
伴
い
、新
宿
校
舎
が
全
面
禁
煙

と
な
り
地
下
1
階
に
喫
煙
室
が
設
け
ら
れ
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ク
ラ
ウ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
、あ
ば
れ

ヌ
ン
チ
ャ
ク
、鉄
拳
、マ
ギ
ー
審
司
を
招
く
。

工
学
院
大
犬
目
校
舎
が
で
き
る
。（
た
だ
し
、工
学
院

高
校
建
て
替
え
の
た
め
高
校
の
仮
校
舎
と
し
て
使
用
）

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、江

戸
む
ら
さ
き
、エ
レ
キ
コ
ミ
ッ
ク
を
招
く
。

E
D
C
及
び
無
線
技
術
研
究
部
が
休
部
に
な
る
。

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
さ
く
ら
ん
ぼ
ブ
ー
ビ
ー
、ア
ン

ジ
ャッ
シ
ュ
、ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
、中
国
雑
技
団
を
招
く
。

八
王
子
間
パ
ス
内
に
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
完
成
。

同
セ
ン
タ
ー
4
階
に
文
化
会
支
部
室
を
移
設
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
永
井
祐
一
郎（
ア
ク
セ
ル
ホ
ッ

パ
ー
）、ト
ー
タ
ル
テ
ン
ボ
ス
、博
多
華
丸
・
大
吉
、中
国

雑
技
団
を
招
く
。

U
4
廃
部
と
な
る
。

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
4
階
の
文
化
会
室
移
設
に

伴
い
、文
化
会
誌
部
の
活
動
が
活
発
化
す
る
。

「
新
宿
・八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」に
よ
り

両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
行
き
来
が
便
利
に
な
り
、各
部
の
活

動
が
よ
り
一
層
活
発
に
な
る
。文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
芋
洗
坂
係
長
、ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
、バ
カ
リ
ズ
ム
、球

舞
を
招
く
。

同
好
会
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た「
鉄
道
研
究
会
」が
文
化

会
の「
鉄
道
研
究
部
」へ
昇
格
す
る
。こ
れ
に
よ
り
所
属

団
体
数
が
15
と
な
る
。

好
評
に
応
え「
U
S
B
バ
ー
ゲ
ン
」の
開
催
期
間
を
二

日
間
に
増
や
し
た
。

昼
連
に
て
、毎
週
各
団
体
の
代
表
者
に
先
週
の
活
動
内

容
、お
よ
び
今
週
の
活
動
予
定
に
つ
い
て
発
表
を
し
て

も
ら
う
こ
と
で
文
化
会
と
各
部
の
連
携
を
高
め
た
。さ

ら
に
そ
の
内
容
を
学
生
課
に
報
告
す
る
こ
と
で
各
部
、

文
化
会
、学
校
の一
体
感
向
上
に
努
め
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
夙
川
ア
ト
ム
、ア
ン
ト
キ
の
猪

木
、中
国
雑
技
団
、キ
ン
グ
オ
ブ
コ
メ
デ
ィ
を
招
く
。

新
宿
祭
期
間
中
、例
年
好
評
に
つ
き
行
っ
て
い
る
格
安

販
売
を
今
年
は「
U
S
B
メ
モ
リ
、P
C
ア
ク
セ
サ
リ
、

ス
ピ
ー
カ
ー
、H
D
D
」等
の
品
物
に
し
て
2
日
間
行
い

好
評
を
得
た
。ま
た
、文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
今

年
は
ゲ
ス
ト
と
と
し
て
U
事
工
事
、ゆ
っ
た
り
感
、カ
ナ

リ
ヤ
、デ
ビ
ッ
ト・ラ
ム
ゼ
イ
を
招
き
開
催
し
た
。

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
入
学

式
の
縮
小
や
文
化
活
動
の
定
年
が
懸
念
さ
れ
た
が
、本

部
を
は
じ
め
各
部
と
も
今
度
の
後
半
に
は
従
来
の
活

動
体
制
を
取
り
戻
し
た
。ま
た
、恒
例
と
な
っ
て
い
る

新
宿
祭
期
間
中
の
文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、縄
レ

ン
ジ
ャ
ー
、サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
、ジ
ャ
ン
グ
ル
ボ
ー
ボ
ー
、

永
野
の
有
名
タ
レ
ン
ト
の
出
演
、文
化
会
所
属
サ
ー
ク

ル
の
協
力
、参
加
に
よ
り
盛
況
と
な
っ
た
。ま
た
、新
宿

祭
で
は「
U
S
B
メ
モ
リ
」等
の
販
売
、八
王
子
で
は

「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」が
例
年
同
様
実
施
さ
れ
、好
評
を

得
る
事
が
出
来
た
。

八
王
子
祭
で「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」を
行
え
な
か
っ
た
為
、

新
宿
祭
で
の「
メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
」を
外
付
け
H
D
D

や
外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
最
近
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、よ

り
一
層
豪
華
な
品
揃
え
に
し
て
三
日
間
行
っ
た
。文
化

会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

M
A
S
T
E
R
、K
A
M
I
Y
A
M
A
、張
師
、声
優

の
門
脇
舞
似
、大
橋
歩
夕
を
招
く
。

文
化
会
、体
育
会
両
委
員
会
の
同
好
会
規
則
を
す
り

合
わ
せ
、工
学
院
大
学
で
の
同
好
会
設
立
ま
で
の
流
れ

を
明
文
化
す
る
こ
と
で
工
学
院
の
課
外
活
動
の
活
発

化
の
た
め
の
土
壌
づ
く
り
を
行
う
。

２
０
２
０
年
東
京
に
て
第32

回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
が
決
定
し
、景
気
の
好
転
が
見
込
め
る
と
と
も
に
文

化
会
内
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
活
動
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
の
場
が
持
た
れ
た
。

例
年
通
り
八
王
子
祭
・
新
宿
祭
で
の「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」

「
メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
」は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
、文

化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
明
坂
聡
美
、岩
田
光
央
、金

田
朋
子
、岡
本
ナ
ミ
を
招
待
し
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

開
催
し
た
。

演
劇
同
好
会
が
設
立
さ
れ
た
。

激
躍
の
編
集
を
外
部
の
委
託
か
ら
役
員
で
行
う
よ
う

に
変
更
さ
れ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
し

て
蒼
井
翔
太
、飯
田
里
穂
、原
田
ひ
と
み
、田
中
真
奈

美
を
招
く
。メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
で
は
外
付
け
H
D
D

や
U
S
B
メ
モ
リ
を
販
売
し
た
。 

激
躍
の
編
集
を
役
員
で
行
い
、修
正
を
外
部
に
委
任
し
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
し

て
緑
川
光
、坂
口
大
助
、岸
尾
だ
い
す
け
、井
上
富
美

子
を
招
く
。

文
化
部
の
P
R
動
画
を
新
聞
会
協
力
の
も
と
作
成

し
た
。

激
躍
の
編
集
を
外
部
委
託
に
戻
し
た
。両
表
紙
化
、レ

イ
ア
ウ
ト
の
大
き
な
刷
新
な
ど
を
し
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
井
上
麻
里
奈
、藤
田
咲
、

M
C
と
し
て
カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル
を
招
き
声
優
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
。

引
き
続
き
激
躍
の
編
集
を
外
部
に
戻
し
た
。支
部
に

も
激
躍
の
担
当
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
作
業
の
効
率

化
を
図
っ
た
。去
年
の
デ
ザ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
さ
ら
に
良

い
も
の
に
変
更
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、声
優
の
上
坂
す
み
れ
さ

ん
、東
山
奈
央
さ
ん
、M
C
に
は
芸
人
の
カ
ン
フ
ー
ガ
ー

ル
さ
ん
を
招
き
文
化
会
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し

た
。5
0
0
人
の
枠
に
も
か
か
わ
ら
ず
、応
募
者
は

1
0
0
0
人
以
上
が
殺
到
し
大
変
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

激
躍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
大
人
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
し
て

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
八
王
子
支
部
の
激
躍
担
当
と

今
年
度
は
た
く
さ
ん
話
し
合
い
を
行
い
、ま
た
色
々
な

人
々
の
意
見
を
参
考
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
度
の
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
新
宿
祭
実
行

委
員
会
と
協
力
し
て
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
2
回
行
い

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

激
躍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
昨
年
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
、

よ
り
シ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
と
ま
し
た
。

ま
た
、八
王
子
支
部
の
激
躍
担
当
と
の
連
携
し
様
々
な

方
の
意
見
の
元
作
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
梶
裕
貴
さ
ん
、M
C
に

は
浦
和
希
さ
ん
を
招
き
開
催
し
ま
し
た
。直
前
の
対

応
な
ど
か
な
り
忙
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
新
宿

祭
実
行
委
員
会
と
協
力
し
、大
い
に
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

過
去
4
年
間
の
激
躍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
黄
と
青
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
年
か
ら
黒
と
白
を
ベ
ー
ス

と
し
、よ
り
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
ま

し
た
。ま
た
、文
化
会
メ
ン
バ
ー
に
も
デ
ザ
イ
ン
の
候
補

を
い
く
つ
か
提
示
し
、最
も
ウ
ケ
が
良
か
っ
た
物
を
選

定
し
ま
し
た
。今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。来
年
度
こ
そ
は
今
ま
で
通
り
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

激
躍
の
表
紙
は
、昨
年
度
同
様
、黒
と
白
を
ベ
ー
ス
に

し
、工
学
院
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
と
黄
色
を
差
し
色
に
取

り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

今
年
は
2
年
ぶ
り
に
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
い
う
初
め
て

の
試
み
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、大
い
に
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
73
回
新
宿
祭
の
テ
ー
マ
が「
和
」と
い
う
こ
と
で
、過
去

2
年
間
と
は
一
転
し
て
和
風
テ
イ
ス
ト
な
デ
ザ
イ
ン
に

仕
上
げ
ま
し
た
。

対
面
で
の
新
宿
祭
は
3
年
ぶ
り
で
か
つ
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ

る
人
数
制
限
が
設
け
ら
れ
、慌
た
だ
し
い
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、無
事
盛
況
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
激
躍
の
表
紙
は
、曲
線
と
直
線
を
不
規
則
に
並

べ
、イ
ン
パ
ク
ト
と
躍
動
感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し

た
。ま
た
、新
宿
際
で
は
木
村
良
平
さ
ん
、村
瀬
歩
さ
ん
、

M
C
と
し
て
カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル
の
お
二
人
を
招
き
、声
優

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。文
化
会
役
員
、学
園

祭
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、過
去
に
例

を
見
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

令
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令
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年

平
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年

平
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年

平
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平
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年

平
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年

令
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今
ま
で
自
治
会
傘
下
の
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た
映
画
研
究
会・

音
楽
部
・
写
真
部
・
天
文
部（
現
在
の
自
然
科
学
研
究

部
）の
4
サ
ー
ク
ル
に
よ
り
、文
科
系
連
絡
機
構
設
立
。

社
交
舞
踏
研
究
部
加
入
。

無
線
技
術
研
究
部
加
入
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ・美
術
意
匠
部
加
入
。

28
年
以
来
、現
在
の
文
化
会
の
前
身
と
し
て
組
織
を
構

成
し
て
き
た
。

今
ま
で
の
機
関
を「
工
学
院
大
学
Ⅰ
部
文
化
会
」と
命

名
す
る
。だ
が
、会
全
体
と
し
て
の
企
画
は
な
か
っ
た
。

詩
吟
部
入
会
。

電
子
技
術
研
究
部
。マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
入
会
。

工
学
院
大
学
校
舎
が
新
宿
と
八
王
子
に
分
け
ら
れ
、本

部
及
び
各
部
活
動
に
大
き
な
問
題
と
な
る
。こ
の
距
離

的
問
題
は
、現
在
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

海
外
工
業
技
術
移
住
研
究
部
入
会
。文
化
会
講
習
会
、

ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
フ
ェス
テ
イ
バ
ル
等
の
前
年
度
に
引
き
続
く

全
体
活
動
が
行
わ
れ
る
。

文
化
会「
萌
芽
」創
刊
。

新
た
に
E
･
S
･
S
が
入
会
。ま
た
、八
王
子
に
於
て

全
サ
ー
ク
ル
が
部
室
を
得
る
。「
文
化
会
の
集
い
」リ
ー

ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
等
が
行
わ
れ
る
。

前
年
度
と
同
様
の
活
動
が
持
た
れ
る
。だ
が
、本
部
と

各
部
と
の
連
帯
体
制
が
薄
れ
始
め
る
。

映
画
研
究
会
が
部
員
不
足
の
た
め
脱
会
。ま
た
、本
部

の
弱
体
傾
向
が
現
れ
て
き
た
が
、文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル（
長
谷
川
き
よ
し
、モ
ッ
プ
ス
を
招
く
）、リ
ー
ダ
ー
ス
キ

ヤ
ン
プ
を
半
ば
成
功
に
終
わ
ら
せ
た
。

落
語
研
究
会
入
会
。文
化
会
全
体
に
新
た
な
雰
囲
気
が

生
ま
れ
る
。だ
が
、こ
の
年
に
は
工
学
院
大
学
学
費
闘
争

に
よ
る
学
内
ス
ト
で
活
動
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
。し
か

し
、第
一
回
文
化
会
懇
談
会（
学
長
を
始
め
、各
部
顧
間
、

厚
生
補
導
部
の
方
々
が
参
加
）を
始
め
、会
則
改
正（
情

報
局
の
設
置
）、文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル（
ビ
リ
ー
バ
ン
バ

ン
を
招
く
）を
行
い
、今
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
会
誌

「
萌
芽
」を
改
め
、「
激
躍
」創
刊
号
の
発
行
に
至
る
。

映
画
研
究
会
、映
画
鑑
賞
研
究
会
が
衰
退
。

「
ラ
ン
プ
」発
行
。新
宿
校
舎
の
二
階
の
食
堂
前
に
、常
設

展
示
室
を
設
け
る
。E
･
S
･
S
が
清
泉
女
子
大
主
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昭
和
28
年

昭
和
30
年

昭
和
32
年

昭
和
33
年

昭
和
35
年

昭
和
37
年

昭
和
38
年

昭
和
39
年

昭
和
40
年

昭
和
41
年

昭
和
43
年

昭
和
44
年

昭
和
45
年

昭
和
46
年

昭
和
47
年

昭
和
48
年

催
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
。

吹
奏
楽
部
入
会
。文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
山
本
コ
ー

タ
ロ
ー
と
少
年
探
偵
団
、ザ･

ラ
ニ
ア
ル
ズ
、バ
ズ
、や
ま
が

た
す
み
こ
を
招
く
。

大
学
移
転
問
題
に
対
す
る
署
名
運
動
が
行
わ
れ
る
。

学
生
意
識
調
査
結
果
を「
激
躍
」に
掲
載
す
る
。文
化

会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
五
輪
真
弓
を
招
く
。

文
化
会
会
則
が
改
正
さ
れ
る
。学
生
の
学
祭
に
対
す
る

意
識･

興
味
の
薄
さ
が
表
面
化
す
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
高
木
麻
早
、丘
蒸
気
、グ
ー

フ
ィ
ー
を
招
く
。

文
化
会
の
在
り
方
、激
躍
の
在
り
方
を
強
烈
に
打
ち
出
す
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
山
崎
ハ
コ
、丘
蒸
気
、寺
子
屋
、

柳
谷
小
三
治
を
招
く
。

電
子
技
術
研
究
部
が
全
日
本
生
録
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
。

会
員
の
文
化
会
に
意
識
が
深
ま
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
西
都
葉
子
、佐
藤
奈
々
子
を

招
く
。

K
P
F
R
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
谷
山
浩
子
、寒
暖
計
、吉
幾
三

を
招
く
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
テ
レ
ビ
番
組（
ザ･

ベ
ス
ト
テ
ン
）に
ピ
ン

ク
レ
デ
ィ
ー
の
バッ
ク
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
出
演
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ア
ル
フ
ィ
ー
、越
見
晴
、新
保

牧
代
、シ
テ
ィ
ク
ラ
フ
ト
を
招
く
。

写
真
部
が
30
周
年
を
迎
え
る
。

文
化
会
と
各
部
と
の
協
力
体
制
が
不
十
分
に
な
る
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
石
川
ひ
と
み
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

寺
田
薫
、葛
城
ユ
キ
を
招
く
。

自
然
研
究
部
が
30
周
年
を
迎
え
る
。

K
M
S
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
野
沢
那
智
を
招
く
。

八
王
子
部
室
棟
着
工
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
谷
山
浩
子
を
招
く
。

「
激
躍
」が
10
号
を
迎
え
る
。

八
王
子
に
部
室
棟
完
成
。

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
須
藤
薫
を
招
く
。

文
化
会
設
立
30
周
年
を
迎
え
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
麗
美
、T
A
R
A
K
O
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
森
尾
由
美
を
招
く
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
石
川
優
子
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
キ
ラ
ラ
＆
ウ
ラ
ラ
を
招
く
。

マ
ン
ガ
研
究
同
好
会
が
入
会
。

新
宿
文
体
室
が
文
化
会
室
と
し
て
独
立
。

学
生
部
主
催
の
懇
談
会
が
、こ
の
年
初
め
て
合
宿
形
式

で
富
士
吉
田
セ
ミ
ナ
ー
校
舎
で
行
わ
れ
る
。

新
宿
校
舎
再
開
発
計
画
で
、部
室
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

落
語
研
究
会
が
、第
二
回
白
鶴
杯
関
東
大
学
対
抗
落
語

選
手
権
に
て
、優
秀
賞
校
に
選
ば
れ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
飯
島
真
理
を
招
く
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
文
化
会
を
脱
会
。

マ
ン
ガ
研
究
同
好
会
が
部
に
昇
格
。

学
園
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
斎
藤
さ
お
り
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
渡
瀬
麻
記（
現
リ
ン
ド
バ
ー

グ
）を
招
く
。

新
宿
校
舎
新
大
学
棟
が
着
工
さ
れ
る
。

文
化
会
会
則
が
一
部
改
正
さ
れ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
森
川
美
穂
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
川
奈
雅
子
を
招
く
。

新
宿
校
舎
大
学
棟
完
成
。文
化
会
本
部
は
、大
学
棟
八
階

０
８
６
８
室
へ
引
越
し
を
す
る
。

部
室
が
こ
の
時
点
で
全
て
消
滅
。新
宿
校
合
で
の
活
動

が
不
可
能
に
な
る
部
活
が
出
て
く
る
。新
宿
校
舎
で
は

学
園
祭
に
お
け
る
展
示・発
表
が
活
動
の
主
体
に
な
る
。

講
演
会
に
高
見
恭
子
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
島
崎
路
子
を
招
く
。

講
演
会
に
古
舘
伊
知
郎
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
咲
浜
小
百
合
合
を
招
く
。

試
合
研
究
会
が
文
化
会
に
入
会
。計
18
サ
ー
ク
ル
。

自
然
科
学
研
究
部
が
40
周
年
記
念
誌
を
発
行
す
る
。

講
演
会
に
安
部
譲
二
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
吉
田
真
理
子
を
招
く
。

「
激
躍
」が
20
号
を
迎
え
る

新
宿
校
舎
中
層
棟
、エ
ス
テ
ッ
ク
情
報
ビ
ル
完
成
。文
化

会
本
部
は
、中
層
棟
地
下
2
階
B
2
8
6
室
へ
引
っ
越

し
す
る
。結
局
部
室
の
復
活
は
な
ら
ず
。音
楽
系
部
活

の
練
習
室
、ロ
ッ
カ
ー
が
設
置
さ
れ
る
。部
活
用
ロ
ッ
カ
ー

お
よ
び
ノ
ー
ト
設
置
が
地
下
二
階
に
移
転
。文
化
会
会

則
が
一
部
改
正
さ
れ
る
。

講
演
会
に
松
尾
貴
史
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
花
島
優
子
を
招
く
。

文
化
会
が
創
立
40
周
年
を
迎
え
る
。

講
演
会
の
代
わ
り
に
ボ
ン
バ
ー
マ
ン
大
会
を
開
催
す
る
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
細
川
ふ
み
え
を
招
く
。

ノ
ー
ト
置
き
場
が
中
層
棟
二
階
へ
移
転
。文
化
会
フ
ェス

テ
ィ
バ
ル
に
三
浦
理
恵
子
を
招
く
。

S
F
研
究
会
が
文
化
会
に
入
会
。計
19
サ
ー
ク
ル
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
雛
形
あ
き
こ
と
ブ
ー
マ
ー
を

招
く
。

S
F
研
究
会
の
活
動
が
活
発
化
。

八
王
子
の
部
室
棟
に
拡
充
を
望
む
が
、実
現
が
困
難
。

各
部
の
活
動
場
所
に
も
徐
々
に
支
障
が
出
て
切
れ
織

り
、早
急
な
部
室
問
題
の
解
決
が
望
ま
れ
る
。

文
化
会
フェス
テ
ィ
バ
ル
に
早
坂
好
恵
と
猿
岩
石
を
招
く
。

文
化
会
初
の
女
性
会
長
が
立
ち
、今
ま
で
に
な
い
飛
躍

的
な
活
動
を
し
て
文
化
会
全
体
を
盛
り
上
げ
る
。

S
F
研
究
会
は
正
式
な
部
と
な
り
他
団
体
と
の
向
暑

の
結
果
部
室
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
遠
藤
久
美
子
と
爆
笑
問
題

を
招
く
。

電
子
演
算
部
加
入
。

会
則
改
正
や
文
化
会
総
会
の
内
容
の
見
直
し
な
ど
改

革
が
進
む
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
、仲
間
由
紀

恵
、M
A
N
Z
A
I-

C
を
招
く
。

落
語
研
究
部
が
休
部
と
な
る
。文
化
会
会
則
を
一
部
改

正
し
、文
化
会
総
会
を
常
任
委
員
会
会
長
と
会
計
監

査
委
員
会
会
長
が
立
会
い
の
下
で
行
う
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ジ
ョ
ー
ダ
ン
ズ
、ス
マ
イ
リ
ー

キ
ク
チ
、テ
ツ
＆
ト
モ
の
お
笑
い
3
組
を
招
く
。

E
D
C
が
文
化
会
の
部
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。計
16

サ
ー
ク
ル
と
な
っ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、森
弘
子
、底
ぬ
け

A
I
R･

L
I
N
E
、T
o
k
y
o 

B
i
n
g
o 

D
y
n
a
m
i
t
e 

J
a
p
a
n
を
招
く
。

体
育
会
も
含
め
、部
室
不
足
の
問
題
が
浮
上
す
る
。文

化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
テ
ツ
＆
ト
モ
、マ
ギ
ー
審
司
、

江
頭
２
：
５０
と
副
総
裁
、中
国
雑
技
団
を
招
く
。

U
4
が
部
に
昇
格
す
る
。こ
れ
に
よ
り
所
属
団
体
が

17
と
な
っ
た
。

役
員
の
数
が
少
な
く
苦
し
い
運
営
と
な
る
が
無
事
に

乗
り
切
っ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
例
年
よ
り
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
よ
う
だ
。中
国
雑
技
団
、あ
ば
れ
ヌ
ン
チ
ャ
ク
、パ
ペ
ッ

ト
マ
ペッ
ト
、い
つ
も
こ
こ
か
ら
を
招
く
。

健
康
増
進
法
施
行
に
伴
い
、新
宿
校
舎
が
全
面
禁
煙

と
な
り
地
下
1
階
に
喫
煙
室
が
設
け
ら
れ
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ク
ラ
ウ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
、あ
ば
れ

ヌ
ン
チ
ャ
ク
、鉄
拳
、マ
ギ
ー
審
司
を
招
く
。

工
学
院
大
犬
目
校
舎
が
で
き
る
。（
た
だ
し
、工
学
院

高
校
建
て
替
え
の
た
め
高
校
の
仮
校
舎
と
し
て
使
用
）

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、江

戸
む
ら
さ
き
、エ
レ
キ
コ
ミ
ッ
ク
を
招
く
。

E
D
C
及
び
無
線
技
術
研
究
部
が
休
部
に
な
る
。

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
さ
く
ら
ん
ぼ
ブ
ー
ビ
ー
、ア
ン

ジ
ャッ
シ
ュ
、ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
、中
国
雑
技
団
を
招
く
。

八
王
子
間
パ
ス
内
に
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
完
成
。

同
セ
ン
タ
ー
4
階
に
文
化
会
支
部
室
を
移
設
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
永
井
祐
一
郎（
ア
ク
セ
ル
ホ
ッ

パ
ー
）、ト
ー
タ
ル
テ
ン
ボ
ス
、博
多
華
丸
・
大
吉
、中
国

雑
技
団
を
招
く
。

U
4
廃
部
と
な
る
。

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
4
階
の
文
化
会
室
移
設
に

伴
い
、文
化
会
誌
部
の
活
動
が
活
発
化
す
る
。

「
新
宿
・八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」に
よ
り

両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
行
き
来
が
便
利
に
な
り
、各
部
の
活

動
が
よ
り
一
層
活
発
に
な
る
。文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
芋
洗
坂
係
長
、ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
、バ
カ
リ
ズ
ム
、球

舞
を
招
く
。

同
好
会
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た「
鉄
道
研
究
会
」が
文
化

会
の「
鉄
道
研
究
部
」へ
昇
格
す
る
。こ
れ
に
よ
り
所
属

団
体
数
が
15
と
な
る
。

好
評
に
応
え「
U
S
B
バ
ー
ゲ
ン
」の
開
催
期
間
を
二

日
間
に
増
や
し
た
。

昼
連
に
て
、毎
週
各
団
体
の
代
表
者
に
先
週
の
活
動
内

容
、お
よ
び
今
週
の
活
動
予
定
に
つ
い
て
発
表
を
し
て

も
ら
う
こ
と
で
文
化
会
と
各
部
の
連
携
を
高
め
た
。さ

ら
に
そ
の
内
容
を
学
生
課
に
報
告
す
る
こ
と
で
各
部
、

文
化
会
、学
校
の一
体
感
向
上
に
努
め
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
夙
川
ア
ト
ム
、ア
ン
ト
キ
の
猪

木
、中
国
雑
技
団
、キ
ン
グ
オ
ブ
コ
メ
デ
ィ
を
招
く
。

新
宿
祭
期
間
中
、例
年
好
評
に
つ
き
行
っ
て
い
る
格
安

販
売
を
今
年
は「
U
S
B
メ
モ
リ
、P
C
ア
ク
セ
サ
リ
、

ス
ピ
ー
カ
ー
、H
D
D
」等
の
品
物
に
し
て
2
日
間
行
い

好
評
を
得
た
。ま
た
、文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
今

年
は
ゲ
ス
ト
と
と
し
て
U
事
工
事
、ゆ
っ
た
り
感
、カ
ナ

リ
ヤ
、デ
ビ
ッ
ト・ラ
ム
ゼ
イ
を
招
き
開
催
し
た
。

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
入
学

式
の
縮
小
や
文
化
活
動
の
定
年
が
懸
念
さ
れ
た
が
、本

部
を
は
じ
め
各
部
と
も
今
度
の
後
半
に
は
従
来
の
活

動
体
制
を
取
り
戻
し
た
。ま
た
、恒
例
と
な
っ
て
い
る

新
宿
祭
期
間
中
の
文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、縄
レ

ン
ジ
ャ
ー
、サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
、ジ
ャ
ン
グ
ル
ボ
ー
ボ
ー
、

永
野
の
有
名
タ
レ
ン
ト
の
出
演
、文
化
会
所
属
サ
ー
ク

ル
の
協
力
、参
加
に
よ
り
盛
況
と
な
っ
た
。ま
た
、新
宿

祭
で
は「
U
S
B
メ
モ
リ
」等
の
販
売
、八
王
子
で
は

「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」が
例
年
同
様
実
施
さ
れ
、好
評
を

得
る
事
が
出
来
た
。

八
王
子
祭
で「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」を
行
え
な
か
っ
た
為
、

新
宿
祭
で
の「
メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
」を
外
付
け
H
D
D

や
外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
最
近
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、よ

り
一
層
豪
華
な
品
揃
え
に
し
て
三
日
間
行
っ
た
。文
化

会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

M
A
S
T
E
R
、K
A
M
I
Y
A
M
A
、張
師
、声
優

の
門
脇
舞
似
、大
橋
歩
夕
を
招
く
。

文
化
会
、体
育
会
両
委
員
会
の
同
好
会
規
則
を
す
り

合
わ
せ
、工
学
院
大
学
で
の
同
好
会
設
立
ま
で
の
流
れ

を
明
文
化
す
る
こ
と
で
工
学
院
の
課
外
活
動
の
活
発

化
の
た
め
の
土
壌
づ
く
り
を
行
う
。

２
０
２
０
年
東
京
に
て
第32

回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
が
決
定
し
、景
気
の
好
転
が
見
込
め
る
と
と
も
に
文

化
会
内
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
活
動
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
の
場
が
持
た
れ
た
。

例
年
通
り
八
王
子
祭
・
新
宿
祭
で
の「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」

「
メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
」は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
、文

化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
明
坂
聡
美
、岩
田
光
央
、金

田
朋
子
、岡
本
ナ
ミ
を
招
待
し
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

開
催
し
た
。

演
劇
同
好
会
が
設
立
さ
れ
た
。

激
躍
の
編
集
を
外
部
の
委
託
か
ら
役
員
で
行
う
よ
う

に
変
更
さ
れ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
し

て
蒼
井
翔
太
、飯
田
里
穂
、原
田
ひ
と
み
、田
中
真
奈

美
を
招
く
。メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
で
は
外
付
け
H
D
D

や
U
S
B
メ
モ
リ
を
販
売
し
た
。 

激
躍
の
編
集
を
役
員
で
行
い
、修
正
を
外
部
に
委
任
し
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
し

て
緑
川
光
、坂
口
大
助
、岸
尾
だ
い
す
け
、井
上
富
美

子
を
招
く
。

文
化
部
の
P
R
動
画
を
新
聞
会
協
力
の
も
と
作
成

し
た
。

激
躍
の
編
集
を
外
部
委
託
に
戻
し
た
。両
表
紙
化
、レ

イ
ア
ウ
ト
の
大
き
な
刷
新
な
ど
を
し
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
井
上
麻
里
奈
、藤
田
咲
、

M
C
と
し
て
カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル
を
招
き
声
優
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
。

引
き
続
き
激
躍
の
編
集
を
外
部
に
戻
し
た
。支
部
に

も
激
躍
の
担
当
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
作
業
の
効
率

化
を
図
っ
た
。去
年
の
デ
ザ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
さ
ら
に
良

い
も
の
に
変
更
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、声
優
の
上
坂
す
み
れ
さ

ん
、東
山
奈
央
さ
ん
、M
C
に
は
芸
人
の
カ
ン
フ
ー
ガ
ー

ル
さ
ん
を
招
き
文
化
会
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し

た
。5
0
0
人
の
枠
に
も
か
か
わ
ら
ず
、応
募
者
は

1
0
0
0
人
以
上
が
殺
到
し
大
変
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

激
躍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
大
人
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
し
て

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
八
王
子
支
部
の
激
躍
担
当
と

今
年
度
は
た
く
さ
ん
話
し
合
い
を
行
い
、ま
た
色
々
な

人
々
の
意
見
を
参
考
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
度
の
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
新
宿
祭
実
行

委
員
会
と
協
力
し
て
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
2
回
行
い

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

激
躍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
昨
年
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
、

よ
り
シ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
と
ま
し
た
。

ま
た
、八
王
子
支
部
の
激
躍
担
当
と
の
連
携
し
様
々
な

方
の
意
見
の
元
作
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
梶
裕
貴
さ
ん
、M
C
に

は
浦
和
希
さ
ん
を
招
き
開
催
し
ま
し
た
。直
前
の
対

応
な
ど
か
な
り
忙
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
新
宿

祭
実
行
委
員
会
と
協
力
し
、大
い
に
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

過
去
4
年
間
の
激
躍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
黄
と
青
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
年
か
ら
黒
と
白
を
ベ
ー
ス

と
し
、よ
り
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
ま

し
た
。ま
た
、文
化
会
メ
ン
バ
ー
に
も
デ
ザ
イ
ン
の
候
補

を
い
く
つ
か
提
示
し
、最
も
ウ
ケ
が
良
か
っ
た
物
を
選

定
し
ま
し
た
。今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。来
年
度
こ
そ
は
今
ま
で
通
り
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

激
躍
の
表
紙
は
、昨
年
度
同
様
、黒
と
白
を
ベ
ー
ス
に

し
、工
学
院
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
と
黄
色
を
差
し
色
に
取

り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

今
年
は
2
年
ぶ
り
に
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
い
う
初
め
て

の
試
み
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、大
い
に
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
73
回
新
宿
祭
の
テ
ー
マ
が「
和
」と
い
う
こ
と
で
、過
去

2
年
間
と
は
一
転
し
て
和
風
テ
イ
ス
ト
な
デ
ザ
イ
ン
に

仕
上
げ
ま
し
た
。

対
面
で
の
新
宿
祭
は
3
年
ぶ
り
で
か
つ
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ

る
人
数
制
限
が
設
け
ら
れ
、慌
た
だ
し
い
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、無
事
盛
況
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
激
躍
の
表
紙
は
、曲
線
と
直
線
を
不
規
則
に
並

べ
、イ
ン
パ
ク
ト
と
躍
動
感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し

た
。ま
た
、新
宿
際
で
は
木
村
良
平
さ
ん
、村
瀬
歩
さ
ん
、

M
C
と
し
て
カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル
の
お
二
人
を
招
き
、声
優

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。文
化
会
役
員
、学
園

祭
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、過
去
に
例

を
見
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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今
ま
で
自
治
会
傘
下
の
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た
映
画
研
究
会・

音
楽
部
・
写
真
部
・
天
文
部（
現
在
の
自
然
科
学
研
究

部
）の
4
サ
ー
ク
ル
に
よ
り
、文
科
系
連
絡
機
構
設
立
。

社
交
舞
踏
研
究
部
加
入
。

無
線
技
術
研
究
部
加
入
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ・美
術
意
匠
部
加
入
。

28
年
以
来
、現
在
の
文
化
会
の
前
身
と
し
て
組
織
を
構

成
し
て
き
た
。

今
ま
で
の
機
関
を「
工
学
院
大
学
Ⅰ
部
文
化
会
」と
命

名
す
る
。だ
が
、会
全
体
と
し
て
の
企
画
は
な
か
っ
た
。

詩
吟
部
入
会
。

電
子
技
術
研
究
部
。マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
入
会
。

工
学
院
大
学
校
舎
が
新
宿
と
八
王
子
に
分
け
ら
れ
、本

部
及
び
各
部
活
動
に
大
き
な
問
題
と
な
る
。こ
の
距
離

的
問
題
は
、現
在
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

海
外
工
業
技
術
移
住
研
究
部
入
会
。文
化
会
講
習
会
、

ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
フ
ェス
テ
イ
バ
ル
等
の
前
年
度
に
引
き
続
く

全
体
活
動
が
行
わ
れ
る
。

文
化
会「
萌
芽
」創
刊
。

新
た
に
E
･
S
･
S
が
入
会
。ま
た
、八
王
子
に
於
て

全
サ
ー
ク
ル
が
部
室
を
得
る
。「
文
化
会
の
集
い
」リ
ー

ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
等
が
行
わ
れ
る
。

前
年
度
と
同
様
の
活
動
が
持
た
れ
る
。だ
が
、本
部
と

各
部
と
の
連
帯
体
制
が
薄
れ
始
め
る
。

映
画
研
究
会
が
部
員
不
足
の
た
め
脱
会
。ま
た
、本
部

の
弱
体
傾
向
が
現
れ
て
き
た
が
、文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル（
長
谷
川
き
よ
し
、モ
ッ
プ
ス
を
招
く
）、リ
ー
ダ
ー
ス
キ

ヤ
ン
プ
を
半
ば
成
功
に
終
わ
ら
せ
た
。

落
語
研
究
会
入
会
。文
化
会
全
体
に
新
た
な
雰
囲
気
が

生
ま
れ
る
。だ
が
、こ
の
年
に
は
工
学
院
大
学
学
費
闘
争

に
よ
る
学
内
ス
ト
で
活
動
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
。し
か

し
、第
一
回
文
化
会
懇
談
会（
学
長
を
始
め
、各
部
顧
間
、

厚
生
補
導
部
の
方
々
が
参
加
）を
始
め
、会
則
改
正（
情

報
局
の
設
置
）、文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル（
ビ
リ
ー
バ
ン
バ

ン
を
招
く
）を
行
い
、今
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
会
誌

「
萌
芽
」を
改
め
、「
激
躍
」創
刊
号
の
発
行
に
至
る
。

映
画
研
究
会
、映
画
鑑
賞
研
究
会
が
衰
退
。

「
ラ
ン
プ
」発
行
。新
宿
校
舎
の
二
階
の
食
堂
前
に
、常
設

展
示
室
を
設
け
る
。E
･
S
･
S
が
清
泉
女
子
大
主
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昭
和
28
年

昭
和
30
年

昭
和
32
年

昭
和
33
年

昭
和
35
年

昭
和
37
年

昭
和
38
年

昭
和
39
年

昭
和
40
年

昭
和
41
年

昭
和
43
年

昭
和
44
年

昭
和
45
年

昭
和
46
年

昭
和
47
年

昭
和
48
年

催
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
。

吹
奏
楽
部
入
会
。文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
山
本
コ
ー

タ
ロ
ー
と
少
年
探
偵
団
、ザ･

ラ
ニ
ア
ル
ズ
、バ
ズ
、や
ま
が

た
す
み
こ
を
招
く
。

大
学
移
転
問
題
に
対
す
る
署
名
運
動
が
行
わ
れ
る
。

学
生
意
識
調
査
結
果
を「
激
躍
」に
掲
載
す
る
。文
化

会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
五
輪
真
弓
を
招
く
。

文
化
会
会
則
が
改
正
さ
れ
る
。学
生
の
学
祭
に
対
す
る

意
識･

興
味
の
薄
さ
が
表
面
化
す
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
高
木
麻
早
、丘
蒸
気
、グ
ー

フ
ィ
ー
を
招
く
。

文
化
会
の
在
り
方
、激
躍
の
在
り
方
を
強
烈
に
打
ち
出
す
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
山
崎
ハ
コ
、丘
蒸
気
、寺
子
屋
、

柳
谷
小
三
治
を
招
く
。

電
子
技
術
研
究
部
が
全
日
本
生
録
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
。

会
員
の
文
化
会
に
意
識
が
深
ま
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
西
都
葉
子
、佐
藤
奈
々
子
を

招
く
。

K
P
F
R
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
谷
山
浩
子
、寒
暖
計
、吉
幾
三

を
招
く
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
テ
レ
ビ
番
組（
ザ･

ベ
ス
ト
テ
ン
）に
ピ
ン

ク
レ
デ
ィ
ー
の
バッ
ク
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
出
演
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ア
ル
フ
ィ
ー
、越
見
晴
、新
保

牧
代
、シ
テ
ィ
ク
ラ
フ
ト
を
招
く
。

写
真
部
が
30
周
年
を
迎
え
る
。

文
化
会
と
各
部
と
の
協
力
体
制
が
不
十
分
に
な
る
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
石
川
ひ
と
み
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

寺
田
薫
、葛
城
ユ
キ
を
招
く
。

自
然
研
究
部
が
30
周
年
を
迎
え
る
。

K
M
S
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
野
沢
那
智
を
招
く
。

八
王
子
部
室
棟
着
工
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
谷
山
浩
子
を
招
く
。

「
激
躍
」が
10
号
を
迎
え
る
。

八
王
子
に
部
室
棟
完
成
。

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会
が
部
に
昇
格
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
須
藤
薫
を
招
く
。

文
化
会
設
立
30
周
年
を
迎
え
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
麗
美
、T
A
R
A
K
O
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
森
尾
由
美
を
招
く
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
石
川
優
子
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
キ
ラ
ラ
＆
ウ
ラ
ラ
を
招
く
。

マ
ン
ガ
研
究
同
好
会
が
入
会
。

新
宿
文
体
室
が
文
化
会
室
と
し
て
独
立
。

学
生
部
主
催
の
懇
談
会
が
、こ
の
年
初
め
て
合
宿
形
式

で
富
士
吉
田
セ
ミ
ナ
ー
校
舎
で
行
わ
れ
る
。

新
宿
校
舎
再
開
発
計
画
で
、部
室
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

落
語
研
究
会
が
、第
二
回
白
鶴
杯
関
東
大
学
対
抗
落
語

選
手
権
に
て
、優
秀
賞
校
に
選
ば
れ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
飯
島
真
理
を
招
く
。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
文
化
会
を
脱
会
。

マ
ン
ガ
研
究
同
好
会
が
部
に
昇
格
。

学
園
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
斎
藤
さ
お
り
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
渡
瀬
麻
記（
現
リ
ン
ド
バ
ー

グ
）を
招
く
。

新
宿
校
舎
新
大
学
棟
が
着
工
さ
れ
る
。

文
化
会
会
則
が
一
部
改
正
さ
れ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
森
川
美
穂
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
川
奈
雅
子
を
招
く
。

新
宿
校
舎
大
学
棟
完
成
。文
化
会
本
部
は
、大
学
棟
八
階

０
８
６
８
室
へ
引
越
し
を
す
る
。

部
室
が
こ
の
時
点
で
全
て
消
滅
。新
宿
校
合
で
の
活
動

が
不
可
能
に
な
る
部
活
が
出
て
く
る
。新
宿
校
舎
で
は

学
園
祭
に
お
け
る
展
示・発
表
が
活
動
の
主
体
に
な
る
。

講
演
会
に
高
見
恭
子
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
島
崎
路
子
を
招
く
。

講
演
会
に
古
舘
伊
知
郎
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
咲
浜
小
百
合
合
を
招
く
。

試
合
研
究
会
が
文
化
会
に
入
会
。計
18
サ
ー
ク
ル
。

自
然
科
学
研
究
部
が
40
周
年
記
念
誌
を
発
行
す
る
。

講
演
会
に
安
部
譲
二
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
吉
田
真
理
子
を
招
く
。

「
激
躍
」が
20
号
を
迎
え
る

新
宿
校
舎
中
層
棟
、エ
ス
テ
ッ
ク
情
報
ビ
ル
完
成
。文
化

会
本
部
は
、中
層
棟
地
下
2
階
B
2
8
6
室
へ
引
っ
越

し
す
る
。結
局
部
室
の
復
活
は
な
ら
ず
。音
楽
系
部
活

の
練
習
室
、ロ
ッ
カ
ー
が
設
置
さ
れ
る
。部
活
用
ロ
ッ
カ
ー

お
よ
び
ノ
ー
ト
設
置
が
地
下
二
階
に
移
転
。文
化
会
会

則
が
一
部
改
正
さ
れ
る
。

講
演
会
に
松
尾
貴
史
を
招
く
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
花
島
優
子
を
招
く
。

文
化
会
が
創
立
40
周
年
を
迎
え
る
。

講
演
会
の
代
わ
り
に
ボ
ン
バ
ー
マ
ン
大
会
を
開
催
す
る
。

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
細
川
ふ
み
え
を
招
く
。

ノ
ー
ト
置
き
場
が
中
層
棟
二
階
へ
移
転
。文
化
会
フ
ェス

テ
ィ
バ
ル
に
三
浦
理
恵
子
を
招
く
。

S
F
研
究
会
が
文
化
会
に
入
会
。計
19
サ
ー
ク
ル
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
雛
形
あ
き
こ
と
ブ
ー
マ
ー
を

招
く
。

S
F
研
究
会
の
活
動
が
活
発
化
。

八
王
子
の
部
室
棟
に
拡
充
を
望
む
が
、実
現
が
困
難
。

各
部
の
活
動
場
所
に
も
徐
々
に
支
障
が
出
て
切
れ
織

り
、早
急
な
部
室
問
題
の
解
決
が
望
ま
れ
る
。

文
化
会
フェス
テ
ィ
バ
ル
に
早
坂
好
恵
と
猿
岩
石
を
招
く
。

文
化
会
初
の
女
性
会
長
が
立
ち
、今
ま
で
に
な
い
飛
躍

的
な
活
動
を
し
て
文
化
会
全
体
を
盛
り
上
げ
る
。

S
F
研
究
会
は
正
式
な
部
と
な
り
他
団
体
と
の
向
暑

の
結
果
部
室
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
遠
藤
久
美
子
と
爆
笑
問
題

を
招
く
。

電
子
演
算
部
加
入
。

会
則
改
正
や
文
化
会
総
会
の
内
容
の
見
直
し
な
ど
改

革
が
進
む
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
、仲
間
由
紀

恵
、M
A
N
Z
A
I-

C
を
招
く
。

落
語
研
究
部
が
休
部
と
な
る
。文
化
会
会
則
を
一
部
改

正
し
、文
化
会
総
会
を
常
任
委
員
会
会
長
と
会
計
監

査
委
員
会
会
長
が
立
会
い
の
下
で
行
う
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ジ
ョ
ー
ダ
ン
ズ
、ス
マ
イ
リ
ー

キ
ク
チ
、テ
ツ
＆
ト
モ
の
お
笑
い
3
組
を
招
く
。

E
D
C
が
文
化
会
の
部
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。計
16

サ
ー
ク
ル
と
な
っ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、森
弘
子
、底
ぬ
け

A
I
R･

L
I
N
E
、T
o
k
y
o 

B
i
n
g
o 

D
y
n
a
m
i
t
e 

J
a
p
a
n
を
招
く
。

体
育
会
も
含
め
、部
室
不
足
の
問
題
が
浮
上
す
る
。文

化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
テ
ツ
＆
ト
モ
、マ
ギ
ー
審
司
、

江
頭
２
：
５０
と
副
総
裁
、中
国
雑
技
団
を
招
く
。

U
4
が
部
に
昇
格
す
る
。こ
れ
に
よ
り
所
属
団
体
が

17
と
な
っ
た
。

役
員
の
数
が
少
な
く
苦
し
い
運
営
と
な
る
が
無
事
に

乗
り
切
っ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
例
年
よ
り
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
よ
う
だ
。中
国
雑
技
団
、あ
ば
れ
ヌ
ン
チ
ャ
ク
、パ
ペ
ッ

ト
マ
ペッ
ト
、い
つ
も
こ
こ
か
ら
を
招
く
。

健
康
増
進
法
施
行
に
伴
い
、新
宿
校
舎
が
全
面
禁
煙

と
な
り
地
下
1
階
に
喫
煙
室
が
設
け
ら
れ
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ク
ラ
ウ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
、あ
ば
れ

ヌ
ン
チ
ャ
ク
、鉄
拳
、マ
ギ
ー
審
司
を
招
く
。

工
学
院
大
犬
目
校
舎
が
で
き
る
。（
た
だ
し
、工
学
院

高
校
建
て
替
え
の
た
め
高
校
の
仮
校
舎
と
し
て
使
用
）

文
化
会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、江

戸
む
ら
さ
き
、エ
レ
キ
コ
ミ
ッ
ク
を
招
く
。

E
D
C
及
び
無
線
技
術
研
究
部
が
休
部
に
な
る
。

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
さ
く
ら
ん
ぼ
ブ
ー
ビ
ー
、ア
ン

ジ
ャッ
シ
ュ
、ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
、中
国
雑
技
団
を
招
く
。

八
王
子
間
パ
ス
内
に
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
完
成
。

同
セ
ン
タ
ー
4
階
に
文
化
会
支
部
室
を
移
設
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
永
井
祐
一
郎（
ア
ク
セ
ル
ホ
ッ

パ
ー
）、ト
ー
タ
ル
テ
ン
ボ
ス
、博
多
華
丸
・
大
吉
、中
国

雑
技
団
を
招
く
。

U
4
廃
部
と
な
る
。

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
4
階
の
文
化
会
室
移
設
に

伴
い
、文
化
会
誌
部
の
活
動
が
活
発
化
す
る
。

「
新
宿
・八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」に
よ
り

両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
行
き
来
が
便
利
に
な
り
、各
部
の
活

動
が
よ
り
一
層
活
発
に
な
る
。文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
芋
洗
坂
係
長
、ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
、バ
カ
リ
ズ
ム
、球

舞
を
招
く
。

同
好
会
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た「
鉄
道
研
究
会
」が
文
化

会
の「
鉄
道
研
究
部
」へ
昇
格
す
る
。こ
れ
に
よ
り
所
属

団
体
数
が
15
と
な
る
。

好
評
に
応
え「
U
S
B
バ
ー
ゲ
ン
」の
開
催
期
間
を
二

日
間
に
増
や
し
た
。

昼
連
に
て
、毎
週
各
団
体
の
代
表
者
に
先
週
の
活
動
内

容
、お
よ
び
今
週
の
活
動
予
定
に
つ
い
て
発
表
を
し
て

も
ら
う
こ
と
で
文
化
会
と
各
部
の
連
携
を
高
め
た
。さ

ら
に
そ
の
内
容
を
学
生
課
に
報
告
す
る
こ
と
で
各
部
、

文
化
会
、学
校
の一
体
感
向
上
に
努
め
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
夙
川
ア
ト
ム
、ア
ン
ト
キ
の
猪

木
、中
国
雑
技
団
、キ
ン
グ
オ
ブ
コ
メ
デ
ィ
を
招
く
。

新
宿
祭
期
間
中
、例
年
好
評
に
つ
き
行
っ
て
い
る
格
安

販
売
を
今
年
は「
U
S
B
メ
モ
リ
、P
C
ア
ク
セ
サ
リ
、

ス
ピ
ー
カ
ー
、H
D
D
」等
の
品
物
に
し
て
2
日
間
行
い

好
評
を
得
た
。ま
た
、文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
今

年
は
ゲ
ス
ト
と
と
し
て
U
事
工
事
、ゆ
っ
た
り
感
、カ
ナ

リ
ヤ
、デ
ビ
ッ
ト・ラ
ム
ゼ
イ
を
招
き
開
催
し
た
。

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
入
学

式
の
縮
小
や
文
化
活
動
の
定
年
が
懸
念
さ
れ
た
が
、本

部
を
は
じ
め
各
部
と
も
今
度
の
後
半
に
は
従
来
の
活

動
体
制
を
取
り
戻
し
た
。ま
た
、恒
例
と
な
っ
て
い
る

新
宿
祭
期
間
中
の
文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、縄
レ

ン
ジ
ャ
ー
、サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
、ジ
ャ
ン
グ
ル
ボ
ー
ボ
ー
、

永
野
の
有
名
タ
レ
ン
ト
の
出
演
、文
化
会
所
属
サ
ー
ク

ル
の
協
力
、参
加
に
よ
り
盛
況
と
な
っ
た
。ま
た
、新
宿

祭
で
は「
U
S
B
メ
モ
リ
」等
の
販
売
、八
王
子
で
は

「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」が
例
年
同
様
実
施
さ
れ
、好
評
を

得
る
事
が
出
来
た
。

八
王
子
祭
で「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」を
行
え
な
か
っ
た
為
、

新
宿
祭
で
の「
メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
」を
外
付
け
H
D
D

や
外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
最
近
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、よ

り
一
層
豪
華
な
品
揃
え
に
し
て
三
日
間
行
っ
た
。文
化

会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

M
A
S
T
E
R
、K
A
M
I
Y
A
M
A
、張
師
、声
優

の
門
脇
舞
似
、大
橋
歩
夕
を
招
く
。

文
化
会
、体
育
会
両
委
員
会
の
同
好
会
規
則
を
す
り

合
わ
せ
、工
学
院
大
学
で
の
同
好
会
設
立
ま
で
の
流
れ

を
明
文
化
す
る
こ
と
で
工
学
院
の
課
外
活
動
の
活
発

化
の
た
め
の
土
壌
づ
く
り
を
行
う
。

２
０
２
０
年
東
京
に
て
第32

回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
が
決
定
し
、景
気
の
好
転
が
見
込
め
る
と
と
も
に
文

化
会
内
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
活
動
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
の
場
が
持
た
れ
た
。

例
年
通
り
八
王
子
祭
・
新
宿
祭
で
の「
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
」

「
メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
」は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
、文

化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
明
坂
聡
美
、岩
田
光
央
、金

田
朋
子
、岡
本
ナ
ミ
を
招
待
し
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

開
催
し
た
。

演
劇
同
好
会
が
設
立
さ
れ
た
。

激
躍
の
編
集
を
外
部
の
委
託
か
ら
役
員
で
行
う
よ
う

に
変
更
さ
れ
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
し

て
蒼
井
翔
太
、飯
田
里
穂
、原
田
ひ
と
み
、田
中
真
奈

美
を
招
く
。メ
デ
ィ
ア
バ
ー
ゲ
ン
で
は
外
付
け
H
D
D

や
U
S
B
メ
モ
リ
を
販
売
し
た
。 

激
躍
の
編
集
を
役
員
で
行
い
、修
正
を
外
部
に
委
任
し
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
し

て
緑
川
光
、坂
口
大
助
、岸
尾
だ
い
す
け
、井
上
富
美

子
を
招
く
。

文
化
部
の
P
R
動
画
を
新
聞
会
協
力
の
も
と
作
成

し
た
。

激
躍
の
編
集
を
外
部
委
託
に
戻
し
た
。両
表
紙
化
、レ

イ
ア
ウ
ト
の
大
き
な
刷
新
な
ど
を
し
た
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
井
上
麻
里
奈
、藤
田
咲
、

M
C
と
し
て
カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル
を
招
き
声
優
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
。

引
き
続
き
激
躍
の
編
集
を
外
部
に
戻
し
た
。支
部
に

も
激
躍
の
担
当
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
作
業
の
効
率

化
を
図
っ
た
。去
年
の
デ
ザ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
さ
ら
に
良

い
も
の
に
変
更
。

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、声
優
の
上
坂
す
み
れ
さ

ん
、東
山
奈
央
さ
ん
、M
C
に
は
芸
人
の
カ
ン
フ
ー
ガ
ー

ル
さ
ん
を
招
き
文
化
会
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し

た
。5
0
0
人
の
枠
に
も
か
か
わ
ら
ず
、応
募
者
は

1
0
0
0
人
以
上
が
殺
到
し
大
変
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

激
躍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
大
人
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
し
て

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
八
王
子
支
部
の
激
躍
担
当
と

今
年
度
は
た
く
さ
ん
話
し
合
い
を
行
い
、ま
た
色
々
な

人
々
の
意
見
を
参
考
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
度
の
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
新
宿
祭
実
行

委
員
会
と
協
力
し
て
声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
2
回
行
い

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

激
躍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
昨
年
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
、

よ
り
シ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
と
ま
し
た
。

ま
た
、八
王
子
支
部
の
激
躍
担
当
と
の
連
携
し
様
々
な

方
の
意
見
の
元
作
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
梶
裕
貴
さ
ん
、M
C
に

は
浦
和
希
さ
ん
を
招
き
開
催
し
ま
し
た
。直
前
の
対

応
な
ど
か
な
り
忙
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
新
宿

祭
実
行
委
員
会
と
協
力
し
、大
い
に
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

過
去
4
年
間
の
激
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の
レ
イ
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ウ
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は
黄
と
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が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
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年
か
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と
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ベ
ー
ス

と
し
、よ
り
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タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
ま

し
た
。ま
た
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化
会
メ
ン
バ
ー
に
も
デ
ザ
イ
ン
の
候
補

を
い
く
つ
か
提
示
し
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が
良
か
っ
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物
を
選
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た
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年
は
新
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催
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仕
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文 化 会 フ ェ ス テ ィ バ ル
歴 代 の 出 演 者 一 覧

文 化 会 役 員 名 簿

45 

年
　
長
谷
川
き
よ
し
　
モ
ッ
プ
ス（
鈴
木
ひ
ろ
み
つ
）

46 

年
　
ビ
リ
ー
バ
ン
バ
ン

48 

年
　
山
本
コ
ー
タ
ロ
ー
と
少
年
探
偵
団
　
ザ・ラ
ニ
ア
ル
ズ

　
　　
　
バ
ス
　
や
ま
が
た
す
み
こ

49 

年
　
五
輪
真
弓

50 

年
　
高
木
麻
早
　
丘
蒸
気
　
グ
ー
フ
ィ
ー

51 
年
　
山
崎
ハ
コ
　
柳
家
小
三
治
　
丘
蒸
気
　
寺
子
屋

52 
年
　
西
都
葉
子
　
佐
藤
奈
々
子

53 
年
　
吉
幾
三
　
谷
山
裕
子
　
寒
暖
計

54 

年
　
ア
ル
フ
ィ
ー
　
越
見
晴
　
新
保
牧
代
　
シ
テ
ィ
ク
ラ
フ
ト

55 

年
　
石
川
ひ
と
み
　
葛
城
ユ
キ
　
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
　
寺
田
薫

56 

年
　
野
沢
那
智（
講
演
会
）

57 

年
　
谷
山
浩
子

58 

年
　
須
藤
薫

59 

年
　
森
尾
由
美

60 

年
　
キ
ラ
ラ
＆
ウ
ラ
ラ

61 

年
　
葉
山
レ
イ
コ

62 

年
　
渡
瀬
麻
記

63 

年
　
川
奈
雅
子

元
年
　
川
崎
路
子

2 

年
　
咲
浜
小
百
合

3 

年
　
吉
田
真
理

4 

年
　
松
尾
貴
史（
講
演
会
）、花
島
優
子

5 

年
　
細
川
ふ
み
え

6 

年
　
三
浦
理
恵
子

7 

年
　
雛
形
あ
き
こ
　
ブ
ー
マ
ー

8 

年
　
早
坂
好
恵
　
猿
岩
石

9 

年
　
爆
笑
問
題
　
遠
藤
久
美
子

10 

年
　
仲
間
由
紀
恵
　
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
　M

A
N
A
ZA
I-C

11 

年
　
テ
ツ
＆
ト
モ
　
ジ
ョ
ー
ダ
ン
ズ
、ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ

12 

年
　
底
抜
けA

IR

・LIN
E

　T
okyo B

ingo D
ynam

ite Japan

13 

年
　
テ
ツ
＆
ト
モ
　
マ
ギ
ー
審
司

14 

年
　
中
国
雑
技
団
　
あ
ば
れ
ヌ
ン
チ
ャ
ク
　
パ
ペッ
ト
マ
ペッ
ト
　
い
つ
も
こ
こ
か
ら

15 

年
　
マ
ギ
ー
審
司
　
ク
ラ
ウ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
　
あ
ば
れ
ヌ
ン
チ
ャ
ク
　
鉄
拳
　
中
国
雑
技
団

16 

年
　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ソ
ン
　
江
戸
む
ら
さ
き
　
エ
レ
キ
コ
ミ
ッ
ク
　
中
国
雑
技
団

17 

年
　
さ
く
ら
ん
ぼ
ブ
ー
ビ
ー
　
ア
ン
ジ
ャ
ッ
シ
ュ
　
ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
　
中
国
雑
技
団

18 

年
　
ま
す
だ
お
か
だ
　
瞬
間
メ
タ
ル
　
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
　
球
舞

19 

年
　
永
井
祐
一
郎（
ア
ク
セ
ル
ホ
ッ
パ
ー
）　
ト
ー
タ
ル
テ
ン
ボ
ス
　
博
多
華
丸 

大
吉

　
　
　
中
国
雑
技
団

20 

年
　
芋
洗
坂
係
長
　
ど
き
ど
き
キ
ャ
ン
プ
　
バ
カ
リ
ズ
ム
　
球
舞

21 

年
　
夙
川
ア
ト
ム
　
ア
ン
ト
キ
の
猪
木
　
中
国
雑
技
団
　
キ
ン
グ
オ
ブ
コ
メ
デ
ィ

22 

年
　
U
字
工
事
　
ゆ
っ
た
り
感
　
カ
ナ
リ
ヤ
　
デ
ビ
ッ
ト・ラ
ム
ゼ
イ

23 

年
　
縄
レ
ン
ジ
ャ
ー
　
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
　
ジ
ャ
ン
グ
ル
ボ
ー
ボ
ー
　
永
野

24 

年
　M

A
ST
E
R

、KA
M
IY
A
M
A

　
張
師
　
門
脇
舞
似
　
大
橋
歩
夕

25 

年
　
明
坂
聡
美
　
岩
田
光
央
　
金
田
朋
子
　
岡
本
ナ
ミ

26 

年
　
蒼
井
翔
太
　
飯
田
里
穂
　
原
田
ひ
と
み
　
田
中
真
奈
美

27 

年
　
緑
川
光
　
坂
口
大
助
　
岸
尾
だ
い
す
け
　
井
上
富
美
子

28 

年
　
井
上
麻
里
奈
　
藤
田
咲
　
カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル

29 

年
　
上
坂
す
み
れ
　
東
山
奈
央
　
カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル

30 

年
　
大
久
保
瑠
美
　
福
原
香
織
　
カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル

昭  

和
平
成

令

　和
元 
年
　
梶 

裕
貴
　
浦 

和
希

2 
年
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止

3 

年
　
上
村
祐
翔
　
小
林
裕
介
　
カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル

4 

年
　
平
田
広
明
　
中
井
和
哉
　
伊
藤
じ
ゅ
ん

5 

年
　
木
村
良
平
、村
瀬
歩
、カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル

2024 年度  文化会役員

本　部　役　員支　部　役　員

会

　長

副
会
長

会

　計

庶

　務

庶

　務

会

　長

副
会
長

会

　計

庶

　務

庶

　務

庶

　務

庶

　務

庶

　務

神
田 

真
智
子

鈴
木 

俊
大

多
田 

龍
矢
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崎 

あ
ず
み

坂
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香
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定
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定
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定
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定
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定
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定
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定

未
定

会
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副
会
長
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　計

庶
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庶
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庶
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会

　長

副
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長
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　計

庶

　務

庶
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庶

　務

庶
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庶
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小
林 

将
己

末
松 

沙
衣

森
泉 

遼
一

浅
見 

康
成

榎
本 

悠
那

小
野 

太
郎

糸
川 

優
希

鈴
木 

俊
大

児
玉 

魁
人

大
澤 

力

神
田 

真
智
子

幸
崎 

あ
ず
み

多
田 

龍
矢

遠
山 

泰
基

本　部　役　員支　部　役　員

2023 年度  文化会役員

2
0
2
4
年
度 

文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
者

2
0
2
4
年
度 

文
化
会
役
員
名
簿
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文 化 会 の お 仕 事

　文
化
会
会
員
に
な
る
為
に
は
ま
ず
文

化
会
が
統
括
す
る
い
ず
れ
か
の
団
体
に

所
属
す
る
事
が
必
要
条
件
と
な
り
ま
す
。

所
属
登
録
を
す
る
と
そ
の
時
点
で
会
員

と
な
れ
る
の
で
す
。
ま
た
文
化
会
本
部
、

支
部
の
各
役
職
は
毎
年
一
月
に
行
わ
れ

る
役
員
選
挙
に
よ
り
次
年
度
の
文
化
会

役
員
と
し
て
選
出
、
任
命
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

 

普
段
の
活
動
は
、
本
部
・
支
部
と
も

に
不
定
期
で
必
要
に
応
じ
て
会
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
回
一

回
の
会
議
の
内
容
は
と
て
も
濃
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
後
述
の
文
化
会
総

会
や
八
王
子
祭
、
新
宿
祭
が
近
づ
く
と

か
な
り
多
忙
を
極
め
ま
す
が
、
会
員
同

士
で
連
携
を
取
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　文
化
会
総
会
と
は
各
文
化
会
所
属
団

体
の
前
年
度
の
決
算
、
活
動
総
括
及
び

今
年
度
の
予
算
を
承
認
す
る
場
で
、
文

化
会
会
員
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
参
加
で

き
（
総
会
成
立
に
は
全
会
員
数
の
三
分

の
二
の
参
加
数
を
必
要
と
す
る
）、
文
化

会
活
動
全
般
に
対
し
て
自
由
に
意
見
が

述
べ
ら
れ
ま
す
。
是
非
文
化
会
に
入
っ

て
意
見
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

  

野
菜
バ
ー
ゲ
ン

　例
年
八
王
子
祭
中
に
行
わ
れ
る
文
化

会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
そ
の
名
の

と
お
り
野
菜
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

毎
年
ご
利
用
さ
れ
る
お
客
様
も
多
く
、

非
常
に
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

  

声
優
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　新
宿
祭
中
に
開
催
さ
れ
る
、
文
化

会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
私
た
ち

文
化
会
で
声
優
の
方
を
お
招
き
し
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
様
々
な
ト
ー
ク
や
企

画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
頂
く
と
い
う

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
外
か
ら

も
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
毎
年
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

このページは新入生の方や保護者の皆様に
少しでも文化会について多くのことを知って頂くために、
私達文化会の日々の仕事や学園祭中での活動等について

写真を用いた紹介を行うコーナーです。

　一
方
八
王
子
祭
で
は
、
文
化
会
は
野
菜
バ
ー

ゲ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
赤
字
覚
悟
で

お
野
菜
を
売
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
、
文
化

祭
へ
の
貢
献
と
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
と
い

う
目
的
の
た
め
で
す
。

　文
化
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
は
、
毎
年
11
月
に

開
催
さ
れ
る
新
宿
祭
に
お
い
て
、
文
化
会
が
主
催

す
る
企
画
で
す
。
新
宿
祭
の
数
あ
る
企
画
の
中
で

も
人
気
が
高
く
、
こ
れ
を
目
当
て
に
来
学
さ
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　2
0
2
3
年
度
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
声
優
の

木
村
良
平
さ
ん
、
村
瀬
歩
さ
ん
、
M
C
と
し
て

カ
ン
フ
ー
ガ
ー
ル
の
お
二
人
に
来
て
頂
き
ま
し

た
。
お
悩
み
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
寄
せ
書
き
直
筆

サ
イ
ン
抽
選
会
な
ど
、
多
く
の
コ
ー
ナ
ー
で
盛

り
あ
が
り
を
見
せ
、
企
画
は
大
成
功
と
な
り
ま

し
た
。

文 化 祭 で の 活 動

5
月

　新
宿
祭
実
行
委
員
会
の
参
加
団
体
会
議

が
始
ま
る
。
参
加
団
体
会
議
と
は
、
文

化
祭
へ
の
参
加
に
向
け
た
話
し
合
い
の

場
で
あ
る
。

6
月

　出
演
者
を
決
定
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
。

9
月

　出
演
者
が
決
定
す
る
。

　
　
　八
王
子
祭
が
開
催
さ
れ
る
。
八
王
子
祭

で
は
野
菜
バ
ー
ゲ
ン
を
行
っ
た
。

　
　

10
月

　業
者
の
方
と
直
接
話
し
合
い
を
行
い
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
企
画
の
内
容
を
決
め
て

い
く
。

11
月

　ケ
ー
タ
リ
ン
グ
用
品
や
文
化
祭
で
必
要

な
雑
貨
な
ど
を
購
入
。

　
　
　
　
　
　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
企
画
の
最
終
調
整
。

新宿祭第 68回のときの写真

文
化
会
会
員
及
び

役
員
に
な
る
た
め
に

八
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子
祭
に
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け
る

活
動
に
つ
い
て

普
段
の
活
動
に
つ
い
て

新
宿
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つ
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て

文
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2 0 2 3 年 度 の 一 年 間

JANUARY1FEBRUARY2

MARCH

3 APRIL4

MAY5JUNE6

JULY7AUGUST8

SEPTEMBER9OCTOBER 10

NOVEMBER1 1DECEMBER

プレ八王子祭
文化会はイベントの参加は行っていな
いが、各部は歩け歩け大会などに積極
的に参加しているように見えた。

学生総会
自治会主催の総会であり、文化会全体
の総括、方針、予算の承認が行われた。

第一回文化会会計会議
自治会からの予算を各部へ配分する
会計会議が開かれた。

文化会総会
文化会役員の全員参加によって、文
化会および各部の総括、方針の討議、
続いて承認がとられた。また、先の会
計会議により決定された予算案、昨
年度の決算の討議、および承認も行
われた。

前期試験
前期試験期間のため、
活動は一時休止。

夏合宿
文化会の各部は山や海など様々な場所
で合宿を行い、学園祭に向けて活動する
とともに、部内の結束を高めている。文化
会では本部は新宿祭の準備に向けて会
議を行い、支部では八王子祭に向けて打
ち合わせを行った。

八王子祭準備
十月に行われる八王子祭に向
けて支部では準備が進められ
た。文化会各部も本格的に準
備を進め、本部では新宿祭の
文化会フェスティバルに向けて
話し合いが進められた。

八王子祭
八王子祭では各部が研究発表や展
示模擬店などに参加し、日頃の成果
を発表する良い機会となった。文化
会では毎年「野菜バーゲン」を開催
し、学内だけでなく、地域住民との交
流を行った。

新宿祭準備
本部では本格的に新宿祭の準備を進
め、文化会フェスティバルの打ち合わ
せや買い出しを進めていた。八王子
祭が終わると各部も新宿祭に向けて
準備を始めた。

新宿祭
八王子祭と同様に各部の研究発表や展示、模擬店で賑
わっていた。文化会フェスティバルでは声優や芸人の方
をお迎えしてトークショーを開催し、軽快なトーク、クイ
ズコーナーなどを織り交ぜたショーで会場を盛り上げ、
マンドリンクラブ、グリークラブOB会、マジシャンズ・ソ
サエティの皆さんもその腕前をステージで披露した。
役員選挙
次期の文化会役員の選出を行った。今年度も新任選挙
となった。また、来年度の各部長、支部長の名簿を作成
した。

「激躍」の制作
今年度のまとめとなる文化会活動報告誌「激躍」（本誌）
の制作が本格的に進められるようになる。各部および
様々な方への原稿依頼、回収が行われた。

後期試験
後期試験期間のため、
活動は一時休止

激躍編集
激躍の完成に向けて、役員で打ち
合わせを行いながら編集を行う。
一月の終わりに最終チェックを行
い、激躍の内容が完成する。

役員会・引き継ぎ
文化会新旧役員、各部の新
部長、会計を集め開かれた。
引き継ぎでは一年間の仕事
内容など様々な点で話し合
いが行われた。
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拡大自治会議
自治会予算を配分するための予
算会議が団体の会計役員を集め
て開かれた。

入学式・新入生歓迎会
入学式の翌日からさまざまな歓
迎会が行われた。
また、八王子校舎南門を中心に
各部の勧誘が行われた。
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デジタルアート表現の場に生まれ変わりました。巨大スクリーンの中央には、常設では
日本初となるキネティック・ウォール（可動式の壁）が極彩色の繊細な光を放ち、立体的
に動きます。最新のプロジェクションマッピング装置や立体音響システムも設置され、映
像・音響・照明を用いたさまざまなクリエイティブ表現を行うことが可能です。

新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
　
屋
上

地
上
２９
階
か
ら
見
下
ろ
す
新
宿
の
街
並
み
は

見
る
も
の
を
圧
倒
す
る
。

新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス  

１
階  

ア
ト
リ
ウ
ム

4
階
ま
で
の
吹
き
抜
け
が
特
徴
の
広
々
と
し

た
新
宿
ア
ト
リ
ウ
ム
。心
地
良
い
光
が
差
し
込

み
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
大
学
と
社

会
の
接
点
と
な
っ
て
い
る
こ
の
場
所
が
、生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス  

地
下
１
階

煉
瓦
柱
を
囲
む【BA

R

】は
パ
ソ
コ
ン
作
業

も
し
や
す
い
パ
ー
ソ
ナ
ル・ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
。中
央
の
長
机
群【G

A
T
H
ERIN

G

】は

グ
ル
ー
プ
作
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・ス

ペ
ー
ス
。そ
し
て
、縁
側
の
よ
う
に
自
由
で
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・ス
ペ
ー

ス【EN
-G
A
W
A

】を
配
置
し
、目
的
に
応

じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
集
い
が「
つ
な
が
り
」「
ひ

ろ
が
る
」場
所
に
な
り
ま
す
。

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス



7 6

新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
　
入
口

こ
の
入
口
の
他
に
も
新
宿
駅
か
ら
繋
が
る
地
下
道
か
ら

直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新宿キャンパス　１階　アトリウム
新宿アトリウムのリニューアル工事が完了し、工学・建築・情報の要素を含む最先端の
デジタルアート表現の場に生まれ変わりました。巨大スクリーンの中央には、常設では
日本初となるキネティック・ウォール（可動式の壁）が極彩色の繊細な光を放ち、立体的
に動きます。最新のプロジェクションマッピング装置や立体音響システムも設置され、映
像・音響・照明を用いたさまざまなクリエイティブ表現を行うことが可能です。

新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
　
屋
上

地
上
２９
階
か
ら
見
下
ろ
す
新
宿
の
街
並
み
は

見
る
も
の
を
圧
倒
す
る
。

新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス  

１
階  

ア
ト
リ
ウ
ム

4
階
ま
で
の
吹
き
抜
け
が
特
徴
の
広
々
と
し

た
新
宿
ア
ト
リ
ウ
ム
。心
地
良
い
光
が
差
し
込

み
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
大
学
と
社

会
の
接
点
と
な
っ
て
い
る
こ
の
場
所
が
、生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス  

地
下
１
階

煉
瓦
柱
を
囲
む【BA

R

】は
パ
ソ
コ
ン
作
業

も
し
や
す
い
パ
ー
ソ
ナ
ル・ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
。中
央
の
長
机
群【G

A
T
H
ERIN

G
】は

グ
ル
ー
プ
作
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・ス

ペ
ー
ス
。そ
し
て
、縁
側
の
よ
う
に
自
由
で
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・ス
ペ
ー

ス【EN
-G
A
W
A

】を
配
置
し
、目
的
に
応

じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
集
い
が「
つ
な
が
り
」「
ひ

ろ
が
る
」場
所
に
な
り
ま
す
。

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス



5 4

新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
　
外
観

周
囲
の
高
層
ビ
ル
に
も
負
け
な
い
そ
の
高
さ
か
ら

T
okyo U

rbantech

の
別
名
を
持
つ
。

新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
　
地
下
1
階
学
生
ラ
ウ
ン
ジ

こ
こ
で
は
課
題
に
取
り
組
む
学
生
の
姿
が
見
ら
れ
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
部
室
棟
へ
続
く
坂

部
室
棟
へ
向
か
う
学
生
た
ち
は
こ
の
坂
を
上
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

ガ
ラ
ス
張
り
で
解
放
感
溢
れ
る
空
間
は
食
事
に
は
最
適
で
あ
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
部
室
棟

文
化
部
の
多
く
は
こ
の
部
室
棟
を

活
動
の
場
と
し
て
い
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
１８
号
館

学
生
食
堂
や
生
協
が
あ
り
、

昼
頃
は
学
生
で
溢
れ
か
え
る
。

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス



5 4

新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
　
外
観

周
囲
の
高
層
ビ
ル
に
も
負
け
な
い
そ
の
高
さ
か
ら

T
okyo U

rbantech

の
別
名
を
持
つ
。

新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
　
地
下
1
階
学
生
ラ
ウ
ン
ジ

こ
こ
で
は
課
題
に
取
り
組
む
学
生
の
姿
が
見
ら
れ
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
部
室
棟
へ
続
く
坂

部
室
棟
へ
向
か
う
学
生
た
ち
は
こ
の
坂
を
上
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

ガ
ラ
ス
張
り
で
解
放
感
溢
れ
る
空
間
は
食
事
に
は
最
適
で
あ
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
部
室
棟

文
化
部
の
多
く
は
こ
の
部
室
棟
を

活
動
の
場
と
し
て
い
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
１８
号
館

学
生
食
堂
や
生
協
が
あ
り
、

昼
頃
は
学
生
で
溢
れ
か
え
る
。

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス



3 2

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
と
真
冬
の
夜

夜
に
見
る
1
号
館
は
幾
何
学
模
様
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
圧
巻
の
景
色
で
あ
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
春
の
桜

4
月
の
初
め
に
目
に
す
る
で
あ
ろ
う
１
本
の
桜
の
木
で
あ
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
バ
ス
停
と
校
舎
を
結
ぶ
道

バ
ス
を
利
用
す
る
学
生
は
こ
の
道
を
通
り
校
舎
へ
向
か
う
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
5
号
館（
左
）と
４
号
館（
右
）

4
号
館
と
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
5
号
館
。

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス



3 2

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
1
号
館
と
真
冬
の
夜

夜
に
見
る
1
号
館
は
幾
何
学
模
様
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
圧
巻
の
景
色
で
あ
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
春
の
桜

4
月
の
初
め
に
目
に
す
る
で
あ
ろ
う
１
本
の
桜
の
木
で
あ
る
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
バ
ス
停
と
校
舎
を
結
ぶ
道

バ
ス
を
利
用
す
る
学
生
は
こ
の
道
を
通
り
校
舎
へ
向
か
う
。

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
　
5
号
館（
左
）と
４
号
館（
右
）

4
号
館
と
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
5
号
館
。

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス

2
0
2
4
年
度 

文
化
会

　八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス



1

2

5

8

10

11

12

13

14

18

20

22

24

25

八王子キャンパス紹介

新宿キャンパス紹介

文化会の一年間

文化会のお仕事

文化祭での活動

文化会役員名簿

文化会フェスティバル出演者一覧

文化会の70年

2023年度文化会総括

2024年度文化会方針

文化会会則

同好会規約

編集後記

CAMPUS MAP

マンドリンクラブ

マンガ研究会

マジシャンズ・ソサエティ

美術意匠部

ハイキング部

電子技術研究部

鉄道研究部

吹奏楽部

写真部

自然科学研究部

音楽部

SF研究会

12団体一覧

2024年度文化会会長挨拶

1

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

G E

K I

Y A

U

K

2
0
2
4
年
度 

文
化
会 

c
o
n
t
e
n
t

文
化
会
編

c o n t e n t



1

2

5

8

10

11

12

13

14

18

20

22

24

25

八王子キャンパス紹介

新宿キャンパス紹介

文化会の一年間

文化会のお仕事

文化祭での活動

文化会役員名簿

文化会フェスティバル出演者一覧

文化会の70年

2023年度文化会総括

2024年度文化会方針

文化会会則

同好会規約

編集後記

CAMPUS MAP

マンドリンクラブ

マンガ研究会

マジシャンズ・ソサエティ

美術意匠部

ハイキング部

電子技術研究部

鉄道研究部

吹奏楽部

写真部

自然科学研究部

音楽部

SF研究会

12団体一覧

2024年度文化会会長挨拶
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